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は
じ
め
に

道
路
は
、
人
間
社
会
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
施
設
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
唯
一
の
社
会
資
本
で
あ
り
、
様

々
な
活
動
を
支
え
る
根
本
的
な
基
盤
施
設
で
あ
る
。

経
済
の
発
展
と
生
活
水
準
の
向
上
の
た
め
の
基
盤

整
備
と
し
て
、
戦
後
、
道
路
は
他
の
公
共
施
設
に
先

が
け
て
五
箇
年
計
画
と
い
う
計
画
的
な
整
備
手
法
を

導
入
し
、
今
日
ま
で
に
、
五
、
0
0
0
如
を
越
え
る

高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
網
を
作
り
上
げ
て

き
た
。
し
か
し
、
世
界
の
約
一
割
を
占
め
る
経
済
と

一
億
二
千
万
人
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
い
ま
だ
貧
弱

で
あ
る
。

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、

人
口
、
産
業
が
著
し
く
集
積
し
こ
れ
ら
の
大
都
市
を

と
り
ま
く
周
辺
地
域
に
お
い
て
も
、
急
激
な
都
市
化

現
象
が
進
展
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
路
交
通

の
円
滑
性
が
必
ず
し
も
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
現
状
に
あ
る
。

大
都
市
圏
に
お
け
る
健
全
な
都
市
活
動
を
保
持
す

る
た
め
に
も
、
多
極
分
散
型
国
土
構
造
の
形
成
を
推

進
す
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
大

都
市
圏
に
お
い
て
も
都
市
部
を
通
過
す
る
交
通
を
排

除
し
、
都
心
へ
流
入
す
る
交
通
の
分
散
、
導
入
を
図

る
た
め
、
環
状
道
路
や
効
率
的
な
交
通
処
理
を
図
る

自
動
車
専
用
道
路
な
ど
機
能
的
な
道
路
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
四
年
六
月
の
道
路
審
議
会
建
議
に
お

い
て
、｢大
都
市
圏
に
お
け
る
交
通
の
円
滑
化
は
、
道

路
ネ
ッ
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ワ
ー
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を
形
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す
る
上
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特
集
/
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備

…一

大
都
市
圏
環
状
道
路
に
つ
い
て

"…"

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

N

環
状
方
向
の
バ
ラ
ン
ス
を
著
し
く
欠
い
て
い
る
現
状

か
ら
、
緊
急
に
環
状
道
路
の
整
備
を
行
う
。
例
え
ば
、

首
都
圏
に
お
い
て
は
三
環
状
九
放
射
の
自
動
車
専
用

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
環
状
道
路
の
整
備
が
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
完

成
が
急
が
れ
て
い
る
ゞ
と
さ
れ
て
い
る
(図
1
)
。

三
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
に
つ
い
て
は
、
後
掲
論
、

文
に
お
い
て
詳
細
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
、
幹
線
道
路
図
を
示
し
(図
2
、
3
、
4
)、

こ
れ
ら
環
状
道
路
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た

い
。

一
東
京
外
か
く
環
状
道
路

物

計
画
の
概
要

東
京
都
心
部
よ
り
半
径
一
五
畑
の
環
状
道
路
で



都
心
方
向
に
集
中
す
る
交
通
混
雑
緩
和
を
図
る
。

0
計
画
区
間
“
東
京
都
大
田
区
-
千
葉
県
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川
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関越道

つ
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ば
市

　　
　

　

　

横
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る
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搬
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光
市
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縦
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計
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e

一
般
部

専
用
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の
供
用
に
合
わ
せ
、
埼

玉
県
和
光
市

(二
五
四
B
P
)

-
三
郷
市
間

(
一
部
区
間
を
除

く
)
約
二
二
姉

二

首
都
圏
中
央
連
絡
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動
車
道

の

計
画
の
概
要

東
京
都
心
部
よ
り
半
径
四
0
i
五
〇
如
の
多
核

型
都
市
圏
の
構
造
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成
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三

東
京
湾
岸
道
路

の

計
画
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要

東
京
湾
岸
に
立
地
す
る
諸
機
能
を
相
亙
連
絡
し
、

都
市
部
の
交
通
混
雑
緩
和
を
図
る
。

o
計
画
区
間
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神
奈
川
県
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須
賀
市
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千
葉
県
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計
画
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約
一
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畑

0
車

線
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…
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用
部
四
-
六
車
線
、
一
般
部

四
-
八
車
線

○
都
市
計
画
決
定
済
延
長
…
約
一
四
三
如

0
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“
約
一
一
〇
如

回

事
業
区
間

○
専
用
都
筑
首
都
高
速
湾
岸
線
三
、
四
、
五
期

約
三
五
如

0

一般
部
…
金
沢
i
夏
島
約
四
紬

羽
田
地
区
-
京
浜
島
約
四
頬
等

四

東
京
湾
横
断
道
路

の

計
画
の
概
要

京
浜
地
域
と
房
総
地
域
を
直
結
す
る
こ
と
に
よ

り
東
京
都
市
圏
の
南
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、
周
辺
都
市
の
都
市
機
能
を
高
め
広
域
的

な
都
市
圏
を
育
成
す
る
基
盤
と
な
る
。

0
計
画
区
間
…
川
崎
市
川
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0
計
画
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一
五
鹸

○
車

線

数
…
四
車
線

(将
来
構
想
六
車
線
)

○
工
事
期
間
…
昭
和
六
二
年
七
月
-
平
成
八
年

三
月

0
総
事
業
費
…
約
一
兆
一
、
五
〇
〇
億
円

五

名
古
屋
環
状
二
号
線

の

計
画
の
概
要

名
古
屋
市
域
の
ほ
ぼ
外
周
部
に
位
置
し
、
放
射

状
の
幹
線
道
路
や
名
古
屋
都
市
高
速
道
路
と
一
帯

と
な
っ
て
、
名
古
屋
都
市
圏
に
お
け
る
道
路
網
の

骨
格
と
な
る
道
路
。

0
計
画
区
間
…
名
古
屋
市
中
川
区
j
名
古
屋
市

中
川
区

○
計
画
延
長
…
約
六
六
如

(伊
勢
湾
岸
道
路
重

複
部
約
三
一如
含
む
)

0
車

線

数
…
専
用
部
四
車
線
、
一
般
部
六
車

線

⑬

事
業
区
間

○
専

用

部
…
名
古
屋
市
中
川
区
-
名
古
屋
市

名
東
区
約
二
八
如

○

一
般

部
…
名
古
屋
市
中
川
区
-
名
古
屋
市

中
川
区
約
五
四
m

○
供
用
区
間
"
専
用
部
約
一
八
如
、
一
般
部
約

三
二
如



0
計
画
区
間
…
三
重
県
四
日
市
市
-
愛
知
県
豊

田
市

0
計
画
延
長
"
約
一
六
〇
如

0
車

線

数

"
自
動
車
専
用
道
路
四
車
線

○
基
本
計
画
決
定
ニ

ー
一五
如

(七
八
%
)

0
整
備
計
画
決
定
…
六
七
如

(四
二
%
)

事
業
区
画
…
八
一
如

(五
一
%
)

e
四
日
市
市
-
三
重
県
員
弁
郡
北
勢
町
一
四
m

六

東
海
環
状
自
動
車
道

齢

計
画
の
概
要

名
古
屋
市
を
中
心
に
三
〇
ー
四
0
m
圏
に
存
在

す
る
諸
都
市
を
有
機
的
に
連
絡
し
、
伊
勢
湾
岸
道

路
と
一
体
と
な
っ
て
環
状
道
路
を
形
成
し
、
名
古

屋
圏
の
秩
序
あ
る
発
展
を
図
る
基
盤
と
な
る
高
規

格
幹
線
道
路
。

幽
晦も

◎
関
市
ー
土
岐
市

⑭
瀬
戸
市
-
豊
田
市

四
0
如

二
七
如

図3 名古屋圏幹線道路図

七

大
阪
湾
~山圧
迫
路

の

計
画
の
概
要

大
阪
湾
岸
に
立
地
す
る
諸
機
能
を
相
互
連
絡
し
、

都
市
部
の
交
通
混
雑
を
図
る
道
路
。

○
計
画
区
間
…
神
戸
市
垂
水
区
-
大
阪
府
泉
佐

野
市

○
計
画
延
長
…
約
八
〇
虹

○
都
市
計
画
決
定
済
延
長
…
神
戸
市
東
灘
区
-

大
阪
府
泉
佐
野
市
五
八
如

⑬

事
業
区
間

○
専

用

部
…
五
七
･
六
如
(七
二
%
)

の
神
戸
市
垂
水
区
名
谷
町
-
垂
水
区
下
畑
町

一
･
八
如

の
神
戸
市
東
灘
区
向
洋
町
東
-
泉
佐
野
市
松

原
五
五
･
八
蝋

○
供
用
区
間
"
大
阪
市
西
淀
川
区
-
堺
市
出
島

西
町
一
六
･
七
如

八

京
奈
和
自
動
車
道

の

計
画
の
概
要

関
西
都
市
圏
の
外
部
環
状
道
路
の
一
翼
を
担
う

役
割
を
持
っ
た
道
路
で
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
、

第
2
名
神
高
速
道
路
、
西
名
阪
自
動
車
道
、
近
畿

凡 例

一鰔繊都 築 中
国田川田 魔

化
年
英

5
部

成
規

平
新

□
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自
動
車
紀
勢
線
な
ど
と
連
携
し
、
有
機
的
な
目
専

0
基
本
計
画
決
定
…
九
四
畑

(七
八
%
)

◎
五
條
道
路

八
細

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
。

○
整
備
計
画
決
定
…
四
九
如

(四
一
%
)

◎
橋
本
道
路

一
一
如

○
計
画
区
間
二
泉
都
市
;
和
歌
山
市

⑬

事
業
区
間
"
六
四
如

(五
三
%
)

○
供
用
区
間
…
城
陽
I
C
;
精
華
下
狛
I
C

O
計
画
延
長
"
約
一
二
〇
蝋

@
京
奈
道
路

一
七
如

九
如

○
車

線

数
…
自
動
車
専
用
道
路
四
車
線

@
大
和
･
御
所
道
路
二
八
如

お
わ
り
に

こ
こ
に
紹
介
し
た
環
状
道
路
の
整
備
は
、
道
路
交

通
混
雑
の
円
滑
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

ゞ
中
穢靴
済
中

今
後
、
こ
れ
ら
の
環
状
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
幹

i
農
業
5
事
計
査

憾
恐
は
罐
ゞ

;

一

線
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
、
大
都
市
圏
の
今
後
の
発

議
慈愛やず
ぃ◎
}“
＼
ノ
ヤ
舞
事
皸緘
都
調

展
を
目
指
し
た
二
一
世
紀
の
新
た
な
展
開
が
期
待
さ

繁華

;
“
安
＼

~

れ
て
ぃ
る
と
こ
ろ
で
ぁ
る
o

凡

溝
口京阪神圏幹線道路図



は
じ
め
に

東
京
を
中
心
と
す
る
関
東
臨
海
部

(
一
部
三
県
)

は
国
土
面
積
の
四
%
を
占
め
る
の
に
対
し
て
人
ロ
は

全
国
の
約
二
六
%
、
工
業
出
荷
額
は
二
五
%
を
占
め

る
な
ど
中
枢
管
理
機
能
、
生
産
流
通
機
能
等
多
く
の

都
市
機
能
が
集
中
し
、
極
め
て
高
密
な
市
民
生
活
及

び
生
産
活
動
が
営
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
ロ
、
産
業
等
の
高

密
な
集
積
は
、
一
方
で
は
交
通
機
能
に
対
す
る
弊
害

も
大
き
く
現
れ
、
都
市
機
能
は
著
し
く
低
下
し
て
い

る
現
状
に
あ
り
、
首
都
圏
の
各
地
域
に
そ
の
都
市
生

産
機
能
を
選
択
別
に
分
散
し
効
率
の
高
い
広
域
多
核

的
な
都
市
圏
の
建
設
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
交
通
施
設
の
整
備
、
と
り
わ
け

首
都
圏
に
お
け
る
幹
線
道
路
網
と
し
て
の
国
幹
道
、

首
都
高
速
道
路
等
の
整
備
推
進
と
、
こ
れ
ら
の
放
射

幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
首
都
圏
交
通
体
系
の
根

幹
を
な
し
首
都
圏
地
域
の
広
域
的
再
編
成
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
整
備
促

進
は
必
要
不
可
欠
な
要
件
で
あ
る
。

東
京
外
か
く
環
状
道
路
は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
報
告
で
は
各
区
間
の
外
か
ん
の
計
画
概
要
、
進

捗
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

一
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
概
要

東
京
外
か
く
環
状
道
路

(以
下

｢外
か
ん
｣
と
い

う
)
は
、
東
京
都
心
か
ら
半
径
約
一
五
畑
の
地
域
を

通
り
、
東
関
東
、
常
磐
、
東
北
、
関
越
、
中
央
、
東

ち
6
0
6
0
6
0
6
◇
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
う
り
6
0
6
0
6
0
6
0
6
9
る
り
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
つ
る
?
●
り
乙
り
6
0
る
り
る
◇
6
0
6
0
乙
?
6
?
る
0
6
0
･6
0
6
0
う
り
る
?
6
0
6
0
6
0
6
?
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
◇
↑̂〉?
◇
◇
6
0
6
?
6

…
特
集
/
夫
都
南
圏
環
状
道
路
の
整
備

松

↑
東
京
外
赤
く
環
状
道
路

"訟ミ

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
道
路
計
画
第
}
課

黛

写真 1 東北本線



名
の
高
速
自
動
車
国
道
を
相
互
に
連
絡
し
、
東
京
都

大
田
区
の
東
京
湾
岸
道
路
か
ら
千
葉
県
市
川
市
の
東

京
湾
岸
道
路
に
至
る
延
長
約
八
五
蛔
の
環
状
道
路
で

あ
る
(図
1
)。,

外
か
ん
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
〇
年
代
中
頃
か
ら

建
設
省
に
お
い
て
調
査
を
進
め
、
昭
和
四
一
年
の
東

京
都
内

(束
名
高
速
道
路
-
埼
玉
県
境
間
)
を
始
め

と
し
て
順
次
都
市
計
画
決
定
が
行
わ
れ
、
埼
玉
県
を

経
て
千
葉
県
市
川
市
の
東
京
湾
岸
道
路
に
至
る
約
六

七
虹
が
す
で
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。
基
本

的
な
道
路
構
成
は
、
埼
玉
県
和
光
市
の
国
道
二
五
四

バ
イ
パ
ス
を
境
に
、
東
側
部
は
自
動
車
専
用
部
四
車

線
及
び

一
般
部
四
車
線
の
計
画
で
あ
り
、
西
側
部
は

自
動
車
専
用
部
六
車
線
の
計
画
で
あ
る
。

間
問
供
未

区
区
聯
篩

済
計
道
適
当
路

計
部
婁
婆
鑓
道

都
未
主
主
回
避

ん
ん
他
他
役
高

か
か

の
の
“
郡

外
外

そ
そ

一
首

一- -…- その他主要道聯供用区間
一… - その他主要道路未供用区間

　

　

　

　

　

　

lオ
き

,

/
･/
;
′l
、
.′
‐

色
券

隷
鬱

三
郷
市

＼

＼

@

/

　
　
　
　
　

　

　

　
　

埼

◎

　

　

　
　

　

畑
バ
イ
パ
ス

勒

(,

者　
　

二

整
備
効
果

◎

　

　

　

口

=
-

-
--
′

野

川

川

＼

蹟
5

東
京
都
心
へ
の
一
極
依
存
形
態
を
避
け
、
各
地
域

に
核
都
市
の
形
成
を
図
る
た
め
に
は
、
交
通
網
と
し

て
東
京
区
部
を
中
心
と
す
る
放
射
状
の
動
線
や
核
都

市
相
互
を
結
ぶ
動
線
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
外
か

ん
の
果
た
す
役
割
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

都
心
部
へ
集
中
す
る
交
通
を
外
縁
部
で
受
け
、

翔

都
市
部
へ
分
散
導
入
す
る
o

概

②

放
射
線
幹
線
道
路
を
相
互
に
連
絡
し
、
区
部

に
起
終
点
を
持
た
な
い
交
通
を
バ
イ
パ
ス
さ
せ

図

る
こ
と
に
よ
り
都
市
内
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
。



③

都
心
部
に
集
中
し
て
い
る
流
通
･
業
務
.
数

沿
線
地
域
の
混
雑
を
解
消
す
る
。

な
る
国
道
二
五
四
号
バ
イ
パ
ス
よ
り
東
側
の
区

育
等
の
機
能
の
周
辺
地
域
へ
の
分
散
を
誘
導
す

月

西
･

ま
･

い

ろ
･0

④

東
京
･
横
浜
･
千
葉
等
の
東
京
湾
岸
の
諸
港

及
び
開
発
拠
点
と
内
陸
部
と
の
円
滑
な
交
流
を

図
る
。

⑤

一
般
部
が
地
域
の
幹
線
道
路
と
し
て
機
能
し
、

群
群
行帯

　

　

　

　

愉

5

　　　　

　　　

サ
ー
ビ
ス
道
路

緑
地
帯

号

　
　

　道回

中
央
分
離
帯

間図2 国道254号バイパスより東側区間

0

唱

車
道

配　

緑
地
帯

　　　轆

即

　

　

　

　　

サ
ー
ビ
ス
道
路

　　
　
　　

三

関
越
道
大
泉
ー
C
j
常
磐
道
三
郷

ー
C
の
状
況

①

計
画
概
要

関
越
道
-
常
磐
道
間

(延
長
約
三
〇
畑
)
の
う

ち
、
一
般
部
と
自
動
車
専
用
部
の
二
層
構
造
と

　設旋燒膿

　　5

サ
ー
ビ
ス
道
路

　

･

.緑
地
帯

5

車
道

即0

車
道

中
央
分
離
帯

図3 国道254号バイパスより西側区間

サ
ー
ビ
ス
道
路

　　

　

o

緑
地
帯

間
の
標
準
断
面
は
図
2
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、

西
側
の
自
動
車
専
用
部
六
車
線
の
区
間
に
つ
い

て
は
図
3
の
通
り
で
あ
る
。

②

整
備
状
況

本
区
間
の
一
般
部
は
、
昭
和
四
四
年
度
に
一

般
国
道
二
九
八
号
と
し
て
路
線
指
定
さ
れ
、
四

五
年
度
に
建
設
省
直
轄
事
業
と
し
て
事
業
化
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
専
用
部
は
昭
和
五
七
年
一

月
に
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道

(東
北
道
及
び

常
磐
道
)
と
し
て
基
本
計
画
が
出
さ
れ
、
昭
和

六
一
年
一
月
及
び
三
月
に
整
備
計
画
、
同
年
五

月
に
日
本
道
路
公
団
に
対
し
施
行
命
令
が
出
さ

れ
た
。

事
業
と
し
て
は
、
建
設
省
に
よ
り
昭
和
四
五

年
度
に
埼
玉
県
戸
田
市
内
の
用
地
買
収
に
着
手

し
、
以
後
、
埼
玉
県
和
光
市
か
ら
三
郷
市
に
至

る
区
間

(専
用
部
含
む
)
を
促
進
、
.そ

の
後
、

日
本
道
路
公
団
に
よ
り
昭
和
六
○
年
よ
り
埼
玉

県
和
光
市
か
ら
東
京
都
練
馬
区
の
関
越
道
に
至

る
区
間
に
お
い
て
用
地
取
得
が
な
さ
れ
た
。

一般
部
の
工
事
は
建
設
省
が
昭
和
四
八
年
度

に
川
口
市
安
行
地
先
の
約
一
･
一
如
に
着
手
し
、

こ
の
う
ち
約
四
〇
0
m
は
外
か
ん
の
標
準
的
な

モ
デ
ル
道
路
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
以
降

用
地
取
得
済
み
の
区
間
よ
り
地
先
の
サ
ー
ビ
ス

(自動車胸川部)

特集/大都市圏環状道



道
路
、
歩
道
、
自
転
車
道
、
緑
地
帯
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
幸
魂
大
橋
(荒
川
横
断
部
)、

J
R
東
北
線
立
体
橋
等
の
工
事
を
実
施
し
て
き

た
。現

在
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
、

一
七
号
新
大
宮
バ
イ
パ
ス
と
の
交
差
点
付
近
約

二
･
二
獅
、
一
七
号
と
の
交
差
点
付
近
約
一
･

六
如
、
川
ロ
市
芝
及
び
塚
原
地
区
約
二
･
三
如
、

川
口
J
C
か
ら
草
加
市
原
町
間
約
四
･
二
畑
、

草
加
市
青
柳
町
約
0
･
五
如
、
八
潮
市
八
条
か

ら
三
郷
市
谷
ロ
間
約
三
･
四
蝿
を
暫
定
供
用
し

て
お
り
、
国
道
二
九
八
号
本
線
は
、
八
潮
市
八

条
か
ら
三
郷
市
花
和
田
の
約
二
･
二
如
を
暫
定

二
車
で
部
分
的
に
供
用
済
み
で
あ
る
。

専
用
部
の
工
事
は
昭
和
六
二
年
か
ら
着
手
さ

れ
、
現
在
、
鋭
意
工
事
の
促
進
を
図
っ
て
お
り
、

一
般
部
、
専
用
部
合
わ
せ
て
国
道
三
五
四
号
バ

イ
パ
ス

(和
光
市
)
か
ら
県
道
上
笹
塚
谷
ロ
線

(三
郷
市
)間
の
一
般
部
と
の
同
時
供
用
を
め
ざ

し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

③

特
徴
、
そ
の
他

現
在
、
供
用
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
本
区
間
の
特
徴
は
、
以
下
の
点
が
上
げ
ら

れ
る
。

写真2 川 ロJ C

ー

環
境
対
策
等

外
か
ん
に
は
、
ほ
ぼ
全
線
に
わ
た
っ
て
環
境
に
最

大
限
配
慮
し
幅
員
二
0
m
の
環
境
施
設
帯
を
設
置
、

沿
道
地
域
の
土
地
利
用
状
況
に
応
じ
て
、
歩
道
、
緑

地
帯
、
サ
ー
ビ
ス
道
路
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
拠
点
地
域
を
定
め
、
休
憩
施
設
や
修
景
施
設
の
設

置
を
行

っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
住
居
系
地
域
に
つ
い
て
は
生
活
環
境
の

保
全
、
地
域
で
の
親
し
ま
れ
る
道
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。
質
の
高
い
歩
道
舗
装
や
、
サ
ー
ビ
ス
道
路

を
曲
線
形
と
し
、
人
と
車
の
調
和
を
め
ざ
し
て
い
る
。

植
栽
に
つ
い
て
も
高
木
か
ら
低
木
ま
で
の
混
合
植

栽
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
環
境
施
設
帯
の
設
置
に
よ

り
遮
音
壁
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
振
動
減
衰
に
必
要
な

距
離
、
排
気
ガ
ス
の
拡
散
に
必
要
な
空
間
、
日
照
の

確
保
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
都
市
に
お
け
る
貴
重

な
緑
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
形
成
に
寄
与
し
て
い

“{%
騒
音
対
策
は
遮
音
壁
の
設
置
に
よ
り
対
応
す
る
計

写真3 草加市原町(歩道、サービス道路)



画
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
交
通
量
と
周
辺
の
土
地
利

用
に
応
じ
て
、
緑
地
帯
内
及
び
高
架
部
に
二
-
八
m

の
遮
音
壁
を
設
置
し
て
い
る
。

2

道
路
空
間
の
有
効
利
用
等

外
か
ん
で
は
、
道
路
空
間
の
有
効
利
用
と
し
て
高

架
下
に
公
共
性
の
高
い
公
園
等
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
道
路
の
整
備
に
合
わ
せ
て
他
の
放
水
路
等
の
公

共
事
業
も
一
体
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
主
な
も
の

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◎
綾
瀬
川
放
水
路
事
業

綾
瀬
川
放
水
路
は
、
一
級
河
川
綾
瀬
川
と
中
川

を
結
ぶ
延
長
四
〇
四
0
m
の
放
水
路
で
、
こ
の
う

ち
外
か
ん
と
併
設
し
て
整
備
さ
れ
る
区
間
の
延
長

は
三
、三
三
0
m
と
な
っ
て
い
る
。
図
4
に
綾
瀬
川

放
水
路
が
併
設
さ
れ
る
区
間
の
標
準
断
面
図
を
示

す
。

◎
旭
町
貯
留
槽

地
盤
が
低
く
河
川
へ
の
自
然
排
水
が
困
難
な
た

め
、
水
害
を
受
け
て
い
た
草
加
市
旭
町
に
外
か
ん

の
環
境
施
設
帯
の
地
下
空
間
を
利
用
し
た
貯
留
槽

を
整
備
し
て
い
る
。

貯
留
槽
は
雨
水
の
一
時
的
な
貯
留
を
行
う
も
の

で
、
外
か
ん
地
下
に
は
延
長
二
〇
0
m
に
わ
た
っ

　
　
　　
　図 綾瀬川放水路併設区間
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て
約
八
、
七
〇
0
t
の
容
量
を
持
つ
貯
留
槽
を
整

備
し
、
治
水
状
況
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

e
下
水
道
事
業

外
か
ん
の
地
下
に
は
約
一
一
如
に
わ
た
っ
て
荒

川
左
岸
南
部
流
域
下
水
道
及
び
中
川
流
域
下
水
道

の
管
渠
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
の
一
八
市
七

町
へ
の
下
水
道
整
備
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

3

地
域
へ
向
け
た
諸
活
動

外
か
ん
の
道
路
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
沿
線
地
域

と
の
連
絡
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、
広

報
活
動
や
市
民
か
ら
の
要
望
を
重
視
し
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
き
た
。

昭
和
園
九
年
以
来
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
紙
で
あ
る

｢く
ら
し
と
道
｣
(副
題
…
プ
リ
ム
ロ

ー
ド
)
を
発
行
し
、
ま
た
現
地
に
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
に
よ
り

｢工
事

に
関
す
る
情
報
｣、
｢工
事
に
関
す
る
質
問
や
意
見
の

受
付
｣
等
の
活
動
を
行
い
、
地
域
と
の
交
流
を
密
接

に
行

っ
て
き
た
。

◎
外
か
ん
と
都
市
生
活
環
境
を
考
え
る
委
員
会

平
成
三
年
八
月
二
一
日
に
は

｢外
か
ん
と
都
市

生
活
環
境
を
考
え
る
委
員
会
L
が
発
足
し

(埼
玉

県
副
知
事
、
沿
線
七
市
の
市
長
、
建
設
省
、
日
本

道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
で
構
成
)、
供
用

後
の
道
路
と
調
和
あ
る
市
民
生
活
の
創
出
や
外
か

ん
の
持
つ
経
済
社
会
、
市
民
生
活
、
環
境
面
な
ど

へ
の
影
響
、
整
備
効
果
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

四

常
磐
道
三
郷
I
C
以
南

①

計
画
概
要

常
磐
道
ー
東
関
道

(延
長
約
二
○
如
)
の
う

ち
、
千
葉
県
内
の
区
間

(延
長
約
三
一額
)
に

つ
い
て
は
、
昭
和
四
四
年
五
月
に
主
と
し
て
標

準
幅
員
四
0
m
の
高
架
式
二
層
構
造
で
都
市
計

画
決
定
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
、
既
成
市
街
地
を
多
く
通
過
す
る
た

め
、
市
川
市
域
を
中
心
と
し
て
強
い
反
対
を
受

け
、
昭
和
五
三
年
に
は
千
葉
県
知
事
よ
り
一
般

国
道
六
号
以
南
に
つ
い
て
計
画
案
の
再
検
討
を

も
と
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
慎
重
な
検
討

を
重
ね
近
年
の
幹
線
道
路
、
と
く
に
環
状
道
路

の
必
要
性
が
一
般
的
に
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
、

千
葉
県
議
会
に
お
い
て
も
昭
和
六
〇
年
一
〇
月

に

｢東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
早
期
進
展
を
求

め
る
決
議
｣
が
可
決
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
機
運
を
受
け
昭
和
六
二
年
に
は
周

辺
環
境
に
配
慮
し
た
構
造
の
検
討
結
果
を
も
と

に
新
た
な
計
画
案
を
千
葉
県
知
事
に
提
示
し
事

業
進
展
の
協
力
を
求
め
た
。
新
た
な
計
画
案
は
、

ル
ー
ト
は
都
市
計
画
決
定
通
り
と
し
、
構
造
を

…
/

-

部
5

　
　
　
　
　

　

図5 堀割スリット構造区間



標
準
幅
員
四
0
m
の
高
架
構
造
か
ら
、
標
準
幅

員
六
0
m
の
堀
割
ス
リ
ッ
ト
構
造

(図
5
)
へ

と
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
千
葉
県
知
事
は
松
戸
市
、

市
川
市
長
に
そ
の
検
討
を
依
頼
し
て
い
た
が
、

松
戸
市
か
ら
は
平
成
元
年
三
一月
に
受
け
入
れ

す
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、
市
川
市
に
お
い

て
は
、
市
議
会
の

｢東
京
外
か
く
環
状
道
路
対

策
特
別
委
員
会
｣
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

②

整
備
状
況

葛
飾
大
橋
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
直
轄
事
業

と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
五
三
年
よ
り

工
事
に
着
手
し
、
昭
和
五
六
年
に
一
般
部
四
車

線
の
内
二
車
線
分

(延
長
約
0
･
四
如
)
が
暫

定
的
に
供
用
を
開
始
し
、
以
降
、
前
後
の
取
り

付
け
部
分
の
工
事
を
進
め
、
一
般
国
道
六
号
か

ら
都
道
放
射
一
三
号
間
延
長
約
一
･
二
鹸
を
供

用
し
て
い
る
。

五

関
越
道
大
泉
I
C
以
南

東
名
道
-
関
越
道
間

(約
一
六
如
)
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
一
年
七
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
周
辺
土
地
利
用
の
変
化
や
過
去
の
経
緯
を

踏
ま
え
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
た
道
路
の
構
造
、

整
備
の
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
り
、
地
域
の

意
向
を
十
分
反
映
し
、
理
解
の
得
ら
れ
る
計
画
と
す

る
べ
く
、
関
係
機
関
と
密
接
な
調
整
を
図
っ
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

六

最
後
に

外
か
ん
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
環
状
道
路
の
機

能
が
図
ら
れ
区
部
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
緩
和
や
首

都
圏
の
交
通
の
流
れ
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

埼
玉
県
内
区
間
の
供
用
が
間
近
に
な
っ
た
今
日
、

真
に
外
か
ん
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
全
線
供

用
が
必
要
で
あ
り
他
の
区
間
の
早
期
整
備
が
強
く
要

望
さ
れ
て
い
る
。

が
/
'
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一
ま
え
が
き

首
都
圏
に
お
い
て
は
、
東
京
都
心
へ
の
諸
機
能
の

一
極
集
中
に
よ
る
都
市
環
境
の
立
ち
遅
れ
や
交
通
混

雑
等
を
解
消
す
る
た
め
、
多
核
多
圏
域
型
の
地
域
構

造
を
形
成
す
る
た
め
の
交
通
体
系
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

(以
下
、
圏
央
道
と

い
う
)
は
、
首
都
圏
周
辺
に
位
置
す
る
中
核
都
市
を

環
状
に
結
ぶ
高
規
格
幹
線
道
路
で
あ
り
、
首
都
圏
の

均
衡
に
あ
る
発
展
を
図
る
上
で
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

以
下
、
圏
央
道
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

計
画
の
概
要

ー

概
要

圏
央
道
は
、
東
京
都
心
か
ら
約
四
0
i
五
○
如
圏

を
環
状
に
結
ぶ
、
延
長
約
二
七
〇
如
の
自
動
車
専
用

道
路
で
あ
る
。

圏
央
道
は
、
昭
和
五
四
年
よ
り
大
規
模
事
業
計
画

調
査
と
し
て
調
査
を
開
始
し
、
昭
和
六
二
年
六
月
三

〇
日
に
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
う
ち
の
一
般
国
道

自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
平
成
四

年
七
月
現
在
、
基
本
計
画
延
長
約
二
三
六
蝿
、
整
備

計
画
延
長
約
五
0
m
と
な
っ
て
お
り
、
二
一
世
紀
初

頭
に
全
線
供
用
す
る
こ
と
を
目
途
に
調
査
、
設
計
等

を
進
め
て
い
る

(図
ー
参
照
)。

も
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"
特
集
/
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備

政

一
首
都
圏
璽
乗
週
縫
圓
醐
藁
週
◎
概
要
鑑
つ
い
で

………

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
二
課

…

2

圏
央
道
の
役
割

圏
央
道
は
、
東
京
都
心
か
ら
伸
び
る
東
名
高
速
道

路
、
中
央
道
、
関
越
道
、
東
北
道
、
常
磐
道
、
束
関

道
等
の
放
射
幹
線
道
路
と
接
続
し
、
都
心
部
に
集
中

す
る
交
通
を
適
切
に
分
散
導
入
す
る
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
横
浜
、
厚
木
、
八
王
子
、
川
越
、
つ
く
ば
、

成
田
、
木
更
津
等
の
首
都
圏
の
周
辺
に
位
置
す
る
中

核
都
市
を
連
絡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間
交
流
の

円
滑
化
が
図
ら
れ
、
現
在
、
東
京
都
心
に
集
中
し
て

い
る
諸
機
能
の
分
散
を
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
中
核

都
市
の
育
成
を
促
進
し
、
中
核
都
市
相
互
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
行
す
る
国
道
一
六
号
、
三
一九
号
等

の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
、
現
在
、
市
街

地
に
流
入
し
て
い
る
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
、
一
般

道
路
の
混
雑
緩
和
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
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図 1 圏央道の進捗状況
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表 1 圏央道の調査 ･計画経緯

年 月 経 緯

S 51

S 54

S 56

S 61 . 3

S 61 . 4

S 61 . 6

S 61.12

S 62 . 6

H 元 . 3

H 元 . 8

H 2 .11

第三次首都圏基本計画 (S 51.11.25) において“提唱"

大規模特殊事業計画調査として調査開始

首都圏整備計画 (S 56.6,15)において“計画の具体的推進" を位置

付け

埼玉県内 (東京都境~ 国道254号B P間)都市計画決定

成田~ 木更津間を調査区間に編入

第四次首都圏基本計画 (S 61.6,5) において“整備" を位置付け

首都圏整備計画 (S 61.12.12) において“整備" を位置付け

第四次全国総合開発計画において“首都圏中央連絡自動車道" が高

規格幹線道路に位置付け

高規格幹線道路に決定

東京都内 (国道20号~ 埼玉県境) 都市計画決定

基本計画 (横浜市金沢区~ 同市戸塚区、 茅ヶ崎市~ 埼玉県川島町、
つくば市~ 千葉県大栄町、 茂原市~ 木更津市)決定

整備計画 (中央道~ 国道254号B P ) 決定

基本計画 (埼玉県川島町~ つくば市)決定

整備計画 (国道20号~ 中央道) 決定

3

調
査
･
計
画
の
経
緯

圏
央
道
は
、
第
三
次
首
都
圏
基
本
計
画

(昭
和
五

一
年
二

月
)
で
提
唱
さ
れ
、
昭
和
五
四
年
度
よ
り

大
規
模
特
殊
事
業
計
画
調
査
と
し
て
、
横
浜
市
-
成

田
市
間
延
長
約
二
〇
〇
如
の
調
査
を
開
始
し
た
。

昭
和
六
一
年
度
に
は
東
京
湾
横
断
道
路
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
か
ら
、
成
田
市
j
木
更
津
市
間

ま
た
、
昭
和
六
二
年
に
は
、
第
四
次
全
国
総
合
開

発
計
画
に
お
い
て
高
規
格
幹
線
道
路
に
位
置
付
け
ら

れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、
建
設
省
に
お
い
て
高
規
格
幹

線
道
路
の
う
ち
の
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
と
し

て 線 れ 発 と
決 道 、 計 ま し
定 路 こ 画 た た
し の れ に 、 0

た う を お 昭
　 　 　　

を
調
査
区
間
に
編
入
し
、
調
査
延
長
を
約
二
七
〇
如

そ
の
後
、
一
部
区
間
に
つ
い
て
高
規
格
幹
線
道
路

と
し
て
の
基
本
計
画
、
整
備
計
画
が
平
成
元
年
、
二

年
に
決
定
さ
れ
た

(表
1
、
図
1
参
照
)。

4 年 と
に し そ圏

央
道
の
道
路
設
計
基
準
を
表
2
に
示
す
。
ま
た
、

標
準
横
断
図
を
図
2
に
示
す
。

道
路
設
計
基
準

表 2 圏央道の道路設計基準

区 間 車線数 設計速度 (k m /h) 標準幅員(m )

横浜横須賀道路~ 国道 1号 6 8 0 29 .O

新湘南B P ~ 東名高速

国道20号 ~ 国道254号B P
4 8 0 20 .5

東名高速~ 国道20号

国道254号B P ~ 東関道館山線 4 10 0 23 ,5



特集/大都市圏環状道路の整備宣亘重壷皇

(a ) 東名高速 ~ 国道20号、 国道254号 B P ~ 東国道館山線

(b)横浜横須賀道路~ 国道 1号

ー
3-5 3,5

新湘南B P ~ 東名高速

図 2 標準横断図



三

計
画
決
定
の
手
順

｢第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
｣
(昭
和
六
二
年
六

月
三
〇
日
閣
議
決
定
)
に
よ
り
高
規
格
幹
線
道
路
一

四
、
0
0
0
如
が
位
置
付
け
ら
れ
、
｢
第
m
次
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
｣
(昭
和
六
三
年
五
月
二
七
日
閣

議
決
定
)
に
お
い
て
は
計
画
期
間
中

(昭
和
六
三
年

　

　

　
　

　

　

　
　
　

約

約

画

分

醗

-

　
　
　
　　
新規追加分 約2,300km

(圏央道はこの中の一路線で式)

図 3 高規格幹線道路の整備体系

高規格幹線道路

約 14 ,00okm
(四全総で閣議決定)

等

く

職

　

　

　
　

　　

　

　

　　

国(国土開発幹線自動車道等)

度
,
平
成
四
年
度
)
に
既
供
用
区
間
を
含
め
約
六
、

幹
道
に
準
じ
て
路
線
全
体
と
し
て
計
画
的
･
効
率
的

0
0
0
如
の
高
規
格
幹
線
道
路
を
供
用
す
る
こ
と
と

整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
｢

一
般
国
道

さ
れ
た
。

圏
央
道
は
図
3
に
示
す
と
お
り
、
高
規
格
幹
線
道

路
の
う
ち
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整

備
す
べ
き
路
線
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
に
つ
い
て
は
、
国

と
し
て
整
備
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
の
計
画
決
定
に

つ
い
て
｣
(昭
和
六
三
年
六
月
一
日
道
路
局
長
通
達
)

に
基
づ
き
、
図
4
の
と
お
り
計
画
手
順
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

圏
央
道
の
基
本
計
画
決
定
、
整
備
計
画
の
状
況
は

L高珊各幹線道路決定 !

基 本 計 画蛾
白
]髄　　

整 備 の 開 始

図 4 一般国道自動車専用道路の計画手順

L完 成!

一般国道路線名
概略延長
経過する主要市町村名

【

主
数

道
長
る
線
度

国
延
ず
車
速

般
略
過
準
計

一
概
経
標
設

　
　
　
　
　

設　　　　
　

計
結

設
連

計画の内容
(1)一般国道路線名

烙
種

予
の

　

　
　
　
　

　

路

市
部
幅
ぴ
る

る
褓
度
置

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

の
②
③
@

㈱
⑥工事に要する費用の概算額

構造規格(車線数、種級区分、



前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

四

区
間
毎
の
進
捗
状
況
及
び
整
備
効
果

現
在
ま
で
に
都
市
計
画
･
環
境
影
響
評
価
手
続
が

完
了
し
て
い
る
も
の
、
又
は
手
続
中
の
区
間
の
進
捗
状

況
及
び
地
域
毎
の
整
備
効
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

の

神
奈
川
県
内

①

横
浜
横
須
賀
道
路
-
国
道
一
号

〔横
浜
環

状
南
線
〕

L
=
八

･
九
如

横
浜
市
中
心
部
よ
り
放
射
状
に
配
置
さ
れ

て
い
る
幹
線
道
路
を
郊
外
部
に
お
い
て
相
互

に
連
絡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
心
部
に
集
中

す
る
交
通
を
適
切
に
分
散
、
導
入
し
、
交
通

処
理
の
円
滑
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、

現
在
都
市
計
画
･
環
境
影
響
評
価
の
手
続
中

で
あ
る
。

②

国
道
一
号
(新
湘
南
B
E
I
国
道
三
一九

号

〔さ
が
み
縦
貫
道
路
〕

L
=
二
一
･
六

如
神
奈
川
県
央
地
域
の
南
北
方
向
の
主
要
な

道
路
と
し
て
は
現
在
国
道
三
一九
号
の
み
で

あ
る
た
め
、
圏
央
道
は
当
該
地
域
の
南
北
方

向
の
連
絡
の
強
化
、
交
通
の
整
序
化
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
束
名
高
速
道
路
な
ど
へ
の
連

絡
性
を
高
め
、
広
く
県
内
交
通
の
利
便
性
向

上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
都
市
計
画

環
境
影
響
評
価
の
手
続
中
で
あ
る
。

①

常
磐
道
-
千
葉
県
境

L
=
二
九
･
三
如

の

東
京
都
内

常
磐
道
及
び
国
道
六
号
な
ど
と
連
絡
す

①

国
道
二
〇
号
j
埼
玉
県
境

L
=
二
二

･

五
如幹

線
道
路
と
し
て
の
機
能
が
損
な
わ
れ
つ

つ
あ
る
国
道
一
六
号
は
、
圏
央
道
の
整
備
に

よ
り
、
現
在
の
交
通
混
雑
が
緩
和
し
、
周
辺

の
市
街
地
生
活
道
路
に
流
入
し
て
い
る
通
過

車
両
が
排
除
さ
れ
、
地
域
全
体
の
交
通
の
流

れ
が
改
善
で
き
る
。
平
成
元
年
三
月
一
三
日

都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
現
在
用
地
買
収
に
着

手
し
て
い
る
。

③

埼
玉
県
内

①

東
京
都
境
ー
国
道
二
五
四
号
B
P

L
=

二
七
･
七
如

埼
玉
県
内
の
東
西
方
向
の
道
路
整
備
は
不

十
分
で
質
･暈
と
も
に
不
足
し
て
お
り
、
増
大

す
る
交
通
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
著
し
く
低
下
し

て
い
る
。
圏
央
道
は
県
内
を
東
西
に
結
ぶ
都

市
間
連
絡
の
動
脈
と
な
り
、
国
道
一
六
号
の

交
通
混
雑
が
緩
和
さ
れ
、
生
活
道
路
へ
侵
入

し
て
い
る
通
過
交
通
が
排
除
さ
れ
る
な
ど
、

交
通
安
全
の
面
か
ら
も
改
善
さ
れ
る
。
昭
和

六
一
年
三
月
二
八
日
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、

現
在
用
地
買
収
、
工
事
を
促
進
中
で
あ
る
。

印

茨
城
県
内

常
磐
道
及
び
国
道
六
号
な
ど
と
連
絡
す
る

こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
幹
線
道
路
網
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
圏
央
道
の
バ
イ
パ
ス
機
能

に
よ
り
、
国
道
一
二
五
号
、
国
道
四
〇
八
号

等
に
お
け
る
通
過
交
通
が
排
除
さ
れ
、
現
道

の
混
雑
緩
和
、
交
通
事
故
等
の
減
少
に
よ
る

交
通
機
能
の
向
上
に
寄
与
す
る
。
現
在
、
都

市
計
画
･
環
境
影
響
評
価
の
手
続
中
で
あ
る
。

③

千
葉
県
内

①

茨
城
県
境
ー
東
関
道
水
戸
線

L
=

一

0
･
七
如

茨
城
県
と
東
関
道
水
戸
線
と
を
連
絡
す
る

こ
と
に
よ
り
、
圏
央
道
が
広
域
的
幹
線
道
路

網
形
成
の
一
役
を
担
い
、
地
域
間
の
交
流
が

促
進
さ
れ
、
北
総
地
域
の
産
業
の
発
展
、
観

光
開
発
の
促
進
に
寄
与
す
る
。
ま
た
、
国
道

四
〇
八
号
の
交
通
混
雑
緩
和
を
図
り
、
地
域

内
外
の
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
。
平
成
三

年
三

月
二
五
日
環
境
影
響
評
価
手
続
中
が

終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
次
の
区
間
に
つ
い
て
は
路
線
の
地

元
説
明
を
終
え
、
現
在
早
期
の
都
市
計
画
決

定
に
向
け
て
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

②

国
道
四
〇
九
号
-
東
関
道
館
山
線

L
=

特集/大都市圏環状道



二
九
如

東
関
道
館
山
線
及
び
東
京
湾
横
断
道
路
な

ど
と
有
機
的
に
連
絡
し
、
千
葉
県
の
ほ
ぼ
中

央
部
を
連
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
の
広

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
産
業
、
経

済
、
観
光
な
ど
房
総
半
島
中
南
部
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
と
活
性
化
に
寄
与
す
る
。

写真 1 中央道との交差部の完成予想図

五

環
境
対
策
に
つ
い
て

圏
央
道
の
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、生
活
環
境
･

自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
る
た
め
、
種
々
の
対
策
を

講
じ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
例
え
ば
東
京
都
内
に
お

い
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
国
道
二
〇
号
i
東

京
･
埼
玉
都
県
境
間
の
ル
ー
ト
は
、
高
尾
山
を
始
め

と
す
る
自
然
の
豊
か
な
地
域
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
環
境
の
保
全

に
万
全
の
措
置
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
建
設
省
と
日
本
道
路
公
団
で
は
、

環
境
影
響
評
価
書
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
環
境
保

全
の
基
本
的
方
向
を
踏
ま
え
、
学
識
経
験
者
の
指
導

.
助
言
を
得
な
が
ら
、
事
業
の
実
施
に
向
け
て
環
境

保
全
対
策
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
、
環
境
保
全
対

策
に
係
わ
る
検
討
委
員
会
を
平
成
元
年
六
月
に
設
置

し
検
討
を
進
め
て
い
る
。

委
員
会
は
四
委
員
会
設
置
し
て
お
り
、
検
討
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

景
観
検
討
委
員
会

道
路
構
造
物
の
設
計
に
際
し
て
形
式
、
デ

ザ
イ
ン
、
色
彩
を
自
然
豊
か
な
周
辺
環
境
と

融
合
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
検
討

②

ト
ン
ネ
ル
検
討
委
員
会

国
道
二
〇
号
j
埼
玉
県
境
二
二
･
五
如
の

う
ち
五
五
%
を
占
め
る
ト
ン
ネ
ル
部
に
つ
い

て
、
適
切
な
施
工
法
を
選
択
し
、
地
下
水
･

表
流
水
等
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
対
策
の
検

討
③

動
物
環
境
保
全
対
策
検
討
委
員
会

道
路
構
造
物
の
設
置
に
よ
る
影
響
の
要

因
･
程
度
に
応
じ
、
動
物
に
係
わ
る
環
境
保

全
対
策
の
検
討

④

植
物
環
境
保
全
対
策
検
討
委
員
会

道
路
構
造
物
の
設
置
に
よ
る
影
響
の
要

因
･
程
度
に
応
じ
、
植
物
に
係
わ
る
環
境
保

全
対
策
の
検
討

写真2 埼玉県内の工事状況 (日高市 高荻付近)

六

圏
央
道
と
の
一体
整
備

圏
央
道
が
計
画
さ
れ
て
い
る
東
京
都
心
よ
り
半
径

約
四
○
-
五
○
麺
圏
の
地
域
は
、
開
発
余
力
の
高
い

地
域
が
多
く
、
各
自
治
体
の
長
期
計
画
に
お
い
て



も
、
圏
央
道
を
開
発
の
軸
と
し
た
開
発
計
画
が
数
多

く
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
圏
央
道
の
早
期
建
設
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

圏
央
道
の
整
備
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
地

域
開
発
を
促
進
し
、
周
辺
地
域
と
の
一
体
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
圏
央
道
の
利
用
交
通
の
増
大
を
図
る

こ
と
等
に
よ
り
、
採
算
性
を
向
上
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

1

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
整
合
を
図
っ
た
土
地
利

用
計
画

埼
玉
県
の
鶴
ヶ
島
市
及
び
川
島
町
で
は
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
で
の
開
発
計
画
を
進
め
て
い
る
。

特
に
川
島
町
で
は
、
町
内
に
圏
央
道
の
イ
ン
タ
i

チ
ェ
ン
ジ
設
置
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
を
計
画
的
に
整
備
す
る

｢圏

央
道
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
プ
ラ
ン

(首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道
関
連
地
域
整
備
計
画
)｣を
策
定
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
圏
央
道
関
連
地
域
の
立
地
条
件
を
生
か

し
つ
つ
、
乱
開
発
を
防
止
し
、
農
業
と
調
和
の
と
れ

た
都
市
整
備
を
行
い
、
町
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る

(図
5
)。

2

地
域
一
体
振
興
整
備
事
業

建
設
省
で
は
、
平
成
四
年
度
に
自
動
車
専
用
道
路

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

･
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
と
周

図 5 川島町圏央道インターシティプランの土地利用計画の例

辺
地
域
を
一
体
的
に
整
備
す
る

｢地
域
一
体
振
興
整

備
事
業
｣
を
創
設
し
た
。
事
業
の
ス
キ
ー
ム
を
図
6

に
、
イ
メ
ー
ジ
を
図
7
に
示
す
。
こ
の
事
業
で
は
、

地
域
開
発
者
側
に
対
し
て
、
①
道
路
開
発
資
金
の
融

資
、
②
日
本
開
発
銀
行
の
融
資
、
③
関
連
道
路
の
重

点
整
備
、
④
関
連
公
共
事
業
の
優
先
整
備
な
ど
の
優

遇
措
置
が
と
ら
れ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
･
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
の
地
域
開
発
効
果
を
勘
案
し
て
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

･
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
の
建
設

費
は
地
域
開
発
者
側
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

圏
央
道
に
お
い
て
も
、
こ
の
地
域
一
体
振
興
整
備

事
業
を
取
り
入
れ
、
地
域
開
発
計
画
と
一
体
と
な
っ

た
道
路
建
設
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
関
係
自
治
体
と
調

整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(地方公共団体、
第3セクター等事業主体)

一体振興整備地区整備計画

(地方公共団体)

　
　

　

体
一

整

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

インターチェンジ ･サービス

エリア等の計画

図 6 事業のスキーム

特集/大都市圏環状道路の

(地方公共団体)

一体振興整備地区基本計画
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七

お
わ
り
に

圏
央
道
は
こ
れ
ま
で
に
、
基
本
計
画
決
定
延
長
約

二
三
六
如
と
な
っ
て
お
り
、
圏
央
道
が
通
過
す
る
一

都
四
県
に
お
い
て
都
市
計
画
、
環
境
影
響
評
価
の
手

続
き
や
準
備
を
進
め
て
い
る
。
圏
央
道
が
全
線
供
用

す
る
ま
で
の
事
業
費
は
概
ね
二
兆
円
と
見
積
も
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
整
備
効
果
の
高
い
区
間
か
ら
順

次
調
査
熟
度
を
上
げ
事
業
に
着
手
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。



一
東
京
湾
環
状
道
路
と
高
速
湾
岸
線

｢東
京
湾
環
状
道
路
｣と
は
、
東
京
湾
の
外
周
に
沿

っ
て
横
須
賀
か
ら
横
浜
、
川
崎
、
東
京
、
千
葉
、
木

更
津
を
経
て
富
津
に
至
る
延
長
一
六
〇
如
の

｢東
京

湾
岸
道
路
｣
と
、
東
京
湾
口
部
に
お
い
て
三
浦
半
島

と
房
総
半
島
を
連
絡
す
る
海
上
約
一
〇
如
の

｢湾
口

部
横
断
道
路
｣
及
び
湾
央
部
に
お
い
て
川
崎
と
木
更

津
を
連
絡
す
る
約
一
五
如
の
｢東
京
湾
横
断
道
路
｣
の

三
者
を
総
称
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち

｢東
京
湾
岸
道
路
｣
は
原
則
と
し
て
総

幅
員
五
○
-
一
〇
0
m
、
合
計
一
0
-

一
四
車
線
で

計
画
さ
れ
、
自
動
車
専
用
部
と
一
般
部
と
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。

自
動
車
専
用
部
の
う
ち
横
浜
市
金
沢
区
並
木

(横

浜
横
須
賀
道
路
)
か
ら
市
川
市
高
谷

(東
関
東
自
動

車
道
)
ま
で
約
六
二
畑
は
首
都
高
速
道
路
公
団
が
高

速
湾
岸
線
｣
と
し
て
建
設
を
建
め
て
お
り
、
大
田

区
東
海

(昭
和
島
I
･
C
)
か
ら
市
川
市
高
谷
ま

で
の
区
間
約
二
六
蝋
と
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
含
む

約
三
如
が
既
に
開
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
川
崎
市
、

横
浜
市
へ
と
延
伸
し
、
大
田
区
東
海
か
ら
横
浜
ベ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
わ
き
の
大
黒
埠
頭
ま
で
の
約
二
一
蹴
及
び

本
牧
埠
頭
か
ら
横
浜
市
金
沢
区
並
木

(横
浜
横
須
賀

道
路
)
ま
で
の
約
ー
五
畑
を
そ
れ
ぞ
れ
高
速
湾
岸
線

(三
期
)、
(四
期
)、
(五
期
)と
し
て
現
在
建
設
を
進

め
て

い
る
。

二

整
備
状
況

1

高
速
湾
岸
線
(
一
期
)、
(
二
期
)

ち
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特
集
/
夫
都
南
圏
環
状
道
路
の
整
備

…ミ
高
速
湾
岸
線
⑭
整
備
状
況
に
つ
い
て

……･

薹
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釜
嵩
難
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課
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藤
憲
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写真 1 東京港トンネル

昭
和
島
I
C
で
高
速
一
号
羽
田
線
と
分
岐
し
、
東

京
港
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
有
明
地
区
を
通
り
、
高
速

九
号
深
川
線
が
分
岐
す
る
辰
己
I
C
を
経
由
す
る
。

さ
ら
に
荒
川
を
横
断
し
た
後
に
葛
西
I
C
で
高
速
中

央
環
状
線
が
分
岐
し
、
そ
の
後
、
江
戸
川
を
渡
り
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
右
に
み
て
、
市
川
市
高
谷
で
東
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関
東
自
動
車
道
に
接
続
す
る
。
東
京
港
ト
ン
ネ
ル
は

現
在
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
横
浜
港
の
夜
景
を
ひ
と
き
わ

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
、
荒
川
に
か
か
る
橋
は
ト
ラ
ス
橋
で

魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。

有
名
で
あ
る
。
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
と
は
、
あ
ら
か
じ
め

大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
箱
を
陸
上
で
製
作
し
、
水

3

高
速
湾
岸
線
(三
期
)

に
浮
か
べ
て
所
定
の
位
置
に
曳
航
し
て
沈
め
、
箱
を

川
崎
市
川
崎
区
浮
島
地
先
で
建
設
中
の
高
速
湾
岸

つ
な
ぎ
な
が
ら
造
る
ト
ン
ネ
ル
の
こ
と
で
あ
る
。

線
(四
期
)、高
速
川
崎
縦
貫
線
及
び
東
京
湾
横
断
道
路

と
接
続
す
る
浮
島
I
C
を
起
点
と
し
、多
摩
川
を
横
断

2

横
浜
高
速
湾
岸
線

し
て
羽
田
新
空
港
(羽
田
沖
合
展
開
部
)、
京
浜
島
を

本
牧
埠
頭
ラ
ン
プ
か
ら
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
通

経
由
し
、
大
田
区
東
海
で
供
用
中
の
高
速
湾
岸
線
に

っ
て
大
黒
I
C
で
高
速
大
黒
線
と
接
続
す
る
。
横
浜

接
続
す
る
延
長
約
九
･
一
如
の
路
線
で
、
京
浜
島
か

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
は
全
長
八
六
0
m
中
央
径
間
四
六
〇

ら
高
速
湾
岸
線
接
続
部
ま
で
が
高
架
構
造
、
他
の
区

m
の
斜
張
橋
で
タ
ワ
ー
の
高
さ
は
一
七
五
m
も
あ
る
。

間
は
半
地
下
構
造
ま
た
は
ト
ン
ネ
ル
構
造
と
な
っ
て

地 区↑蹴
東京地区 捌
川崎地区 幻
横浜地区 捌
千葉地区 滯

計 鰓

表2高速湾岸線地区別距離 表1 高速湾岸線の概要

路 線 名 区 間 延長(kが 業業費(億円) 備 考

高速湾岸線( 1期) 江東区有明 ~大田区東海 7
.
8 l

,
112 開 通

高速湾岸線(2期) 市川市高谷 ~ 江東区有明 16
.
3 1

,
363 開 通

高速湾岸線( 3期) 島浮区崎=珪市崎口==~海7.･,
東区畑 規 独 中

･
設建

高速湾岸線(4期) 願里…欧観鯖嶺鵜駆篩 鵬 郷 中
.

設建

高速湾岸線( 5 期) 鮴沢踰~蝋隙中･浜横 燭 燃 中
･

設建

横浜高速湾岸線 瀬牧跡中諦~願黒獸
市浜横 第 緘 通閣

計 楓 蹴

特集/ 大都市圏環状道路の整備

写真3 羽田沖合展開部 (完成予想図)



い
る
。
こ
の
う
ち
多
摩
川
を
横
断
す
る
多
摩
川
ト
ン

(四
期
)
の
川
崎
航
路
ト
ン
ネ
ル
の
函
体
と
あ
わ
せ
て

ネ
ル
は
延
長
約
一
･
五
如
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
で
建
設

ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
で
二
回
に
分
け
て
製
作
し
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
京
浜
島
か
ら
羽
田
新
空
港
区
間

は
、
大
部
分
が
国
道
三
五
七
号
と
一
体
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
新
空
港
部
は
空
港
施
設
と
の
一
体
的
な
整

備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
建
設
省
、
運
輸
省
、
東
京

　 　 　 　- ^ ^ ^ - - - -　 　　 　 　　　　　 　 　 　　

都
と
事
業
調
整
を
図
り
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
る
。

本
路
線
は
全
線
工
事
の
最
盛
期
で
あ
り
、
多
摩
川

ト
ン
ネ
ル
の
沈
埋
函

(長
さ
一
三
0
m
、
幅
四
0
m
、

ふ

高
さ
-
o
m
、
重
さ
五
二
、
0
0
o
t
)
.は
、
同
じ

二

く
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
で
建
設
さ
れ
て
い
る
高
速
湾
岸
線

上　

　
　　

　
　

　

　　

　　
　

　
　

　　　

　

　　

　

　
　

　

　　
　

　　

讓
舷

4写真4 ドライドック

一
期
製
作
分
(
一
一
函
)は
既
に
平
成
元
年
度
に
製
作

を
完
了
し
、
曳
き
出
し
、
仮
置
し
て
い
る
。
二
期
製
作

分
も
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、
現
在
製
作
を
完
了
し

四
年
秋
頃
に
は
注
水
す
る
予
定
で
あ
る
。
立
坑
に

つ
い
て
は
、
掘
削
並
び
に
躯
体
の
構
築
工
事
を
実
施

中
で
あ
り
、
さ
ら
に
立
坑
に
接
続
す
る
ト
ン
ネ
ル
及

び
半
地
下
工
事
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
中
で
あ

る
。
ま
た
、
函
体
沈
設
箇
所
の
浚
漂
工
事
も
実
施
し

て
お
り
、
四
年
一
〇
月
に
は
最
初
の
沈
設
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

新
空
港
部
で
は
、
全
区
間
に
わ
た
り
半
地
下
及
び

ト
ン
ネ
ル
の
躯
体
工
事
中
で
あ
る
が
、
京
浜
島
地
区

の
ト
ン
ネ
ル
は
既
に
躯
体
工
事
を
完
了
し
、
引
続
き

換
気
塔
工
事
を
実
施
中
で
あ
る
。
な
お
、
高
架
区
間

に
つ
い
て
は
、
舗
装
、
標
識
等
の
工
事
を
除
き
完
了

し
て
い
る
。
平
成
五
年
度
に
は
、
羽
田
新
空
港
ま
で

の
開
通
を
予
定
し
て
い
る
。

4

高
速
湾
岸
線
(四
期
)

横
浜
市
鶴
見
区
大
黒
埠
頭
の
大
黒
I
C
か
ら
鶴
見

航
路
を
横
断
し
、
扇
島
、
東
扇
島
、
川
崎
航
路
を
経

て
浮
島
I
C
で
高
速
湾
岸
線
(三
期
)、
高
速
川
崎
縦

貫
線
及
び
東
京
湾
横
断
道
路
と
接
続
す
る
約
一
一
･

五
如
の
路
線
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
鶴
見
航
路
で
は
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

を
凌
ぐ
中
央
径
間
五
一
0
m
、
橋
長
一
、
0
二
0
m

の
一
面
吊
り
斜
張
橋
を
、
川
崎
航
路
横
断
部
で
は
多

摩
川
ト
ン
ネ
ル
と
同
様
の
延
長
約
一
･
二
如
の
沈
埋

ト
ン
ネ
ル
を
建
設
し
て
い
る
。

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
高
速
六
車
線
の
下
に
一
般

国
道
三
五
七
号
の
六
車
線
を
抱
え
た
二
層
構
造
で
、

い
わ
ゆ
る
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
で
あ
る
の
に
対
し
、
鶴
見

航
路
橋
は
国
道
部
分
が
並
列
で
別
個
に
将
来
施
工
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
高
速
の
み
の
六
車
線
の

シ
ン
グ
ル
デ
ッ
キ
で
あ
る
。
そ
こ
で
将
来
の
景
観
等

を
考
慮
し
て
一
面
吊
り
斜
張
橋
と
し
て
い
る
。
タ
ワ



-
の
高
さ
が
一
八
三
m
に
も
な
り
、
中
央
径
間
五
一

0
m
は
世
界
第
四
位

(
一
面
吊
り
斜
張
橋
で
は
世
界

第
一
位
)
の
規
模
を
誇
る
。

現
在
、
既
に
下
部
工
工
事
が
完
了
、
上
部
工
工
事

は
主
塔
の
中
段
の
部
分
を
盛
ん
に
進
め
て
お
り
、
側

径
間
部
分
の
桁
架
設
を
完
了
し
て
い
る
。
今
後
、
主

塔
に
つ
い
て
は
上
段
部
分
約
六
0
m
を
小
ブ

ロ
ッ
ク

に
分
割
し
現
場
溶
接
で
架
設
し
て
、
来
年
四
月
項
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
中
央
径
間
の
張
出
架

設
に
つ
い
て
は
来
年
秋
頃
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
を
張
り
な

が
ら
、
順
次
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

川
崎
航
路
ト
ン
ネ
ル
部
に
つ
い
て
は
、
多
摩
川
ト

ン
ネ
ル
同
様
沈
埋
函
の
製
作
を
完
了
し
て
い
る
。
立

坑
の
う
ち
東
扇
島
の
発
進
立
坑
は
、
躯
体
構
築
工
事

を
終
え
、
到
達
立
坑
の
構
築
及
び
接
続
す
る
ト
ン
ネ

ル
、
半
地
下
部
の
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
函
体
沈
設
箇
所
の
浚
漂
工
事
も
実
施
し
て

お
り
、
四
年
八
月
に
は
最
初
の
沈
設
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

他
の
区
間
の
高
架
橋
部
分
に
つ
い
て
も
、
全
て
上

下
部
工
事
に
着
手
し
て
い
る
o

写真6 鶴見航路橋 (完成予想図)

5

高
速
湾
岸
線
(五
期
)

本
路
線
は
、
日
本
道
路
公
団
施
行
の
横
浜
横
須
賀

道
路
金
沢
支
線
と
接
続
す
る
金
沢
区
並
木
を
起
点
と

し
、
国
道
三
五
七
号
沿
い
に
磯
子
区
に
入
り
J
R
根

岸
線
沿
い
に
進
み
、
本
牧
埠
頭
で
高
速
湾
岸
線
に
接

続
す
る
延
長
約
一
四
･
六
蝿
の
路
線
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
横
浜
横
須
賀
道
路
金
沢
支
線
と
の
接
続
部
付

近
が
ト
ン
ネ
ル
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
区
間
は

全
て
高
架
構
造
と
な
っ
て
い
る
o

こ
の
区
間
の
用
地
に
つ
い
て
は
約
半
分
が
国
道
も

し
く
は
埋
立
て
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
道
路
敷
に
よ

り
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
残
る
半
分
に
つ
い
て
は
工

場
や
民
地
等
の
買
収
に
よ
り
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
現
在
用
地
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
る
。
工
事

に
つ
い
て
は
、
用
地
問
題
の
解
決
し
て
い
る
北
側
の

本
牧
-
間
門
間
約
三
蝿
と
南
側
の
杉
田
-
並
木
間
約

四
m
に
つ
い
て
着
手
し
て
い
る
。

三

高
速
湾
岸
線
の
整
備
効
果
に
つ
い
て

上
記
の
よ
う
に
高
速
湾
岸
線
は
、
自
動
車
専
用
道

路
と
し
て
東
京
湾
環
状
道
路
の
一
部
を
形
成
し
て
お

り
、
横
浜
･
川
崎
･
東
京
の
臨
海
部
相
互
を
連
絡
し
、

市
街
地
通
過
交
通
を
バ
イ
パ
ス
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
渋
滞
を
解
消
し
、
湾
岸
地
域
相
互
間
の
交
通
機

能
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
横
浜

方
面
か
ら
の
羽
田
新
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
の
機
能
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

2 8 苗行セ 9? R

現
況

の

現
在
、
供
用
中
の
横
浜
羽
田
空
港
線
の
利
用

特集/大都市圏環状道路の整備



交
通
量
は
一
日
約
三

万
台

(多
摩
川
断
面
)

㈱

関
連
地
域
の
幹
線
街
路
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ

に
達
し
て
お
り
、
交
通
渋
滞
が
日
常
的
な
問
題

る
。

と
な

っ
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

現
在
、
東
京
と
横
浜
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て

は
首
都
高
速
横
羽
線
、
東
名
高
速
道
路
及
び
第
三
京

浜
の
三
ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
東
京
、
川
崎
、
横
浜
を

中
心
と
し
た
一
、
七
〇
〇
万
人
に
及
ぶ
都
市
圏
に
と

っ
て
は
充
分
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
首
都
高
速
横

羽
線
は
横
浜
方
面
か
ら
都
心
へ
入
っ
て
く
る
上
り
方

向
が
各
所
で
渋
滞
し
て
い
る
。
そ
こ
で
東
京
、
神
奈

川
、
千
葉
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
交
通
の
円
滑
化
や

臨
海
部
の
開
発
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
高
速
湾
岸

線
の
早
期
完
成
が
望
ま
れ
て
い
る
。

平
成
五
年
度
に
は
、
羽
田
新
空
港
ま
で
の
完
成
、

ま
た
残
り
の
区
間
は
平
成
六
年
度
完
成
を
目
指
し
て

頑
張

っ
て
い
る
o

②

大
師
入
路
付
近
を
先
頭
に
最
大
八
如
程
度
渋

滞
し
て
い
る
。

③

生
麦
I
C
付
近
を
先
頭
に
横
浜
羽
田
空
港
線

上
り
で
最
大
六
蝋
程
度
、
大
黒
線
上
り
で
三
如

程
度
渋
滞
し
て
い
る
o

2

整
備
効
果

高
速
湾
岸
線
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
線
、

神
奈
川
線
の
相
互
交
通
に
対
し
て
充
分
な
交
通
容
量

が
確
保
さ
れ
、
上
記
区
間
の
渋
滞
は
解
消
さ
れ
る
。

の

高
速
湾
岸
線
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
横

浜
羽
田
空
港
線
と
二
路
線
の
高
速
道
路
が
完
成

す
る
こ
と
に
な
り
、
ル
ー
ト
選
定
が
可
能
と
な

る
%

@

さ
ら
に
、
川
崎
市
内
、
横
浜
市
鶴
見
区
、
神

奈
川
区
か
ら
の
高
速
道
路
利
用
が
促
進
さ
れ
、

よ
り
利
便
性
が
高
ま
る
。

③

湾
岸
線

(
一
期
)
及
び
横
浜
高
速
湾
岸
線
等

の
利
用
効
率
が
著
し
く
増
大
す
る
。

⑧

東
京
国
際
空
港
の
沖
合
展
開
に
よ
る
拡
充
、

東
扇
島
、
大
黒
埠
頭
の
整
備
、
み
な
と
み
ら
い

ニ
ー
計
画
等
に
伴
う
新
た
な
交
通
需
要
へ
の
対

応
が
可
能
と
な
る
o



一
は
じ
め
に

東
京
湾
横
断
道
路
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
浮
島
町

地
先
と
千
葉
県
木
更
津
市
中
島
を
結
ぶ
延
長
一
五
･

一
蹴
の
自
動
車
専
用
有
料
道
路
で
あ
る
。

こ
の
道
路
は
、
千
葉
県
富
津
市
か
ら
東
京
湾
岸
を

一
周
し
て
神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
至
る
東
京
湾
岸
道

路
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
東
京
外
か
く
環

状
道
路
、
東
関
東
自
動
車
道
と
も
一
体
と
な
っ
て
首

都
圏
に
お
け
る
広
域
幹
線
道
路
網
を
形
成
し
、
都
心

部
や
周
辺
部
の
交
通
混
雑
の
緩
和
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
産
業
活
動
の
向
上
に
大
き
く
寄
与

し
、
周
辺
部
諸
都
市
の
連
携
を
強
め
新
し
い
首
都
圏

を
形
成
し
東
京
圏
全
体
の
調
和
の
あ
る
発
展
を
促
進

す
る
た
め
の
道
路
と
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

二

事
業
の
概
要

1

事
業
計
画

事
業
計
画
の
概
要
及
び
工
事
着
手
ま
で
の
経
緯
を

以
下
に
示
す

(表
1
、
表
2
)。

-
特
集
/
穴
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備

↑
東
京
湾
横
断
邁
路
の
整
備
に
つ
い
て

松訟松啖"

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社
企
画
開
発
部
企
画
課
長

藤
田

益
夫

楼

2

東
京
湾
横
断
道
路
の
事
業
方
式

東
京
湾
横
断
道
路
は
早
期
整
備
が
期
待
さ
れ
て
い

る
大
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
民
活
の
資
金
、
経
営
能

力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
国
の
負
担
を
軽
減
し

つ
つ
早
期
に
建
設
に
着
手
す
る
た
め
民
間
新
方
式
に

よ
る
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
昭
和
六
一
年
四
月
二
五

日
に
成
立
し
た

｢東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
に
関
す

る
特
別
措
置
法
｣
(以
下

｢特
措
法
｣
と
い
う
。)
に
基

づ
き
建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
特
措
法
に
よ
る
建
設
協

定
を
日
本
道
路
公
団
と
締
結
し
た
東
京
湾
横
断
道
路

株
式
会
社
が
施
工
し
、
工
事
完
成
後
の
道
路
施
設
は

日
本
道
路
公
団
に
一
括
し
て
引
渡
し
供
用
を
開
始
す

る
運
び
と
な
る
。

そ
の
事
業
方
式
は
以
下
に
示
す
通
り
で
あ
る

(表

3
)。
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表 1

1. 事業概要

(1) 有料道路名 東京湾横断道路

姥) 路 線 名 一般国道409号

③ 工事区間 川崎市川崎区浮島町地先から木更津市中島まで

(4) 延 長 15.1 km

◎ 車 線 数 4車線 (将来構想6車線)

(6) 設計速度 80km/h

(7) 推定交通量
供用時 約33,000台/日

20年後 約64,000台/日

圏 工事期間 昭和62年 7月から平成 8年 3月まで

2. 事業計画 (単位 :億円) 3. 資金計画

名称 資金構成

会社

出資金 600

政府保証催 3 ,891

民間借入金 ･

開銀借入金
2,406

道路開発資金 2,500

計 9 ,397

公団 政府引受債 2,1l6

合計 11,513

費 目 合計 公団 会社

事 業 費 9 ,300 1,409 7 ,891

建中利息等 2 ,213 707 1,506

合 計 11,513 2 ,116 9 ,397

(単位 ;億円)

表2 経緯表

昭和41年 4 月 建設省、 東京湾横断道路の調査を開始

昭和51年 8 月
日本道路公団、 東京湾横断道路調査室設置、 建設省から調
査を引き継ぐ

昭和56年 4 月
川崎一G毎上) - 木更津- 成田間を一般国道409号に指定 (57
年 4月施行)

昭和60年12月 61年度政府予算案で東京湾横断道路の事業化が認められる

昭和61年 4 月 ｢東京湾横断道路の建設に関する特別措置法｣成立

昭和61年10月 東京湾横断道路株式会社設立

昭和62年 7 月
環境アセスメント手続終了、 日本道路公団が建設大臣から
事業許可を受ける

昭和62年 7 月
日本道路公団と東京湾横断道路株式会社との間で建設協定
締結

昭和62年 8 月
日本道路公団、 7 地方公共団体等から出資を受け第 3セク
ターに移行

昭和63年12月 日本道路公団、 漁業補償交渉終了

平成元年 5月 東京湾横断道路起工式

平成元年
~ 平成 4 年

土木工事は概ね発注を終え本線工事を33件発注し6 件竣工
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表3 東京湾横断道路の事業方式

東京湾横断道路

建設事業者の特定= 認可 有料道路の許可

出資金
(民間、地方公共団体、公団)

社債発行限度の特例

④
'

会社 観 支払(完成後長期擬に分割)
公 団

④搬完成後引渡し ③

発注(道路爺摯 鰡実施)

⑥

(事業畿 鸚買収等)

① 日本道路公団 (以下 r公団｣ という。)が建設大臣より、 東京湾横断道路を新設し、 料金を徴収す
る許可を受ける。

② 公団は、 東京湾横断道路の建設及び管理を行うことを主たる目的とする会社 (以下 r会社J とい
う。)と建設大臣の認可を受けて協定を結ぶ。

③ 基本的な調査及び設計、 事業調整、 敷地の取得等については公団が調達した資金により公団が実
施する。

④ 会社は、 協定に基づき資金を調達し、 東京湾横断道路の新設工事及び準備行為のうち公団が実施
する以外のものを実施する。

⑤ 会社は、 完成した施設を公団に引渡し、 公団は道路を供用する。
⑥ 公団は、 協定に基づき東京湾横断道路の建設に要した費用を供用後長期間に分割して料金収入等

により会社に支払う。
⑦ 供用後の維持修繕等の管理は新たに公団と会社が結ぶ管理協定に基づき会社が行う。

3

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社
の
設
立

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社

(以
下

｢会
社
｣
と

い
う
。)
は
特
措
法
に
よ
る

“東
京
湾
横
断
道
路
の
建

設
及
び
管
理
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
主
た
る

目
的
と
す
る
会
社
"
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

り 埜′し い 3
東
京
湾
横
断
道
路
一
般
図
を
図
2
に
示
す
。

③

地
形
、
地
質
の
概
要

計
画
地
点
の
地
形
は
、
き
わ
め
て
緩
や
か
な
船
底

形
状
を
し
て
い
る
。
水
深
は
湾
中
央
部
で
約
三
0
m
、

浮
島
側
で
約
二
0
m
、
木
更
津
側
で
は
海
岸
か
ら
約

◎ 東
4

を ④ ③ ②①
り、勗 菱ゞ

京 工 そ 量 運 経 多 の の 休 る と び J
地 湾 事 の 、 す 道 営 目 施 東 建 憩 た 東 束 す 管 は
形 横 概 目 設 る 路 並 的 設 京 設 施 め 京 京 る 理 特
、 断 要 的 計 地 建 び 展 ( 湾 及 設 の 湾 湾 会 に 措
地 道 と 、 城 設 に 示 ス 横 び 、 施 横 横 社 関 法
　 　 　　　　　　　　　　　　　 　　　の 一

①

東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
及
び
管
理

②

東
京
湾
横
断
道
路
の
利
用
者
の
利
便
に
資
す

る
た
め
の
施
設

(駐
車
場
、
貨
物
保
管
施
設
、

休
憩
施
設
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
施
設
、
食
堂
等
)

③

東
京
湾
横
断
道
路
の
利
用
増
進
を
図
る
た
め

の
施
設

(ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
遊
園
地
、
劇
場
、

多
目
的
展
示
場
、
宿
泊
施
設
等
)
の
建
設
及
び

経
営
並
び
に
道
路
運
送
事
業

④

道
路
建
設
工
事
及
び
東
京
湾
横
断
道
路
に
関

連
す
る
地
域
開
発
に
関
す
る
企
画
、
調
査
、
測

量
、
設
計
、
試
験
及
び
研
究

を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。

概 殺 い 及 に

要 文 る び ‐

船 、 に

底 測 関



橋 梁

木更津人工島

= 4.4km 　
　
　
　

木

図

　
　
　

浮

側

土被り約15m

一
･
五
如
ま
で
水
深
二
m
以
浅
の
干
潟
で
あ
る
。

地
質
は
多
摩
川
、
荒
川
等
の
河
川
か
ら
流
出
土
砂

が
厚
く
堆
積
さ
れ
て
い
る
。
川
崎
側
は
、
粘
土
あ
る

い
は
シ
ル
ト
等
の
沖
積
層
が
深
さ
三
0
m
程
度
堆
積

し
て
お
り
、
そ
の
下
部
に
砂
あ
る
い
は
粘
土
の
洪
積

層
が
分
布
す
る
。
木
更
津
側
は
砂
の
沖
積
層
が
あ
り

そ
の
下
に
や
や
固
い
洪
積
層
が
堆
積
し
て
い
る
。

②

各
構
造
物
の
概
要

分

ト
ン
ネ
ル

シ
ー
ル
ド
工
法
に
よ
る
大
ロ
径
掘
削

(二
車

線
断
面
直
径
一
三
･
九
m
(図
3
))
計
画
し
て

お
り
、
工
事
は
、
平
成
四
年
六
月
ま
で
に
八
工

区
に
分
割
し
発
注
し
た
。

現
在
は
、
シ
ー
ル
ド
掘
削
機
の
設
計
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
、
制
作
組
立
と
進
み
、
各
人
工
島

(シ
ー
ル
ド
の
発
進
基
地
と
な
る
)

の
完
成
を
待
っ
て
現
地
に
組
立
据

付
し
平
成
六
年
初
め
か
ら
掘
削
に

着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

シ
ー
ル
ド
の
発
進
基
地
は
、
浮
島

取
付
部

(東
向
き
発
進
)、
川
崎
人

工
島
(東
西
へ
向
け
発
進
)、
木
更

津
人
工
島
(西
向
き
発
進
)を
計
画

し
て
お
り
、
上
下
線
合
わ
せ
同
時

に
八
基
の
シ
ー
ル
ド

マ
シ
ー
ン
が

稼
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
四
カ
所

で
地
中
接
合
し
、
二
本
の
ト
ン
ネ

ル
が
完
成
す
る
。

)

ル

ノ

エ

ー

“

酬

施
シ

　

　

　
ドトンネル

等
3

G
M
図

= 4.4km±9.5km

東京湾横断道路

= 9.5km
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回

浮
島
取
付
部

浮
島
取
付
部
は
シ
ー
ル
ド
発
進
基
地
と
も
な

る
換
気
塔
と
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
が
海
底
部
に

達
す
る
ま
で
の
七
〇
0
m
の
斜
路
盛
土
部
よ
り

な
っ
て
い
る
。
換
気
塔
は
シ
ー
ル
ド
発
進
立
坑

ク
ダ

4
･

図

と
し
て
将
来
線
も
含
め
三
本

(当
面
二
本
)
の

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
を
発
進
さ
せ
か
つ
供
用
後

の
ト
ン
ネ
ル
換
気
施
設
を
収
容
す
る
構
造
物
で

あ
る
。
施
工
は
地
盤
改
良
を
行
い
基
礎
杭
を
打

設
し
鋼
殼
ケ
ー
ソ
ン
工
法
に
よ
り
構
築
す
る
計

画
で
あ
る
。
斜
路
盛
土
部
は
、
両
側
面
を
鋼
製

護
岸
で
拘
束
し
、
そ
の
外
側
を
粗
石
な
ど
で
押

え
護
岸
間
は
沈
下
対
策
や
シ
ー
ル
ド
の
安
定
掘

進
の
た
め
盛
土
の
下
の
軟
弱
地
盤
層
の
改
良
を

行
い
そ
の
上
に
盛
土
を
施
工
す
る
計
画
で
あ
る

(図
4
、
写
真
1
)。

回

川
崎
人
工
島

川
崎
人
工
島
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
の
中
央
に

設
け
ら
れ
る
換
気
の
た
め
の
構
造
物
で
シ
ー
ル

ド
発
進
立
坑
と
も
な
る
人
工
島
で
あ
る

(図
5
、

写
真
2
)。

人
工
島
付
近
は
、
水
深
二
八
m
で
あ
る
が
海

底
面
下
約
三
0
m
が
軟
弱
地
盤
層
で
あ
る
た
め
、

地
盤
改
良
を
行
い
土
留
め
護
岸
及
び
作
業
ヤ
ー

ド
と
な
る
鋼
製
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
外
側
に
据
付
け

地
中
連
続
壁
施
工
の
た
め
土
留
め
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
内
側
に
設
置
す
る
。
こ
の
内
外
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

間
に
盛
土
し
て
そ
の
盛
土
の
中
に
土
留
め
及
び

速
水
を
目
的
と
し
た
地
中
連
続
壁
を
円
筒
状
に

施
工
す
る
。
地
中
連
続
壁
完
成
後
内
側
の
海
水

を
排
除
し
て
、
内
側
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
撤
去
し
側

壁
底
版
等
の
本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
施

工
す
る
。

そ
の
後
川
崎
、
木
更
津
方
面
に
向
け
各
々
二

機
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ー
ン
を
発
進
さ
せ
る
。
シ

ー
ル
ド
マ
シ
ー
ン
が
発
進
し
た
あ
と
換
気
施
設

等
の
収
容
を
行
う
た
め
の
内
部
構
築
を
行
う
計

画
で
あ
る
。
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240m

木
更
津
人
工
島
は
、
ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
部
の

接
合
部
と
し
て
の
盛
土
部
と
、
シ
ー
ル
ド
発
進

立
坑
と
、
斜
路
盛
土
部
か
ら
な
っ
て
い
る

(図

70m ぬom 70m 坑 合 木 木

　 　 　　　　　　　　　　　
　　 　 　
諄 し 人 人

工 工
島 島
は

良く置換工)
ロックホオ

か 部 ト

　　　
つ シ ル図6 木更津人工島 (人工島中央付近)



6
、
写
真
3
)。

人
工
島
は
、
海
面
に
出
る
部
分
は
中
一
〇
0

m
、
長
さ
約
六
五
0
m
で
、
施
工
は
、
海
底
部
の

軟
弱
層
を
除
去
後
、
鋼
管
セ
ル
護
岸
を
設
置
し

護
岸
間
に
盛
土
を
し
て
築
造
す
る
計
画
で
あ
る
。

人
工
島
の
木
更
津
側
端
部
に
は
、
橋
台
を
設
置

す
る
。
人
工
島
の
川
崎
側
か
ら
は
シ
ー
ル
ド
マ

シ
ー
ン
が
川
崎
人
工
島
に
向
け
て
発
進
す
る
。

㈹

橋

梁

橋
梁
の
区
間
は
、
木
更
津
人
工
島
か
ら
木
更

津
取
付
部
ま
で
の
約
四
･
四
如
で
あ
る
。

東
京
湾
横
断
道
路
の
計
画
線
を
航
過
す
る
隻

数
は
一
日
当
り
約
一
、
四
五
〇
隻
に
達
す
る
。

そ
の
約
九
割
は
ト
ン
ネ
ル
部
を
航
行
す
る
が
、

残
り
船
舶
が
橋
梁
部
を
航
過
す
る
た
め
橋
梁
計

画
に
当
た
っ
て
は
航
行
に
対
処
す
る
構
造
と
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
橋
梁
沖
合
部

(木
更
津
人

工
島
よ
り
約
八
六
0
m
間
)
は
支
間
を

(
一
九

0
m
十
二
四
0
m
十
二
四
0
m
十
一
九
0
m
)

と
し
高
さ
二
七
m
を
確
保
し
総
t
数
一
、
0
〇

総ゞべク
ざ
る

ま
あ

写真5 川崎人工島

写真4 浮島取付部

o
t
ク
ラ
ス
の
船
舶
が
可
能
な
設
計
と
し
て
い

る
↓。浅

瀬
部
は
標
準
支
間
八
0
m
で
あ
る
。

上
部
構
造
は
、
下
部
構
造
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
重
量
を
軽
く
す
る
こ
と
、
一
括
架
設

工
法
等
に
よ
る
能
率
的
な
架
設
を
図
る
こ
と
等

を
考
慮
し
て
鋼
床
版
連
続
箱
桁
橋
と
し
て
い
る
。

下
部
工
は
沖
合
部
は
工
場
製
作
し
た
鋼
製
橋

脚
を
現
地
に
打
設
し
た
杭
の
上
に
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
て
設
置
す
る
方
式
の

鋼
製
水
中
橋
脚
を
採
用
し
て
い
る
。
浅
瀬
部
は
、

鋼
管
矢
板
を
使
用
し
た
多
柱
式
基
礎
を
採
用
し

て
い
る
。

東
京
湾
横
断
道
路
は
、
東
京
の
海
及
び
空
の



玄
関
ロ
に
位
置
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
で
往
来
す
る
人
々
の
目
に
触
れ

る
と
と
も
に
公
共
性
、
恒
久
性
の
面
か
ら
二
一

世
紀
に
向
け
て
の
貴
重
な
文
化
的
資
産
と
し
て

期
待
さ
れ
て
お
り
、
海
を
主
体
と
し
た
自
然
環

境
の
中
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
と

調
和
し
た
構
造
物
が
望
ま
れ
て
い
る
。

特
に
、
橋
梁
部
は
、
｢な
め
ら
か
さ
L軍
…続
性
｣

を
重
視
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
す
る
と
と
も
に

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
て
路
面
が
滑
ら
か
と
な
る

線
形
と
し
た
。
橋
脚
に
つ
い
て
も
曲
線
を
活
か

し
優
し
さ
と
調
和
を
表
現
し
た
Y
型
橋
脚
を
採

用
し
た
。

な
さ黛“を

③

進
捗
状
況

工
事
は
浮
島
取
付
部
、
川
崎
人
工
島
、
木
更
津
人

工
等
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
上
部
工
に
分
割
し
、
平
成

四
年
七
月
末
現
在
で
計
三
三
工
事
発
注
し
主
な
土
木

工
事
は
発
注
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
施
設
工
事
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
以
後
の
発
注
を
予
定
し
て
い
る
。

工
事
進
捗
率
は
、
約
三
0
%
で
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル

を
除
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
物
が
海
上
に
姿
を

現
わ
し
、
工
事
は
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。
現
況
の

写
真
を
以
下
に
示
す

(写
真
4
、
写
真
5
、
写
真
6
、

写
真
7
)。

･

三

経
済
効
果

交
通
機
能

横
断
道
路
完
成
に
伴
い
果
さ
れ
る
交
通
機
能
は
次

の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①

京
浜
地
域
と
房
総
地
域
の
直
結

②

湾
岸
地
域
相
互
の
連
絡

③

東
京
都
市
圏
の
南
回
り
バ
イ
パ
ス

燭

業
務
都
市
間
の
相
互
の
連
絡

⑤

新
し
い
国
土
幹
線
軸
の
形
成

写真7 橋梁

2

整
備
効
果

交
通
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
に
伴
い
予
想
さ
れ
る
整

備
効
果
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

=

走
行
距
離
、
時
間
短
縮
効
果

横
断
道
路
の
整
備
に
よ
り
自
動
車
交
通
の
走
行
距

離
及
び
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
川
崎
市
ー
木
更
津
市
間

は
、
走
行
距
離
は
約
八
○
畑
の
短
縮
と
な
り
、
走
行
時

間
は
約
一二
〇
分
の
短
縮
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
(表
4
)。

②

直
接
便
益

横
断
道
路
に
よ
る
前
記
の
走
行
距
離
及
び
時
間
の

短
縮
に
よ
る
走
行
便
益
は
、
供
用
当
初
で
一
日
当
た

り
約
二
億
円
、
横
断
道
路
に
よ
る
開
発
効
果
が
加
わ

っ
た
時
点

(供
用
後
概
ね
二
〇
年
後
)
で
一
日
当
た

り
約
六

･
八
億
円
と
見
込
ま
れ
て
い
る
(表
5
)。

写真6 木更津人工島
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③

交
通
混
雑
の
緩
和

横
断
道
路
は
、
東
京
都
市
圏
南
回
り
バ
イ
パ
ス
の

機
能
を
有
す
る
こ
と
か
ら
湾
岸
地
域
の
交
通
が
横
断

道
路
に
転
換
し
、
東
京
!
千
葉
間
の
交
通
量
が
一
日

当
た
り
二
;
三
万
台

(全
体
の
約
一
0
%
程
度
)
減

少
し
混
雑
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

㈱

生
産
額
の
増
大

横
断
道
路
の
建
設
に
よ
る
生
産
額
の
増
大
に
つ
い

て
地
域
研
究
モ
デ
ル
を
開
発
し
予
測
を
行
っ
た
結
果
、

二
一
世
紀
初
頭
以
降
南
関
東
地
域

(東
京
、
埼
玉
、

神
奈
川
、
千
葉
)
の
生
産
額
を

一
年
間
当
た
り
約
五

･
一
兆
円
増
大
さ
せ
る
と
予
想
し
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

土
木
工
事
も
ほ
ぼ
発
注
が
終
り
工
事
の
最
盛
期
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削

開
始
は
平
成
六
年
初
頭
の
予
定
で
あ
る
。
横
断
道
路

の
も
た
ら
す
経
済
効
果
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、
土
木

技
術
の
進
歩
、
革
新
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
、

関
係
方
面
か
ら
早
期
完
成
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
現

在
、厳
し
い
条
件
下
で
の
工
事
で
は
あ
る
が
、
安
全
管

理
、
環
境
面
へ
の
配
慮
等
万
全
の
対
策
を
講
じ
、
一
日

も
早
く
完
成
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

関
係
各
位
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

表5 東京湾横断道路による直接効果

ミ
総走行距離短縮効果 総走行時間短縮効果 直 接 便 益

誘開発効果のでていない場合 R]如台TJÛ約 衞問時台万K̂)約 日
]

//円億即約
誘開発効果が加わった場合 R]師台nU31約楡 臼

]細防約 R
H

//円億鰓約

表4 川崎 ･横浜 ･東京~木更津間の走行距離 ･走行時間

＼
崎

津

川
,

梗

浜

津
横
梗

京

津
利
梗

ル ー ト

走
行
距
離

現 況 道 路 約1lokm 約120km 約 9okm

東京湾横断道路ルート 約 30km 鰤約 触約

走
行
時
間

現 況 166分 紛 鯲 鍔~路浜燎高都耆蹠将

来

東 京 湾 横 断
道 路 非 利 用 u 8分 紛 鰺 纈更東東~聯皺
東 京 湾 横 断
道 路 利 用

46分 粉 紛 絲棘鱗湾



な
点
に
配
慮
し
た
か
に
つ
い
て
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

名
古
屋
市
の
外
周
部
を
リ
ン
グ
状
に
結
ぶ
名
古
屋

も
6
0
6
?
◇
の
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0foう
･6
9
0
06

…
特
集
/
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備

ミ
名
古
屋
環
状
2
壽
讓
(
癈
圓
週
榊
◎
2
罨
)

滋"
◎
整
備
幅
つ
い
で

鑽…

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
愛
知
国
道
工
事
事
務
所
長

渡

ロ

潔

…

一
は
じ
め
に

名
古
屋
環
状
2
号
線
は
、
大
都
市
圏
の
大
規
模
環

状
道
路
の
中
で
は
比
較
的
円
滑
に
事
業
が
推
進
さ
れ

て
き
た
路
線
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
の
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
大
き
な
要
因
と
し

て
は
、
計
画
の
策
定
と
調
整
が
円
滑
に
行
わ
れ
地
域

に
深
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
、
開
発
誘
道
型
の
計

画
で
あ
り
将
来
の
土
地
利
用
と
の
整
合
に
十
分
な
配

慮
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
強
力
な
用
地
取
得
体
制
が
築

か
れ
用
地
取
得
が
円
滑
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
必
要
な

予
算
の
確
保
が
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
な
ぜ
円
滑
な
事
業
展
開

が
可
能
で
あ
っ
た
か
、
今
後
引
き
続
き
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
計
画
面
に
お
い
て
ど
ん

二

計
画
の
概
要
と
経
緯

1

計
画
の
概
要

名
古
屋
環
状
2
号
線

(以
下

･名
古
屋
口
環
L
と

い
う
)
は
、
名
古
屋
市
の
金
山
地
区
を
中
心
に
名
古

屋
市
の
外
周
部
を
通
過
す
る
南
北
約
一
〇
蹴
、
東
西

約
八
蝋
の
半
径
を
有
す
る
総
延
長
六
六
･
二
虹

(う

ち
海
上
部
七
･
六
如
)
の
大
規
模
環
状
道
路
で
あ
り
、

東
名
、
名
神
、
中
央
、
近
畿
の
各
高
速
道
路
並
び
に

名
古
屋
高
速
道
路
及
び
名
古
屋
大
都
市
圏
で
計
画
中

の
都
市
内
自
動
車
専
用
道
路
網
と
一
体
と
な
っ
て
高

高
速
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
役
割
と
し
て
は

の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
い
い
街
を
め
ざ
し
て

肛
環
は
、
都
心
へ
集
中
す
る
幹
線
道
路
の
う
ち
都
心

を
通
り
抜
け
る
ク
ル
マ
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
い
わ

ば
交
通
整
理
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
を
設
け
る
こ
と
で
公
共

輸
送
機
関
へ
の
転
換
に
も
役
立
つ
。

②

新
し
い
市
街
地
づ
く
り
を
計
画
的
に

名
古
屋
n
環
の
沿
線
で
は
、
無
秩
序
な
開
発
を
防

ぎ
な
が
ら
、
新
市
街
地
の
開
発
が
計
画
的
に
進
め
ら

れ
て
お
り
、

土
地
区
間
整
理
事
業
な
ど
に
よ
る
伸
び

ゆ
く
街
づ
く
り
や
新
た
な
流
通
拠
点
づ
く
り
な
ど
、

?

新
し
い
街
並
み
が
形
成
さ
れ
る
。

ャ　　

③

欠
か
せ
な
い
都
市
施
設
を
機
能
的
に

名　

名
古
屋
□
環
の
足
も
と
に
、
電
気
や
上
下
水
道
な

4 0

ど
生
活
の
動
脈
と
も
い
え
る
共
同
溝
が
整
備
さ
れ
る
。



　　 　

　 　　
　 　 　　　　　

　 　 　　
　 　　　 　　　 　

　
　 　　

　　　
　　　 　　　　　　　　　　

　　　　　　 　 　　 　
　回 国 県 に

　 　 　　 　 　　　　　　

　　　 　 　 　 　　 　　 　 　 　　　　回 国 県 に

　 　 　 　　　　　 　 　
　

　
　 　　 　 　

　　　 　

. ~ @ て
い .,''

~ # n
一
･ 下呂 -n ““ -

図 1

名古屋圏幹線道路網計画図

自動魚専用血路/良醜閼愚賤ぐ約急 鰐擬制済掟年険よ' “寒中物年度家- 的次五劃年計画内儀用ト盤lm翻翻罰l
--繃捌馳/樅は嗣- - -" 脩継口外- -……その皺む定丘粥椚⑤事々小銃㈱宵史瀉--ーー
ブ““ < > 鮒龍碇同胞0 鵲鵯- .- .- .一一

　　 　 　　　　　 　
　~ " うち ,

"

鬱 / “ち屋 ス
ネヒ電859擬

･鈴ぞ觴

一ぬ凌部供用延長(区間毎)
専用部供用廷長(区間毎)

-秘ドル 逐応ぜ霊努掻醇纈 翔凝議窓淹ヌ

　　　　　　　　 　　　　 　　 　総延長

し~
･き家

《
M
き
況

図 2

名古屋環状2号線路線図



ま
た
、
鉄
道
は
高
架
化
さ
れ
て
立
体
交
差
と
な
る

ほ
か
、
植
樹
帯
が
ほ
ぼ
全
線
に
わ
た
っ
て
緑
の
カ
ー

テ
ン
を
ひ
ろ
げ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
し
に
か
け
が

え
の
な
い
都
市
施
設
が
新
た
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
}る
。

断
面
構
成
の
基
本
は
総
中
員
が
五
0
m
及
び
六
0

m
の
複
断
面
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
中
央
部
に
高
架

及
び
半
地
下
方
式

(堀
割
)
の
四
車
線
の
自
動
車
専

用
道
路
を
、
そ
し
て
そ
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
二
車
線

の
車
道
と
一
部
区
間
で
は
一
車
線
の
バ
ス
専
用
レ
ー

ン
合
わ
せ
て
四
-
六
車
線
の
一
般
道
路
が
あ
る
。

そ
の
外
側
に
は
植
栽
帯
と
四
m
の
側
道
及
び
三
m

の
歩
道
か
ら
成
る
環
境
施
設
帯
を
有
す
る
構
造
と
な

っ
て
い
る
。

2

計
画
の
経
緯

計
画
の
経
緯
は
表
ー
に
示
す
通
り
で
あ
り
、
昭
和

三
二
年
に
幅
二
五
m
の

｢外
郭
環
状
道
路
｣
と
し
て

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
の
後
三
〇
年
代
に
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、
建
設

省
中
部
地
方
建
設
局
の
三
者
を
中
心
と
す
る
緊
密
な

調
査
連
絡
体
制
が
組
ま
れ
、
四
〇
年
三

月
に
は
経

済
界
、
学
会
を
も
含
む

｢名
古
屋
大
都
市
整
備
計
画

懇
談
会
｣
の
中
間
報
告
が
発
表
さ
れ
、

｢往
復
六
車

線
、
全
幅
六
0
m
の
規
模
で
、
高
速
道
路
規
格
の
自

動
車
専
用
道
路
と
し
て
早
急
に
着
手
で
き
る
よ
う
措

置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｣
と
さ
れ
た
。

基本幅員60m区間

基本幅員50m区間
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重 室 宣 言 巨 富 重 宣 言 三 重 三 呈 露 三 豊 重 量 亘 宣 言 重 亘 宣 言 皇 室 宣 言 三 三 重 亘 垂 亘 亘 室 重 富 重 富 三 重-菖 豊 三

表 1 主な経緯

昭和32年 9月

昭和42年 3月

~ 43年10月

昭和44年12月

昭和46年 4 月

昭和49年11月

昭和54年 8 月

昭和55年 4月

昭和57年 4月

昭和57年11月

昭和58年 5月

昭和58年 8 月

昭和59年 2月

昭和60年 3月

昭和60年 4 月

昭和61年 3 月

昭和62年 4 月

昭和63年 3 月

昭和63年 3 月

昭和63年 3 月

平成元年 4月

平成 2 年 3 月

平成 3 年 3月

平成 3 年 3月

平成 3 年 4 月

平成 4 年 4月

名古屋市外周部に外環状街路として都市計画決定(幅員25m )告示される。
幅員50 ~ 60 m を基本とする名古屋環状 2 号線陸上部の都市計画決定が告示される。

環状線のうち西北区間が一般国道302号に路線指定される。
一般国道302号の建設省直轄事業化が決定され、愛知国道工事事務所が設立される。
環状線全線が一般国道302号に路線指定される。
海上部 (自動車専用道路 :延長9 .83km)の都市計画決定が告示される。
北部区間(延長8 .6km)が暫定 2車線で供用開始。 海上部直轄部分の事業開始。
名東区高針地区(延長0,7km)が暫定 2 車線で供用開始。
都市計画変更が告示される。
中川区服部地区(延長0.4km)が暫定 2 車線で供用開始。
近畿自動車道 (名古屋市名東区~ 名古屋市中区)の施工命令、 工事実施認可。
春日井市勝川地区(延長0 .3km)が暫定 2 車線で供用開始。
名港西大橋関連地区(延長3 .2km)供用開始。
中川区富田地区(延長1,okm)、飛島村木場地区(延長2 ,7km)が暫定2 車線で供用開始。
名東区高針地区(延長0 .7km)が暫定 2車線で供用開始。
港区南陽地区(延長0 .4km)が暫定 2車線で供用開始。
西南部23号交差点~ 1号交差点(延長5 .3km)が暫定 2 車線で供用開始。
西北部名古屋西I.C .~ 22号交差点(延長5.okm)が暫定 2 車線で供用開始。
近畿自動車道名古屋亀山線、 名古屋西I.C .~ 清洲東I,C ,(延長8 ,5km)供用開始。
名東区高針地区(延長0 .5km)が暫定 2 車線で供用開始。
西春日井郡清洲町地区(延長0 .5km)が暫定 2 車線で供用開始。
近畿自動車道名古屋亀山線、 清洲東L C ,~ 勝川I.C ,(延長8 .7km)供用開始。
海部郡大治町地区(延長1,6km)が暫定 2 車線で供用開始。
天白区植田地区(延長2.okm)が暫定 2 車線で供用開始。
中川区富田地区(延長2 .2km)が暫定 2 車線で供用開始。

そ
し
て
、
四
二
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
陸
上
部

に
関
し
て
現
在
の
名
古
屋
n
環
の
基
本
と
な
る
幅
五

0
m
及
び
六
0
m
の
六
車
線
の
高
速
車
道
都
を
中
心

と
す
る
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
、
四
六
年
度
に
は

名
古
屋
江
環
の
一
部
区
画

(n
環
東
部
の
広
小
路
線

か
ら
□
環
西
南
部
の
国
道
二
三
号
ま
で
三
六
･
一
如
)

が
一
般
国
道
三
〇
二
号
と
し
て
直
轄
事
業
化
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
昭
和
四
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
に
始
ま
る
経
済
変
動
を
契
機
に
、
五
〇
年
七
月
に

は
計
画
断
面
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
専
用

そ
の
後
、
産
業
公
害
に
よ
る
環
境
問
題
が
政
善
に

向
う
に
つ
れ
、
ま
た
自
動
車
交
通
が
増
大
し
、
名
古

屋
都
市
高
速
道
路
の
利
便
性
が
深
く
市
民
に
実
感
さ

れ
る
に
伴
い
名
古
屋
□
環
を
含
め
た
都
市
内
の
自
動

車
専
用
道
路
に
対
す
る
人
々
の
期
待
と
理
解
は
、
か

れ 屋 向 る く 環 す
る 都 う そ 0 環 欖 る そ

の
主
な
内
容
は
、
五
〇
年
に
見
直
し
た
計
画
断
.

面

(専
用
部
四
車
線
計
画
)
並
び
に
区
画
整
理
事
業

と
の
計
画
調
整
の
た
め
に
部
分
的
に
幅
二
五
m
の
ま

ま
残
さ
れ
た
区
間
を
正
規
の
幅
で
都
市
計
市
計
画
決

定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
合
わ
せ
て
沿
道
環
境
に

も
配
慮
し
な
が
ら
、
地
形
条
件
か
ら
、
東
部
の
丘
陵

地
域
に
お
い
て
専
用
部
を
半
地
下
方
式
と
す
る
計
画

断
面
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
時
、
名
古
屋
口
環
の
建
設
に
反
対

す
る
一
部
の
人
々
に
と
っ
て

｢建
設
省
所
管
事
業
の

環
境
影
響
評
価
に
係
る
当
面
の
措
置
方
針
｣
に
基
づ

く
環
境
影
響
評
価
が
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
の
で
あ

部
を
四
車
線
と
し
環
境
施
設
帯
を
有
す
る
現
在
の
断

面
構
造
の
基
本
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
五
四
年
に
は
伊
勢
湾
岸
道
路
と
な
る
海
上

…

部
の
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
た
。

つ
ぎ
に
、
五
七
年
三
月
の
近
畿
自
動
車
道
名
古
屋

山

亀
山
線
の
整
備
計
画
決
定
の
告
示
を
背
景
に
、
同
年

三

月
に
は
根
本
的
か
つ
最
終
的
な
都
市
計
画
変
更

　　 　
イテ ー 山 つ
わ 月 線 ぎ
れ に の に
た は 整 、
o 蒲 五



っ
て
な
い
ほ
ど
深
ま
っ
て
い
る
。

三

専
一業
の
整
備
状
況

図
2
は
昭
和
四
六
年
度
に
一
般
固
道
三
〇
二
号
と

し
て
直
轄
事
業
化
し
て
か
ら
平
成
三
年
度
末
現
在
の

供
用
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
用
地
取
得
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
必

要
面
積
約
三
三
二
如

(こ
れ
は
東
京
ド
ー
ム
の
七
一

倍
の
面
積
に
相
当
す
る
)
の
う
ち
平
成
三
年
度
末
で

約
九
一
%
が
取
得
済
と
な
っ
て
い
る
o

こ
れ
は
大
都
市
周
辺
に
お
け
る
大
規
模
な
道
路
事

業
用
地
の
取
得
と
し
て
順
調
な
ペ
ー
ス
と
言
え
よ
う
。

た
だ
し
、
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
土
地
開
発
公
社

特集/ 大都市圏環状道路

写真 1 高架

に
よ
る
先
行
取
得
や
、
用
地
国
債
、
道
路
開
発
資
金

の
投
入
に
よ
る
も
の
も
含
ん
で
お
り
、
再
取
得
の
た

め
今
後
と
も
多
大
の
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
一
般
国
道
三
〇
二
号
の
陸
上
部
の
整
備

状
況
で
あ
る
が
、
国
道
の
整
備
は
①
交
通
需
要
の
大

き
な
区
画

(北
部
、
西
南
部
)、
②
バ
ス
路
線
と
な
る

区
間

(西
南
部
、
東
部
)、③
専
用
部
の
供
用
に
必
要

な
ア
ク
セ
ス
関
連
区
間

(西
北
部
、
東
北
部
)
を
中

心
に
暫
定
二
車
線
整
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、
合
わ

せ
て
用
地
取
得
の
進
捗
に
応
じ
て
幅
四
m
の
側
道
の

整
備
に
よ
る
沿
道
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

三
〇
二
号
の
車
道
に
つ
い
て
は
陸
上
部
五
八
･
六

如
の
う
ち
五
五
%
に
あ
た
る
三
一
･
九
畑
を
供
用
し

て

い
る
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
事
業
化
一
〇
年
後
の
五
五
年

四
月
に
初
め
て
供
用
し
た
北
部
区
間
八
･
六
蝿
と
六

三
年
三
月
に
西
南
部
区
間
で
供
用
し
た
五
･
三
如
で

あ
る
。

ま
た
本
年
四
月
に
西
南
部
区
間
の
残
り
二
･
二
畑

の
供
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
名
古
屋
西
部
地
区
の

南
北
に
通
ず
る
幹
線
道
路
の
機
能
を
果
す
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

同
時
に
、
物
流
の
拠
点
で
あ
る
名
古
屋
港
と
空
の

玄
関
ロ
で
あ
る
名
古
屋
空
港
と
が
専
用
部
を
通
じ
て

直
結
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

今
後
、
一
般
部
に
つ
い
て
は
重
要
度
の
高
い
区
間

か
ら
順
次
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
各

所
で
鉄
道
と
の
立
体
交
差
化
が
必
要
な
た
め
、
そ
の

事
業
調
整
を
積
極
的
に
推
進
し
、
一
般
部
の
連
続
性

を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

あ
わ
せ
て
、
沿
線
開
発
が
著
し
い
東
部
、
東
南
部

に
つ
い
て
も
そ
の
整
備
方
針
を
早
急
に
決
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

専
用
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
〇
年
三
月
に
名
港

西
大
橋
関
連
区
間
二
･
四
畑
が
一
般
有
料
道
路
事
業

と
し
て
日
本
道
路
公
団
に
よ
り
供
用
さ
れ
た
の
を
は

じ
め
、
昭
和
六
三
年
三
月
に
は
西
北
部
の
名
古
屋
西

I
C
か
ら
清
州
東
I
C
ま
で
の
専
用
部
が
近
畿
自
動

車
道
名
古
屋
亀
山
線
と
し
て
八
･
五
如
を
、
ま
た
、

平
成
三
年
三
月
に
は
、
北
部
区
間
の
清
州
束
I
C
か

ら
勝
川
I
C
ま
で
の
延
長
八
･
七
虹
が
供
用
さ
れ
て

お
り
、
合
計

一
七

･
二
畑
の
供
用
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
供
用
に
よ
り
、
名
古
屋
市
内
の
交
通
流
に
変

化
が
あ
ら
わ
れ
、
名
古
屋
高
速
道
路
と
一
体
と
な
り
、

市
街
地
の
南
北
交
通
の
機
能
を
も
発
揮
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
一
般
部
、
専
用
部
と
も
ど
も
東
北
部
区
間

の
九
如
に
つ
い
て
早
期
供
用
を
目
指
し
て
鋭
意
事
業

中
で
あ
る
。

ま
た
、
激
増
す
る
自
動
車
交
通
に
対
処
す
る
た
め
、

路
面
の
堀
削
を
規
制
し
都
市
施
設
を
機
能
的
に
収
容



す
る
共
同
溝
事
業
に
つ
い
て
も
、
名
古
屋
口
環
の
整

備
に
あ
わ
せ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
名
古
屋
n
環
を
全
体
と
し
て

み
る
と
、
海
上
部
の
伊
勢
湾
岸
道
路
も
既
に
昭
和
六

一
一年
度
か
ら
名
港
中
央
及
び
東
大
橋
か
ら
な
る
五
如

区
画
に
つ
い
て
有
料
道
路
事
業
と
し
て
工
事
中
で
あ

り
、
全
体
の
事
業
は
着
々
と
進
み
つ
つ
あ
る
。

四

円
滑
な
事
業
執
行
の
背
景
に
つ
い
て

-

都
市
開
発
話
道
型
の
計
画

名
古
屋
肛
環
の
事
業
が
比
較
的
円
滑
に
進
ん
で
き

た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
計
画
が
都
市
開
発
誘

導
型
の
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
)0す

な
わ
ち
、
昭
和
三
二
年
に
最
初
の
計
画
が
幅
二

五
m
の
都
市
計
画
街
路
と
し
て
決
定
さ
れ
た
時
点
で

は
名
古
屋
市
の
外
周
部
の
大
部
分
は
水
田
あ
る
い
は

丘
陵
地
帯
で
あ
り
、
市
域
周
辺
部
へ
の
ス
プ
ロ
ー
ル

化
現
象
は
未
だ
顕
著
な
問
題
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ

の
た
め

｢最
初
に
道
路
あ
り
き
｣
の
都
市
開
発
誘
導

型
の
計
画
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
計
画
が
よ
り
合
理
的
、
本
格
的
に
体
系
づ
け

ら
れ
た
の
は
、
一三
ハ年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
建
設

省
と
愛
知
県
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の

検
討
や
、
交
通
量
解
析
を
行
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
を
受
け
、
四
〇
年
六
月
に
は
、
国
、

自
治
体
、
経
済
界
、
学
会
か
ら
な
る
懇
談
会
に
よ
り

名
古
屋
大
都
市
圏
整
備
計
画
中
間
報
告
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
た
。

そ
の
報
告
書
で
は
、
東
京
、
大
阪
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
都
市
へ
の
過
度
集
中
の
弊
害
を
未
然
に
防
止
す

る
先
行
投
資
的
な
社
会
資
本
の
中
核
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
六
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路
を
有
す
る

幅
六
0
m
規
模
の
名
古
屋
口
環
を
早
期
に
建
設
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
判
る
よ
う
に
名

古
屋
n
環
に
つ
い
て
は
先
行
投
資
的
な
社
会
資
本
形

成
の
視
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
こ
う
し
た
検
討
を
背
景
に
早
期
事
業
化

の
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
四
六
年
度
か
ら
一
般
国
道
三

〇
二
号
が
直
轄
事
業
と
し
て
着
手
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
名
古
屋
n
環
の
計
画
で
は
、
将
来
交

通
量
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
都
市
の
発
展
を
環
状

道
路
に
よ
っ
て
誘
導
し
て
行
く
こ
と
に
力
点
が
置
か

れ
て
い
た
と
言
え
る
。

こ
の
点
が
今
日
事
業
中
の
多
く
の
バ
イ
パ
ス
や
環

状
道
路
の
状
路
と
少
し
異
な
っ
て
お
り
、
計
画
の
先

行
が
事
業
の
円
滑
な
執
行
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て

大
き
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
大
規
模
な
道
路
計
画

に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
化
の
見
通
し
よ
り
は
都
市
開

発
の
誘
導
効
果
を
重
視
し
た
先
行
的
な
都
市
計
画
決

定
を
積
極
的
に
検
討
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
か
と
考

え
ら
れ
る
。

2

用
地
取
得
体
制
と
土
地
区
画
整
理
事
業

名
古
屋
n
環
の
用
地
取
得
状
況
は
先
に
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
が
、
用
地
取
得
行
為
は
、
名
古
屋
口
環

が
昭
和
四
六
年
四
月
に
正
式
に
直
轄
道
路
と
し
て
事

業
化
さ
れ
る
以
前
か
ら
一
部
区
間
で
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。

す
な
わ
ち
、
四
〇
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た

｢名
古

屋
大
都
市
整
備
計
画
中
間
報
告
書
｣
で
は
名
古
屋
□

環
の
用
地
取
得
を
緊
急
の
課
題
と
し
、
用
地
先
行
取

得
の
た
め
に
た
だ
ち
に
開
発
公
社
を
設
立
す
る
よ
う

提
言
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
四
〇
年
一
一
月
に

は
財
団
法
人
名
古
屋
環
状
2
号
線
開
発
公
社
が
設
立

さ
れ
、
昭
和
四
○
年
度
よ
り
用
地
取
得
に
着
手
し
て

い
る
。

ま
た
、
四
八
年
九
月
に

｢公
有
地
の
拡
大
に
関
す

る
法
律
し
の
施
行
に
伴
い
名
古
屋
環
状
2
号
線
開
発

公
社
が
積
極
的
に
用
地
を
取
得
し
、
そ
の
後
の
名
古

屋
二
環
の
事
業
進
捗
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

そ
の
後
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の

土
地
開
発
公
社
の
組
織
と
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
役
割

は
変
り
な
く
引
き
継
が
れ
、
そ
の
後
の
土
地
高
騰

時
に
お
け
る
地
権
者
の
代
替
地
要
求
が
増
加
す
る
状

況
に
お
い
て
、
公
社
の
側
面
支
援
は
大
き
な
力
と
な



っ
て
お
り
名
古
屋
虹
環
の
事
業
進
捗
に
と
っ
て
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。

も
う
一
つ
名
古
屋
n
環
の
用
地
取
得
に
つ
い
て
述

べ
る
場
合
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
の
が
土
地
区

画
整
理
事
業
が
果
た
し
た
役
割
で
あ
る
。

ご
承
知
の
と
お
り
名
古
屋
は
全
国
で
も
区
画
整
理

が
進
ん
で
い
る
地
域
で
あ
り
、
市
域
の
六
0
%
強
が

区
画
整
理
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
進
捗
率

は
全
国
一
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
四
二
年
か
ら
四
三
年
に

幅
五
0
m
か
ら
六
0
m
を
基
本
と
す
る
名
古
屋
n
環

の
都
市
計
画
変
更
を
行
っ
た
時
点
に
お
い
て
も
、
北

部
区
間
を
中
心
と
す
る
沿
線
に
て
土
地
区
画
整
理
事

業
と
の
調
整
が
必
要
と
な
り
、
そ
う
し
た
箇
所
に
つ

い
て
は
都
市
計
画
変
更
か
ら
外
し
、
行
政
上
の
了
解

に
よ
り
道
路
幅
を
確
保
す
る
よ
う
対
処
し
た
経
緯
も

あ
′る
。

こ
う
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業
と
の
関
係
を
み
て

み
る
と
、
名
古
屋
口
環
が
関
連
し
た
土
地
区
画
整
理

事
業
の
数
は
四
〇
以
上
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り

(組
合

施
行
･
市
施
行
･
県
施
行
)、土
地
区
画
整
理
事
業
に

関
係
し
て
生
み
出
さ
れ
た
道
路
用
地
は
n
環
全
体
の

用
地
面
積
の
四
0
%
に
も
当
た
り
、
い
か
に
名
古
屋

亞
環
の
用
地
取
得
が
土
地
区
画
整
理
事
業
に
依
存
し

て
い
る
か
が
判
る
。

こ
れ
を
裏
返
し
て
見
る
と
、
名
古
屋
二
環
計
画
が

あ
っ
た
た
め
に
沿
線
で
の
計
画
的
な
区
画
整
理
が
進

み
、
無
秩
序
な
都
市
開
発
が
防
が
れ
て
名
古
屋
市
周

辺
部
の
健
全
な
開
発
が
可
能
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
し
て
特
筆
す

べ
き
点
は
、
名
古
屋
二
環
と
の
事
業
調
整
に
当
た
り

土
地
区
画
整
理
事
業
で
一
部
用
地
を
生
み
出
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。

開
発
利
益
の
還
元
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
事

業
調
整
の
一
つ
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

五

環
境
対
策

道
路
の
沿
道
に
お
け
る
生
活
環
境
保
全
の
対
策
を

大
別
す
る
と

①

自
動
車
構
造
の
改
善
に
よ
る
対
策

(発
生
源

対
策
)

②

道
路
網
整
備
に
よ
る
対
策

③

道
路
構
造
の
改
善
に
よ
る
対
策

④

道
路
の
沿
道
に
お
け
る
環
境
保
全
対
策

(沿

道
対
策
)

⑤

交
通
規
制
及
び
取
締
り
強
化
に
よ
る
対
策

等
の
五
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

名
古
屋
口
環
の
環
境
対
策
と
し
て
は

①

環
境
施
設
帯
の
設
置

②

地
形
条
件
か
ら
く
る
半
地
下
方
式
の
採
択

③

築
堤
植
樹
帯
の
設
置

等
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
沿
道
環
境
の
保
全
に
努

め
て
い
る
。

六

景
観
検
討

社
会
資
本
整
備
に
お
け
る
、
国
民
の
要
請
は
、
高

度
化
か
つ
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
道
路
整
備
に
お

い
て
も
地
域
特
性
に
配
慮
し
た
う
る
お
い
の
あ
る
快

適
な
生
活
空
間
の
創
出
、
と
り
わ
け
優
れ
た
道
路
景

観
の
形
成
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

名
古
屋
n
環
の
景
観
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、

特集/大都市圏



①

維
持
管
理
と
地
域
景
観
に
配
慮
し
た
橋
梁
型

式
の
採
用

②

や
さ
し
さ
と
や
わ
ら
か
さ
の
追
求

③

四
季
お
り
お
り
の
植
樹
に
よ
る
う
る
お
い
あ

る
空
間
づ
く
り

④

単
調
感
を
解
消
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
づ
く
り

⑤

閉
鎖
感
、
圧
迫
感
を
な
く
す
た
め
の
方
策

等
を
積
極
的
に
と
り
組
ん
で
い
る
。

特
に
、
沿
道
に
住
居
地
域
が
連
続
し
て
い
る
東
北

部
に
つ
い
て
の
景
観
検
討
の
基
本
的
な
考
え
方
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

o
I
D
E
N
T
I
T
Y

(環
状
線
と
し
て
の
個
性

の
創
出
)

o
恒
久
性
を
も
つ
(耐
久
性
･
経
年
美
･
材
質
美
)

o
気
品
と
充
実
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

(飽
き
が
こ

な
い
、
煩
雑
に
な
ら
な
い
)

o
A
M
E
N
I
T
Y

(地
域
住
民
の
た
め
の
環
境

整
備
)

ま
た
、
名
古
屋
二
環
に
お
け
る
東
北
部
の
位
置
付

け
と
し
て
は
、
名
古
屋
市
の
道
路
は
、
東
西
軸
の
広

小
路
通
と
南
北
軸
の
大
津
通
･
梅
ノ
木
通
そ
し
て
中

心
市
街
地
を
取
り
巻
く
名
古
屋
環
状
線
が
名
古
屋
の

骨
格
を
形
成
し
て
い
る
o

そ
の
外
郭
に
名
古
屋
の
景
観
基
本
軸
と
し
て
設
定

さ
れ
て
い
る
水
の
軸
で
あ
る
庄
内
川
、
緑
の
軸
で
あ

る
東
部
丘
陵
斜
面
の
緑
の
エ
ッ
ジ
が
形
成
さ
れ
て
お

り
、
名
古
屋
口
環
は
ま
さ
に
名
古
屋
市
の
外
郭
を
縫

う
よ
う
に
走
り
、
六
ヵ
所
の
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
の
性
格

を
有
し
て
お
り
、
特
に
東
北
部
に
位
置
す
る
上
社
J

C
は
、
日
本
の
大
動
脈
で
あ
る
東
名
高
速
道
路
の
名

古
屋
I
C
と
直
結
し
て
お
り
、
大
都
市
･
名
古
屋
の

東
の
ゲ
ー
ト
と
し
て
の
顔
づ
く
り
、
景
観
づ
く
り
が写真3 上社 J C T



必
要
で
あ
る
。

具
体
的
な
景
観
検
討
と
し
て
は
、
地
域
の
現
況
、

地
域
の
顔
を
踏
ま
え
つ
つ
、
道
路
植
栽
、
歩
道
橋
、

拡
壁
、
歩
道
、
ネ
ッ
ト
、
照
明
灯
等
の
施
設
に
つ
い

て
何
が
地
域
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。

七

地
域
と
の
つ
な
が
り

l

｢リ
ン
リ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
｣
の
発
行

愛
知
国
道
工
事
事
務
所
で
は
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

　
　

　
　

　
　

　

　
　　
　
　

　　
　
　

　
　　

　
　
　
　　
　
　

　

　　
　
　　
　
　
　

　
　
　　
　　

き
室
凄

“ゑ ケ
ー
シ
ョ
ン
を
保

つ
た
め

｢リ
ン
リ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
｣
を
平
成
二
年
以
来
定
期
的
に
年
四
回
(季

節
)
発
行
し
て
き
て
い
る
。

紙
面
内
容
は

｢口
環
の
事
業
状
況
｣
｢イ
ベ
ン
ト
情

報
＼
地
域
の
歴
史
･
文
化
｣
等
も
り
た
く
さ
ん
の
情

報
と
し
て
い
る
o

配
付
先
は
名
古
屋
□
環
の
通
過
市
町
村
に
約
六
〇

万
部
を
配
布
し
て
い
る
。

謡
ぶん

写真 4 リンリンコミュニケーション

2

｢サ
イ
ト
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
｣
に
よ
る
P
R

名
古
屋
□
環
に
つ
い
て
も
っ
と
も
っ
と
皆
様
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
平
成
三
年
一
〇
月
か
ら
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
p

こ
こ
で
は
女
性
に
よ
る
サ
イ
ト
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
が
、

二
環
に
関
す
る
こ
と
、
地
域
情
報
、
等
に
つ
い
て
P

R
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
に
、
地
域
の
学
生
、
自
治
会
報
道
関
係

者
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
、

地
域
と
二
環
現
場
と
の
交
流
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

"る
0八

、
あ
と
が
き

名
古
屋
n
環
の
計
画
概
要
、
事
業
経
緯
、
整
備
状

況
、
整
備
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等
に
つ
い
て
記
述
し

た
が
、
現
在
事
業
実
施
中
の
区
間
に
つ
い
て
は
早
期

供
用
に
向
け
て
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
る
区
間
に
つ

い
て
も
、
整
備
手
法
、
整
備
主
体
を
早
急
に
決
定
す

る
必
要
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
規
模
事
業
を
執
行
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
計
画
に
対
す
る
合
意
形
成
の
方
法
や

手
順
、
周
知
方
法
、
行
政
間
の
調
整
、
環
境
問
題
、

工
事
の
進
め
方
等
問
題
点
は
山
積
し
て
い
る
が
、
地

域
の
発
展
、
活
性
化
の
た
め
最
大
限
の
努
力
を
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

特集/大都市圏



一
は
じ
め
に

名
古
屋
圏
は
、
名
古
屋
市
を
中
心
に
半
径
一
五
i

二
〇
短
付
近
に
一
宮
、
小
牧
、
春
日
井
等
の
名
古
屋

市
と
強
い
結
び
付
き
を
も
っ
た
都
市
群
が
位
置
し
、

さ
ら
に
半
径
三
0
-
四
○
如
付
近
に
は
四
日
市
、
岐

阜
、
豊
田
と
い
っ
た
地
域
の
中
心
と
な
る
都
市
群
が

名
古
屋
市
か
ら
比
較
的
に
独
立
し
、
多
核
的
に
拡
が

っ
た
構
造
と
な

っ
て
い
る
o

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
、
名
古
屋

圏
は
、
世
界
的
な
産
業
技
術
中
枢
圏
域
た
る
に
ふ
さ

わ
し
い
高
次
都
市
機
能
の
集
積
を
図
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
第
二
束
名
･
名
神
高

速
道
路
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
中
部
新
国
際
空
港

等
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
、
今
後
、

東
西
交
通
の
要
、
国
際
機
能
の
分
担
拠
点
と
な
る
た

阜
、
美
濃
加
茂
、
瀬
戸
、
豊
田
市
等
の
諸
都
市
を
有

め
の
基
盤
整
備
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

勺
に
、

灯
し
、

.
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冒
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…
特
集
/
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備

松糞一
東
海
環
状
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
い
て

鋲松松繋…

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
道
路
計
画
第
一
課

轢

特
に
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
圏
域
内
の
諸
都
市

を
有
機
的
に
結
び
つ
け
、
一
つ
の
行
動
圏
域
と
し
て

い
く
上
で
、
圏
域
全
体
を
二
時
間
圏
域
と
す
る
た
め

の
自
動
車
専
用
道
路
網
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、

東
海
環
状
自
動
車
道
も
名
古
屋
圏
を
外
周
し
、
半
径

三
0
'
四
〇
面
に
位
置
す
る
地
域
の
中
心
都
市
を
連

絡
す
る
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
名
古
屋
圏
の
社
会

･
経
済
活
動
の
骨
格
を
形
成
す
る
こ
と
か
ら
早
期
整

備
が
望
ま
れ
て
い
る
o

二

東
海
環
状
自
動
車
道
の
地
域
の
概
要

東
海
環
状
自
動
車
道
は
、
名
古
屋
市
を
中
心
に
三

○
如
-
四
○
如
圏
に
位
置
す
る
四
日
市
へ
大
垣
、
岐

機
的
に
連
絡
し
、
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
、
東

海
北
陸
自
動
車
道
、
中
央
自
動
車
道
等
と
一
体
と
な

っ
て
、
環
伊
勢
湾
地
域
の
秩
序
あ
る
発
展
の
基
盤
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
延
長
約

一
六
〇
如
の
高
規
格
幹
線
道
路
で
あ
る
。

東
海
環
状
自
動
車
道
が
通
過
す
る
環
伊
勢
湾
地
域

(愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
)
は
、
人
ロ
、
面
積
で

概
ね
全
国
の
九
%
、
六
%
を
占
め
る

(表
1
)
地
域

で
あ
る
。
地
理
的
に
は
、
日
本
の
中
央
部
に
位
置
し
、

伊
勢
湾
を
と
り
ま
く
濃
尾
平
野
等
の
広
大
な
平
野
と

美
し
い
自
然
を
有
し
て
い
る
。
人
□
の
大
部
分
は
名

古
屋
圏
に
集
中
し
て
い
る
が
、
人
口
密
度
は
首
都
圏
、

近
畿
圏
の
三
分
の
一
-
三
分
の
二
で
あ
り
、
土
地
、

水
な
ど
の
開
発
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
開
発
余
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表 1 環伊勢湾地域 (愛知県、岐阜県、三重県) の人口に関する指標

区 分 単位
中 部 地 建 管 内

全 国
全国比翰
環伊勢湾
計/全国愛知県 岐阜県 三重県 環伊勢湾 静岡県 東海4県計 長野県

人 口 千人 6,69l 2 ,067 L 793 10 ,551 3,67l 14 ,222 2 ,157 123 ,611 8 , g6

面 積 km2 5,147 10 ,598 5 ,774 21,519 7,779 29 ,298 1,385 377 ,727 5 ,7 %

市街化区域内面積 km2 L 065 181 225 1,471
･ 433 l,904 116 13 ,672 10 ,8 %

人口集中地区面積 km2 803 171 162 1,141 334 l,525 159 11,732 9 .7 %

人口増加率(S 60 ~ H 2) % 3 .6 1,9 3 .6 3 ,O 2 .7 3 .0 0 .9 2 .l 142 ,9 %

人 口 密 度 人/kず 1,300 195 311 490 472 485 159 328 l49 .4 %

出典 ;人口 ･面積 ･人口集中地区面積 ･人口密度 ;平成 2年10月 1日国勢調査

市街化区域面積 ;平成 2年 3月31日都市計画年報

表2 経済活動別県内総生産

第 1次産業 第2次産業 第3次産業 県内総生産

愛 知 県 209 ,O
(0 .7 % )

12,957 .5
(46 .1% )

l4 ,944 .3
(53.3 % ) 27 ,278 .6

岐 阜 県 122 .8
(2 .0 % )

2 ,638 ,4
(42 ,7 % )

3,422 1
(55,3 % ) 5 ,961.7

三 重 県 175 ,6
(3 ,1% )

2 ,384 .7
(42 .9 % )

3,004 ,7
(54 .0 % ) 5 ,426 ,1

環伊勢湾地域 507 ,4
(1.35 % )

17 ,980 .6
(45 ,1% )

21,371.1
(53 .6 % ) 38 ,666 .4

全 国 9,226 .5
(2 .1% )

153,280 ,9
(35.0 % )

275 ,845.2
(62 ,9 % ) 483,352 ,6

(単位 : lo億)

出典 :地域経済要覧1992 経済企画庁調査局

注) 県内総生産は、 第 1 ~ 3 次産業の合計から輸入税その他帰属利

子を減じていたものである。

表3 工業出荷額の推移

力
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

産
業
構
造
に
つ
,い

て
み
る
と
、
環
伊
勢
湾
地
域
は
、

全
国
に
比
べ
て
就
業
者
数
、
総
生
産
額
と
も
第
二
次

産
業
の
比
率
が
高
く
、
逆
に
第
三
次
産
業
の
比
率
が

低
い
の
が
特
徴
で
あ
る
(表
2
)。

特
に
、
輸
送
機
械
を
中
心
と
し
た
製
造
品
出
荷
額

で
は
、
全
国
の
約
一
五
%
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
伸

び
に
つ
い
て
も
、
全
国
、
他
圏
域
と
比
べ
て
著
し
い
。

ま
た
、
伝
統
的
産
業
の
発
展
に
よ
る
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
、
航
空
･
宇
宙
産
業
の
集
積
も
高
く

｢産

業
技
術
の
中
枢
圏
域
｣
の
形
成
に
向
け
て
技
術
革
新

を
続
け
て
い
る
(表
3
、
表
4
)。

S ,55年 S .60年 H S .60/ S .55 H . 1 / S .60

製造品出荷額
(100万円)

シェア
(% )

製造品出荷額
(100万円)

シェア
(% )

製造品出荷額
(100万円)

シェア
(% )

製造品出荷額
伸び率 (% )

製造品出荷額
伸び率 (% )

環伊勢湾地域 28 ,059 ,697 l3 .2 38 ,048,663 l4 ,3 45 ,120 ,973 15 .1 35,6 18 .5

東 京 圏 62 ,690,904 29 .6 7676 ,299,480 28 ,8 81,318 ,718 27 ,2 21,7 6 .6

関 西 圏 40 ,506,693 19 .1 48 ,963,516 16 ,5 53 ,438 ,114 17 .9 20 .9 9,1

全 国 212 ,124,294 100 .0 265 ,320,551 100 ,0 298 ,893 ,142 l00 ,0 25 1 32.7

資料 :工業統計表

表4 ファインセラミックス、航空･宇宙産業
の製造品出荷額 (平成元年資料)

(単位 :百万円, % )

出 荷 額 対全国比

ファインセラミックス 130,004 50 ,7

航 空 ･ 宇 宙 438,324 55,8

資料 :工業統計調査報告 (各県)



東
海
環
状
自
動
車
道
周
辺
の
地
形
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
平
野
と
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
で
あ
り
、
地
形

的
に
開
発
が
可
能
な
地
域
で
あ
る
。

土
地
利
用
状
況
は
、
比
較
的
集
積
度
の
低
い
市
街

地
と
農
用
地
に
よ
っ
て
土
地
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、

市
街
地
の
集
積
度
の
高
い
土
地
利
用
が
可
能
で
あ
り
、

そ
の
他
地
域
も
地
域
開
発
の
可
能
性
の
高
い
地
域
が

多
い
。

ま
た
、
近
年
の
人
ロ
増
加
率
は
、
名
古
屋
市
か
ら

三
〇
ー
四
○
如
圏
域
の
周
辺
地
域
が
比
較
的
高
く
通

勤
流
動
に
つ
い
て
も
、
名
古
屋
市
が
中
心
と
は
な
っ

て
い
る
が
、
二
〇
万
人
-
三
〇
万
人
規
模
の
都
市
へ

の
通
勤
が
集
中
し
て
い
る
o

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
東
海
環
状
自
動
車
道
の
整

備
に
よ
り
、
周
辺
都
市
の
活
発
な
連
携
が
図
ら
れ
、

名
古
屋
市
と
は
あ
る
程
度
独
立
し
た
機
能
を
持
つ
、

新
た
な
都
市
圏
の
形
成

(東
海
環
状
都
市
帯
ゾ
ー
ン
)

が
期
待
さ
れ
る
。

三

東
海
環
状
自
動
車
道
の
計
画
概
要

区

間

三
重
県
四
日
市
市
-
愛
知
県
豊
田
市

延

長

一
六
〇
額

構
造
規
格

一
種
二
級

一
〇
〇
如
/
h

車
線
数

四
車
線

昭
和
五
七
･
五
八
年
度
に
東
海
環
状
都
市
帯
整
備

計
画
の
調
査

(国
土
、
建
設
、
通
産
、
運
輸
、
農
林
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図 1 東海環状自動車道
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の
五
省
庁
に
よ
る
)
を
実
施
し
、
東
海
環
状
自
動
車

広
域
幹
線
道
路
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
交
通
ネ
ッ

道
は
、
こ
の
整
備
計
画
を
推
進
す
る
上
で
最
も
重
要

ト
ワ
ー
ク
上
の
役
割
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
計
画
で
あ
る
と
位
置
付
け
さ
れ
た
。

昭
和
五
九
年
度
か
ら
、
大
規
模
事
業
計
画
調
査
と

し
て
、
全
区
間
の
調
査
を
進
め
た
が
、
総
延
長
約
一

六
0
m
に
及
ぶ
大
規
模
道
路
で
あ
る
た
め
沿
道
の
状

況
、
交
通
需
要
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
性
等
を
勘

案
し
、
｢四
日
市
市
-
北
勢
町
間
｣、
｢関
市
-
土
岐
市

間
｣、
｢瀬
戸
市
i
豊
田
市
間
｣
を
重
点
区
間
に
定
め

調
査
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
う
ち
、
岐
阜
県
内
の

｢関
市
-
土
岐
市
間
｣

に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
度
に
事
業
着
手
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
三
重
県
内
の

｢四
日
市
市
!
北

勢
町
間
｣
及
び
愛
知
県
内
の

｢瀬
戸
市
-
豊
田
市
間
｣

に
つ
い
て
も
平
成
二
年
度
よ
り
事
業
着
手
し
た
。

現
在
、
こ
の
重
点
区
間

(総
延
長
に
対
し
て
約
五

0
%
)
に
つ
い
て
用
地
買
収
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
事
業
化
区
間
以
外
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
調
査
を
進
め
、
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
(図
1
)。

四

東
海
環
状
自
動
車
道
の
栗
起
す
役
割

東
海
環
状
自
動
車
道
は
、
名
古
屋
市
を
中
心
に
三

○
-
四
○
顔
圏
に
位
置
す
る
諸
都
市
を
有
機
的
に
連

絡
し
、
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
と
一
体
と
な
っ

て
環
伊
勢
湾
地
域
の
秩
序
あ
る
発
展
の
基
盤
と
な
る

1

放
射
環
状
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

東
海
環
状
自
動
車
道
は
、
東
名
･
名
神
高
速
道
路
、

中
央
自
動
車
道
、
近
畿
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動

車
道
及
び
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
と
と
も
に
、

名
古
屋
都
市
圏
の
骨
格
と
な
る
道
路
で
あ
り
、
こ
れ

ら
と
の
有
機
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
放
射
状
の
主

要
幹
線
道
路
を
相
互
に
連
絡
し
、
放
射
環
状
型
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
役
割
を
有
す
る
。

2

通
過
交
通
の
排
除
機
能
、
交
通
機
能
の
純
化
機

能名
古
屋
都
市
圏
は
、
首
都
圏
、
近
畿
圏
を
結
ぶ
動

線
上
に
あ
り
、
ま
た
、
域
内
的
に
も
臨
海
、
内
陸
の

産
業
拠
点
を
抱
え
、
現
状
の
道
路
は
非
常
に
過
密
化

し
た
状
態
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
名
古
屋
環
状
二

号
線
な
ど
と
と
も
に
、
名
古
屋
都
市
圏
に
お
け
る
放

射
環
状
の
都
市
構
造
を
強
化
す
る
役
割
を
有
す
る
。

3

多
核
重
層
都
市
圏
の
形
成
(都
市
間
連
絡
機
能
)

名
古
屋
市
を
中
心
と
す
る
周
辺
核
都
市
を
有
機
的

に
連
絡
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
核
都
市
を
育
成
し
環
状

都
市
地
域
を
一
体
･的
に
か
つ
計
画
的
に
整
備
し
て
い

く
役
割
を
持
っ
て
い
る
o

五

お
わ
り
に

以
上
の
と
お
り
東
海
環
状
自
動
車
道
に
つ
い
て
の

概
要
を
記
し
た
が
、
愛
知
･
岐
阜
･
三
重
並
び
に
名

古
屋
市
に
お
け
る
名
古
屋
圏
は
、
世
界
的
な
産
業
技

術
の
中
枢
圏
域
を
形
成
し
、
諸
都
市
相
互
の
連
携
を

強
化
し
き
研
究
開
発
機
能
の
集
積
、
情
報
機
能
の
拡

充
及
び
交
通
機
能
の
強
化
に
よ
り
新
素
材
の
開
発
、

既
存
産
業
の
技
術
集
約
化
な
ど
産
業
の
一
層
の
高
度

化
が
図
れ
る
東
海
環
状
自
動
車
道
及
び
こ
れ
を
補
完

す
る
道
路
網
の
整
備
と
合
わ
せ
て
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
も
の
で
あ

"る
0

特集/大都市圏環状道路の



は
じ
め
に

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
は
、
｢多
極

分
散
型
国
土
形
成
｣
の
基
盤
施
設
と
し
て
高
規
格
幹

線
道
路
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
近
畿
管
内
の
高

規
格
幹
線
道
路
は
、
約
一
、
五
七
〇
蝿
に
及
び
、
現

在
、
約
七
〇
〇
如
を
供
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
国
土

軸
の
骨
格
を
形
成
す
る
第
二
名
神
、
山
陽
自
動
車
道

お
よ
び
近
畿
圏
各
地
の
交
流
を
強
化
す
る
近
畿
自
動

車
道
紀
勢
線
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
、
北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道
等
を
鋭
意
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
京
奈
和
自
動
車
道
は
、
京
阪
神

都
市
圏
の
外
郭
を
環
状
方
向
に
結
び
、
京
阪
神
都
市

圏
自
動
車
専
用
道
路
網
の
骨
格
を
形
成
す
る
重
要
な

高
規
格
幹
線
道
路
で
あ
る
。
京
都
市
を
起
点
と
し
奈

良
市
を
経
て
和
歌
山
市
に
至
る
総
延
長
約

三

一○
如

の
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
を
進

め
て
お
り
、
一
般
国
道
二
四
号
の
機
能
強
化
に
資
す

る
も
の
で
あ
る

(図
1
)
。

こ
の
京
奈
和
自
動
車
道
の
整
備
は
、
建
設
省
、
日

本
道
路
公
団
に
よ
り
、
緊
急
度
の
高
い
区
間
か
ら
順

次
事
業
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在

事
業
中
の
区
間
は
、
京
奈
道
路
β
=
一
七
･
0
如
(日

本
道
路
公
団
、
建
設
省
)、大
和
御
所
道
路
β
…
二
七

･
二
師
(建
設
省
)、五
条
道
路
@
=
七
･
九
畑
(建
設

省
)、
橋
本
道
路
β
=
二

･
三
如
(建
設
省
)
の
合
計

8
=
六
三
･
四
皿
約
五
三
%
で
あ
り
、
う
ち
京
奈
道

路
区
間
の
=
九
如
、
約
八
%
は
日
本
道
路
公
団
の
一

般
有
料
道
路
と
し
て
供
用
中
で
あ
る
(図
2
)。
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"
特
集
/
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備

鑽ぷ

一
廉
森
和
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
い
て

滋滋滋◇

建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
-
課
長

[屏
を立

鍬徹勝

…

一
京
奈
道
路

ー

事
業
の
概
要

京
奈
道
路
は
、
京
都
府
城
陽
市
寺
田
の
一
般
国
道

二
四
号

(大
久
保
バ
イ
パ
ス
)
と
京
都
府
相
楽
郡
木

津
町
の
同
国
道

(奈
良
バ
イ
パ
ス
)
と
を
結
び
、
現

道
の
交
通
混
雑
の
暖
和
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
た

自
動
車
専
用
道
路
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
起
点
か
ら
山

田
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の

一
四

･
○
如
を
日

本
道
路
公
団
が
、
山
田
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

終
点
ま
で
の
三
･
0
蝋
を
建
設
省
が
施
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
道
路
は
、
京
阪
奈
丘
陵
に
二
一
世
紀
初

頭
概
成
を
目
指
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

｢関

西
文
化
学
術
研
究
都
市
｣
と
各
地
を
連
絡
す
る
幹
線
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図2 京奈和自動車道の概要



建設省施行区間 L = 3.okm　　
　

　　

　

L

壽

間

ー

　

(大里)

　
図 3 京奈道路位置図

精華学研 I C ‘〉

霊　

道
路
網
の
一
環
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
、
京
都
府

南
部
地
域
の
開
発
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
(図
3
)。

(計
画
緒
元
)

事
業
区
間

目
…
京
都
府
城
陽
市
寺
田

至
…京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
市
坂

道
路
延
長

一
七
･
0
如

構
造
規
格

第
三
種
第
一級
(城
陽
ー
田
辺
北
延
長
一

･
六
@

第
一
種
第
三
級

(田
辺
北
以
南
)

設
計
速
度

八
○
如
/
H

車
線
中
員
お
よ
び
車
線
数

三
･
五
m
x
四
車
線

(暫
定
二
車
線
)

標
準
中
員

ニ
ニ
･
o
m

2

計
画
の
経
緯

都
市
計
画
決
定

事
業
許
可

昭
和
五
六
年
二

月

昭
和
五
八
年

六
月

(日
本
道

路
公
団
施
行
区
間
)

昭
和
六
三
年

四
月

(直
轄
施

行
区
間
)

事
業
化

3

路
線
の
概
要

路
線
は
、
京
都
府
の
一
市
三
町

(城
陽
市
、
田
辺

町
、
木
津
町
お
よ
び
精
華
町
)
を
通
過
し
て
お
り
、

大
久
保
バ
イ
パ
ス
と
接
続
す
る
城
陽
市
を
起
点
と
し

て
、
す
ぐ
に
一
級
河
川
の
木
津
川
を
橋
梁

(延
長
四

三
0
m
)
で
横
過
し
た
の
ち
、
府
道
八
幡
木
津
線
と

交
差

(田
辺
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)
し
、
田
辺
町

を
南
進
し
て
一
般
国
道
三
〇
七
号
と
連
絡

(田
辺
西

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)
す
る
。
さ
ら
に
南
進
し
て
精

華
町
に
入
り
町
道
僧
坊
旭
線
と
連
絡

(精
華
下
狛
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)
し
た
あ
と
、
関
西
文
化
学
術
研

究
都
市
の
開
発
に
合
わ
せ
て
設
置
予
定
の
精
華
学
研

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
経
て
木
津
町
の
西
端
を
通
過

し
、
再
び
精
華
町
に
入
っ
て
一
般
国
道
一
六
三
号
に

取
り
付
く

(山
田
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)
ま
で
の

一
四

･
0
如
と
な

っ
て
い
る
。

更
に
、
一
般
国
道
一
六
三
号
以
南
は
、
再
び
木
津

町
の
西
端
を
住
宅
･
都
市
整
備
公
団
が
開
発
中
の
平

城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
か
す
め
一
般
国
道
二
四
号
に
取

り
付
く
ま
で
三

･
0
如
と
な
っ
て
い
る
。

4

事
業
の
進
捗
状
況

京
奈
道
路
は
、
城
陽
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
、

田
辺
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
五

･
一
如
は
、
昭
和

六
三
年
一
〇
月
開
催
の
京
都
国
体
秋
季
大
会
に
合
わ

せ
供
用
を
行
っ
た
。
な
お
、
当
区
間
の
田
辺
北
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
以
北
で
は
、
車
道
と
分
離
併
設
の
幅

員
三
m
の
自
歩
道
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
区

間
は
施
工
性
、
交
通
需
要
を
考
慮
し
、
四
車
線
の
完

成
断
面
で
施
工
し
て
い
る
。

続
く
、
田
辺
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
精
華
下

日本道路公団施行区間 L = 14.okm



狛
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
β
1
三

･
九
虹
は
平
成
三

年

三

一月
に
供
用
し
て
い
る
o

写真 3 田辺町の茶摘み

残
る
精
華
下
狛
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
山
田
川

写真4 京奈道路山田川ICより南を望む

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収
を

完
了
し
、
全
区
間
に
渡
り
工
事
中
で
あ
り
、
平
成
四

年
度
の
開
通
に
向
け
て
鋭
意
工
事
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
o

ま
た
、
直
轄
で
事
業
を
進
め
て
い
る
山
田
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
終
点
部
の
市
坂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
間
に
つ
い
て
も
用
地
買
収
を
促
進
し
て
い
る
。

京奈道路田辺西 IC 付近

を
写真2 京奈道路精華町工事状況

特集/大都市圏環状道路の整備



5

通
過
地
域
の
概
要

路
線
が
通
過
す
る
沿
線
一
市
三
町
は
、
い
ず
れ
も

歴
史
が
古
く
、
早
く
か
ら
文
化
が
開
け
た
地
域
で
あ

る
と
と
も
に
、
近
年
は
大
阪
、
京
都
、
奈
良
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
化
し
て
宅
地
開
発
が
進
み
急
激
な
都
市

化
が
進
行
し
て
い
る
o

一
方
、
産
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
近
年

ま
で
純
農
村
と
し
て
推
移
し
て
き
た
が
、
都
市
化
の

波
に
の
り
農
業
人
ロ
の
減
少
と
と
も
に
、
都
市
近
郊

型
農
業
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
。

地
場
産
業
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
城
陽
市
の

金
銀
糸
の
生
産
高
は
全
国
の
約
七
○
%
を
占
め
、
田

辺
町
は
玉
露
茶
の
産
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

ま
た
、
田
辺
町
、
精
華
町
お
よ
び
木
津
町
は
、
関

西
文
化
学
術
研
究
都
市
構
想
の
｢文
化
学
術
研
究
地

近
年
、
大
和
平
野
の
産
業
の
振
興
、
宅
地
化
の
進

展
等
に
よ
り
自
動
車
交
通
の
増
加
が
著
し
く
、
慢
性

的
な
渋
滞
が
生
じ
、
道
路
が
本
来
受
け
持
つ
機
能
が

損
な
わ
れ
、
都
市
活
動
を
妨
げ
る
状
況
に
な
っ
て
い

る
-0こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
現
在
整
備
が
進
ん

で
い
る
東
西
方
向
の
幹
線
道
路
と
広
域
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
対
象
地
域
に
高
速
性
を
有
す
る

質
の
高
い
道
路
交
通
を
確
保
し
、
橿
原
市
･
大
和
高

田
市
･
御
所
市
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
道
路
混
雑

解
消
、
交
通
機
能
の
向
上
、
地
域
環
境
の
改
善
地
域

の
活
性
化
等
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

(図
4
)。

(計
画
諸
元
)

事
業
区
間

目
…
奈
良
県
大
和
郡
山
市
伊
豆
七
条
町

至
“
奈
良
県
五
条
市
居
億
町

道
路
延
長

二
七
･
二
蝿

(内
大
和
区
間
一
三
･
八

如
、
御
所
区
間
一
三
･
四
畑
)

r
=
｣
①
‐
の
対
日

せ
=
]
①
‐
の
対
日

構
造
規
格

第
一
種
第
二
級

設
計
速
度

一
〇
0
m
/
H

車
線
中
員
お
よ
び
車
線
数

三
･
五
m
×
四
車
線

(御
所
区
間
、
暫
定
二
車
線
)

覇

、

′

.リ
,ふ
ま
,-!-し
こ

は

　
　

　

　

　　　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

図4 大和 ･御所道路位置図

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

二

六
和
･
御
所
道
路

1

事
業
の
概
要

車
道
名
古
屋
大
阪
線

(西
名
阪
自
動
車
道
)
を
起
点

と
し
、
一
般
国
道
一
六
五
号
の
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス

と
直
結
し
、
既
に
事
業
中
の
五
条
道
路
と
結
ぶ
も
の

で
あ
る
。



標
準
中
員

ニ
ニ
･
o
m

2

計
画
の
経
緯

基
本
計
画
決
定

平
成
元
年
八
月

都
市
計
画
決
定

平
成
三
年
七
月

(御
所
区
間
)

整
備
計
画
決
定

平
成
三
年
一
二
月
(御
所
区
間
)

事
業
化

平
成
四
年
度

3

路
線
の
概
要

大
和
･
御
所
道
路
は
、
西
名
阪
自
動
車
道
郡
山
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
起
点
と
し
、
奈
良
県
中
部
の
中

心
都
市
で
あ
る
大
和
都
山
市
、
橿
原
市
、
御
所
市
を

含
む
六
市
三
町
を
南
北
に
通
過
し
、
五
條
道
路
の
起

点
で
あ
る

(仮
称
)
五
條
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

至
る
道
路
で
あ
る
。

こ
の
内
、
一
般
国
道
一
六
五
号
大
和
高
田
バ
イ
パ

ス
と
の
交
差
地
点

(仮
称
)
橿
原
大
和
高
田
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
を
境
と
し
て
北
側
を
大
和
区
間
、
南
側
を

御
所
区
間
と
分
け
て
い
る
。

大
和
区
間
で
は
、
現
在
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

一
般
国
道
二
四
号
橿
原
バ
イ
パ
ス
(W
=
三
八
m
)
の

中
央
部
に
導
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
御
所
区
間
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
路
線
と
し
て
計
画
さ
れ

(仮
称
)

橿
原
･
大
和
高
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
一
般
国

道
三
〇
九
号
交
差
地
点

(仮
称
)
御
所
南
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
は
、
一
般
道
路

(二
車
線
)
を
併
設

し
て
い
る
。

4

事
業
の
進
捗
状
況

平
成
四
年
度
に
事
業
着
手
し
た
道
路
で
あ
り
、
都

市
計
画
決
定
済
の
御
所
区
間
は
、
今
後
、
地
元
説
明

会
、
路
線
測
量
等
に
入
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

一
方
、
大
和
平
野
を
通
過
す
る
区
間
に
つ
い
て
は
、

沿
道
地
域
の
耳
成
山
、
香
具
山
、
畝
傍
山
の
大
和
三

　　
　　

"など
ン

レ
ノ
き

写真6 大和 ･御所道路(仮)橿原 ･大和高田ジャクション
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山
等
歴
史
的
風
土
と
調
和
し
た
環
境
形
成
を
図
る
た

め
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
を
総
合
的
に
検
討
し
、
景
観
デ

ザ
イ
ン
の
基
本
理
念
、
基
本
方
針
か
ら
、
特
に
高
架
橋
、

緑
地
計
画
等
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
ま
と
め
、

構
造
決
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
を
予
定
し
て
い

　
　　

引
き
手
、
三
宅
町
を
中
心
と
し
た
ス
キ
ー
靴
な
ど
が

大
き
な
全
国
シ
ェ
ア
-
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
伝
統
産
業
な
ど
地
域
独
特
の
産
業
と
し
て

奈
良
筆
、
奈
良
墨
、
三
輪
素
麺
、
奈
良
漬
、
吉
野
葛

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

和
･
御
所
道
路
と
橋
本
道
路
を
連
結
す
る
。
南
北
方

向
の
幹
線
道
路
で
あ
る
一
般
国
道
二
四
号
の
五
條
市

内
は
、
交
通
量
が
著
し
く
増
加
し
、
渋
滞
が
慢
性
的

と
な
り
、
道
路
本
来
の
機
能
の
低
下
が
目
立
っ
て
い

る
。
ま
た
、
南
和
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
た
イ
ン

テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
工
業
団
地

｢
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ら
｣

等
の
開
発
に
よ
り
一
層
活
性
化
に
向
か
っ
て
拍
車
が

か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
打
開
を
図
る
う
え
か
ら
も
橋

三

五
條
道
路

5

通
過
地
域
の
概
要

路
線
が
通
過
す
る
沿
線
六
市
三
町
は
、
大
和
平
野

の
中
央
部
に
位
置
し
、
い
ず
れ
も
歴
史
が
古
く
、
早

く
か
ら
文
化
が
開
け
、
日
本
の
中
心
地
で
あ
っ
た
地

域
で
あ
る
。

大
和
平
野
に
は
、
平
城
京
跡
、
藤
原
京
跡
、
橿
原

神
宮
、
明
日
香
村
、
斑
鳩
の
里
に
代
表
さ
れ
る
歴
史

的
風
土
を
備
え
て
い
る
反
面
、
大
阪
か
ら
の
通
勤
一

時
間
圏
域
と
し
て
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進
み
、
｢人
口

の
集
中
｣
が
起
き
つ
つ
あ
り
、
過
去
と
現
在
と
が
入

り
ま
じ
っ
た
地
域
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
o

ま
た
、
か
つ
て
の
都
を
結
ぶ
大
和
の
古
道
は
、
山

辺
の
道
を
始
め
上
ツ
道
、
中
ツ
道
、
下
ツ
道
の
南
北

縦
貫
道
路
お
よ
び
東
西
を
横
断
す
る
横
大
路
に
代
表

さ
れ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
古
道
の
中
に
将
来
の

｢な

ら
の
み
ち
｣
づ
く
り
を
め
ざ
す
京
奈
和
自
動
車
道
が

計
画
さ
れ
て
い
る
o

地
域
の
代
表
的
地
場
産
業
は
、
大
和
郡
山
市
の
金

魚
養
殖
業
、
橿
原
市
の
革
ボ
タ
ン
、
天
理
市
の
襖
の

事
業
の
概
要

五
條
道
路
は
、
五
條
市
の
北
西
部
を
通
過
し
、
大

･

せ
=
q
･
①
対
日

　

　

㈱

"

　

　
　雄

、、
、“

学
会
)
%

。こ
げ
斑
薄

う

　
　
　
　

五
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図5 五條道路位置図
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本
道
路
、
大
和
･
御
所
道
路
と
一
体
的
に
整
備
を
図

る
延
長
七
･
九
畑
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
。

り
、
東
西
幹
線
道
路
と
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
、
交
通
混
雑
の
解
消
、
交
通
機
能
の
向
上
、

地
域
環
境
の
改
善
、
地
域
の
活
性
化
等
に
寄
与
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
(図
5
)。

(計
画
諸
元
)

事
業
区
間

目
…
奈
良
県
五
條
市
居
傳
町

至
…
奈
良
県
五
條
市
畑
田
町

道
路
延
長

七
･
九
虹

構
造
規
格

第
一
種
第
二
級

設
計
速
度

一
〇
〇
虹
/
H

車
線
中
員
お
よ
び
車
線
数

三
･
五
m
x
四
車
線

(暫
定
二
車
線
)

標
準
中
員

ニ
ニ
･
o
m

2

計
画
の
経
緯

事

業

化

昭
和
四
八
年
度

都
市
計
画
決
定

昭
和
六
二
年
二
月

基
本
計
画
決
定

平
成
元
年
八
月

整
備
計
画
決
定

平
成
元
年
八
月

都
市
計
画
変
更

平
成
三
年
一
月

3

路
線
の
概
要

五
條
道
路
は
、
五
條
市
居
傳
町
の
大
和
･
御
所
道

路
の
終
点
を
起
点
と
し
、
五
條
市
街
地
を
避
け
、
金

剛
･
和
泉
山
系
の
裾
野
を
通
っ
て
和
歌
山
県
境
に
至

4

事
業
の
進
捗
状
況

昭
和
四
八
年
度
に
一
般
国
道
二
四
号
の
五
條
バ
イ

パ
ス
と
し
て
事
業
化
を
行
っ
て
き
た
が
、
平
成
元
年

度
か
ら
高
規
格
幹
線
道
路
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
五
條

道
路
と
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

5

通
過
地
域
の
概
要

五
條
市
は
、
北
に
金
剛
･
和
泉
山
系
、
南
に
吉
野

連
山
を
控
え
、
木
材
の
集
散
地
と
し
て
大
い
に
さ
か

え
て
き
た
。
五
條
市
は
、
県
下
で
七
番
目
の
市
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
近
代
化
の
バ
ネ
と
し
て

｢南

和
モ
デ
ル
定
住
圏
計
画
＼
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
･
な
ら
L

の
開
発
と

｢京
奈
和
自
動
車
道
、
五
條
道
路
｣
の
完

成
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

四

橋
本
道
路

-

事
業
の
概
要

橋
本
道
路
は
、
五
條
道
路
と
の
接
続
点
で
あ
る
奈

良
･和
歌
山
県
境
を
起
点
と
し
、
伊
都
郡
高
野
ロ
町
(都

市
計
画
道
路
で
接
続
)
を
結
び
、
一
般
国
道
二
四
号

の
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
る
と
と
も
に
当
地
域
西
部

に
お
い
て
計
画
さ
れ
て
い
る
南
麓
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
計
画
を
始
め
と
す
る
種
々
の
開
発
事
業
等
地
域
整
･

備
に
伴
い
発
生
す
る
新
た
な
交
通
需
要
に
対
応
し
、

　
　

　

　　
　

　

　

搬
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地
域
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

(図
6
)。

(計
画
諸
元
)

事
業
区
間

目
…
和
歌
山
県
橋
本
市
隅
田
町
真
土

至
…
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
ロ
町
大
野

道
路
延
長

=

･
三
如

構
造
規
格

第
一
種
第
二
級

設
計
速
度

一
〇
〇
畑
/
H

車
線
中
員
お
よ
び
車
線
数

三
･
五
m
x
四
車
線

(暫
定
二
車
線
)

標
準
中
員

ニ
ニ
･
o
m

2

計
画
の
経
緯

都
市
計
画
決
定

昭
和
六
一
年
一
〇
月

(橋
本
バ
イ
パ
ス
)

都
市
計
画
変
更

平
成
元
年
四
月

(橋
本
道
路
)

基
本
計
画
決
定

平
成
元
年
八
月

整
備
計
画
決
定

,平
成
元
年
八
月

事

業

化

平
成
元
年
度

3

路
線
の
概
要

五
條
道
路
の
接
続
点
を
起
点
と
し
、
国
道
二
四
号

に
並
行
し
、
橋
本
市
隅
田
地
区
で
都
市
計
画
道
路
三

石
古
垂
井
線
と
接
続
(橋
本
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)。

そ
の
後
、
丘
陵
地
の
山
裾
沿
い
に
西
へ
向
か
い
、
橋
本

市
東
家
で
国
道
三
七
一
号
バ
イ
パ
ス
を
接
続

(橋
本

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)
す
る
。
更
に
二
四
号
に
並
行

し
て
、
山
裾
沿
い
を
進
み
、
高
野
ロ
町
大
野
で
都
市

計
画
道
路
大
野
下
中
線
と
接
続

(高
野
ロ
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
)
す
る
。

4

事
業
の
進
捗
状
況

橋
本
道
路
は
、
昭
和
六
一
年
当
初
一
般
国
道
二
四

号
バ
イ
パ
ス
と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、

高
規
格
幹
線
道
路
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

第
一
種
第
二
級

(自
動
車
専
用
道
路
)
に
計
画
変
更

(I
C
の
統
合
及
び
設
計
速
度
の
変
更
等
)を
行
う
た

め
に
地
元
関
係
者
及
び
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
合

意
形
成
を
図
っ
た
。

現
在
、
事
業
は
、
地
元
設
計
協
議
を
行
い
、
用
地

買
収
を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

5

地
域
の
概
要

路
線
が
通
過
す
る
橋
本
市
、
高
野
ロ
町
は
、
和
歌

山
県
、
東
北
端
紀
伊
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

第
四
の
都
市
で
あ
る
橋
本
市
を
中
心
都
市
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
鉄
鋼
、
繊
維
不
況

の
影
響
に
よ
る
活
力
の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
の
活
性
化
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
紀
の
川
右
岸
の
丘
陵
地
に
は
和
歌
山
都

市
圏
は
も
と
よ
り
、
大
阪
の
通
勤
圏
の
拡
大
に
伴
う

住
宅
地
と
し
て
、
南
海
橋
本
林
間
田
園
都
市
な
ど
の

写真8 富有柿の収穫

へ方〉K然̂〉ゞ

でこ
み
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開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
当
地
域
は
、
日
本
有
数
の
富
有
柿
の
産
地

で
あ
り
、
紀
の
川
両
岸
の
丘
陵
地
に
広
く
栽
培
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
昔
な
が
ら
の
手
作
業
で
、
真
竹
、

天
竹
、
高
野
竹
を
使
い
、
一
本
一
本
丹
精
込
め
て
つ

く
ら
れ
る

｢
へ
ら
竿
｣
は
、
全
国
の
シ
ェ
ア
の
九
〇

%
を
占
め
る
程
で
太
公
望
た
ち
の
垂
涎
の
的
で
あ
る
。

お
わ
り
に

京
奈
和
自
動
車
道
の
整
備
状
況
は
本
年
度
で
よ
う

や
く
半
分
の
区
間
で
事
業
中
と
な
っ
た
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
の
区
間
は
工
事
着
手
に
至
っ
て
い
な
い
現
状

で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
併
行
す
る
一
般
国
道
二
四

号
の
交
通
混
雑
を
緩
和
し
、
沿
道
地
域
の
開
発
を
支

援
す
る
本
道
路
の
早
期
整
備
の
要
望
、
要
請
は
非
常

に
強
い
。

今
後
は
沿
道
地
域
の
皆
様
の
御
理
解
、
御
協
力
を

得
て
、
一
層
の
事
業
促
進
に
努
め
、
一
日
も
早
く
事

本
誌
は
、
平
成
二
年
四
月
の
創
刊
以
来
、
皆
様
の
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
、
誌
面
の
な
お
一
層
の
充
実
の
た
め
、
読
者
の
皆
様
方
か
ら
の
原
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

日
頃
道
路
･
道
路
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
現
場
か
ら
の
生
の
話
題
、
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
、
海
外
へ
の
出
張
報
告
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
立
場
か
ら
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
び
、

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
ー
一
〇
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

奮
っ
て
の
御
応
募
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
投
稿
原
稿
の
採
否
、
掲
載
号
、
送
り
ガ
ナ
等
文
章
表
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務

局
に
御
一
任
下
さ
い
。
掲
載
原
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
℃

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

て
い
る
。

宛
先

〒
一
〇
〇

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
ニ
ー
一
-
三

建
設
省
道
路
局
路
政
課
内

｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
事
務
局

特集/大都市圏環状道路の整備



一
は
じ
め
に

大
阪
湾
沿
岸
地
域
は
、
古
代
難
波
滓
の
時
代
か
ら

水
陸
交
通
の
結
節
点
と
し
て
栄
え
た
土
地
で
あ
る
。

近
代
に
な
っ
て
も
、
こ
う
し
た
歴
史
的
な
集
積
を
核

と
し
て
、
新
た
に
必
要
な
用
地
を
水
面
の
埋
立
て
に

よ
っ
て
確
保
す
る
こ
と
で
、
た
ゆ
ま
ぬ
発
展
を
続
け

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
埋
立
て
は
現
在
も
続
い
て
お

り
、
最
近
二
〇
年
間
で
五
、
0
0
0
齦
を
越
え
る
用

地
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
今
日
で
は
、

そ
れ
ら
が
連
担
し
、
大
阪
湾
全
体
が
あ
た
か
も
一
つ

の
巨
大
な
港
と
し
て
京
阪
神
都
市
圏
の
交
通
や
交
流

の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
こ
う
し
た
埋
立
て
は
進
め
ら
れ
、
全
て
の

計
画
が
完
成
す
る
と
そ
の
面
積
は
約
七
、
四
〇
0
m

に
も
達
す
る
。
さ
ら
に
、
泉
州
沖
に
は
、
我
が
国
初

の
二
四
時
間
運
用
空
港
で
あ
る
関
西
国
際
空
港
が
建

設
さ
れ
る
な
ど
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
大
き
な
飛
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
湾
岸
地
域
の
こ
う
し
た
機
能
は
、
当
然
、

周
辺
に
大
量
の
交
通
を
発
生
集
中
さ
せ
る
こ
と
と
な

り
、
こ
の
結
果
、
す
で
に
高
密
度
に
都
市
機
能
が
集

積
し
た
内
陸
部
へ
の
交
通
流
入
が
増
大
し
、
大
き
な

支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
既
存
の
道
路

の
交
通
混
雑
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
湾
岸
地
域
に

高
度
な
都
市
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
さ
ら
に
は
関
西
国

際
空
港
と
本
四
連
絡
橋

(明
石
海
峡
大
橋
)
を
連
絡

す
る
大
阪
湾
岸
道
路
が
、
湾
岸
地
域
、
ひ
い
て
は
京

阪
神
都
市
圏
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る

(図
1
)。

ち
6
0
6
つ
6
0
6
0
6
つ
乙
つ
6
0
乙
?
6
り
6
つ
6
0
6
0
6
?
0
?
れけ
メ
U?
0
r̂
g
ゑ
〉

…
特
集
/
夫
都
南
圏
環
状
道
路
の
整
備

…"
穴
廳
湾
岸
週
幡
◎
整
備
状
況
鑑
つ
い
で

総鑽黛◇o

阪
神
高
速
道
路
公
団
計
画
部
計
画
第
一
課

山
内

幸
格

ぷ沁

三

計
画
の
経
緯

大
阪
湾
岸
道
路
の
計
画
は
、
昭
和
四
三
年
、
建
設

省
の
｢大
都
市
周
辺
等
幹
線
道
路
網
整
備
計
画
調
査
｣

か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
四
〇
年
の
大
阪
市
港
湾

局
に
よ
る
南
港
と
都
市
計
画
道
路
築
港
深
江
線
を
結

ぶ
南
港
連
絡
橋
の
検
討
、
四
一
年
か
ら
の

｢阪
神
地

区
幹
線
道
路
協
議
会
｣
に
よ
る
湾
岸
道
路
の
予
備
検

討
等
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

事
業
は
、
昭
和
四
五
年
七
月
に
南
港
連
絡
橋

(現

港
大
橋
)
に
お
い
て
初
め
て
着
手
さ
れ
、
こ
の
年
か

ら
湾
岸
道
路
計
画
が
、
建
設
省
の
｢大
規
模
特
殊
事

業
調
査
｣
と
し
て
本
格
的
に
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

第
二
期
計
画
で
は
、
昭
和
五
一
年
二
月
、
大
阪
市
住

之
江
区
南
港
東
i
堺
市
出
島
西
町
間
九
･
一
畑
が
都
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埋 立 計 画 面 積

大 阪 湾 ⑨る わ 面川令6' 名 称 面接(m) 名 称 両損ゆる)
-西脇内髯導も由 70 1◆熨窮岸梍区 66 5↓鼡1第区(小松地区)) 47
2西艶笑1工区 38 20北煌マリーナ地区 = Q-泉北6区(鱒松鼬園) -23
3西鵠鉾2工区 l9 カー此花北地区 224 越寒北7区(“見地医)) 95
‘西筋芸3工区 47 忍批准而炮区 39- “不“花地区 l75
5奪略娘顫 74 "大眩覇を 628 @序秒田は毎工業地 6I
6頁邸狭1工区 99 き萬尾北埠顫 88 栂阪南 1区 85
!、文部執2工匠 90 鷁蘭花中埠頭 80 心蝮糖 2 区 I08
6文錦繁3工区 =7 8皹セ薊耳課 -39 ⑭鍍蘭 3 区 l4
9又錆拭4工区 '4I 君 th 2 区 433 ⑭蝮閉 4 区 l22
l0不一rアイうント 436 独研 3 区 36 建抵利 S 区 52
m罫五,方義夏物面 32 霧枡 4 区 49 ‘砂鈑蘭 6 区 78
な六甲アイランド 580 滲糊 5 区 293 ⑰泉佐野埋立 =5
-1戸駐兵地区 l?5 “叺 6 区 208 ⑭翁 為 320
壽戸凪仲地区 は7 ]と明 7 区 533 @間西国庫空是 -200
-;西宮掟区 -50 31蒸 1t f区 65l

‘6甲子園柁巳 80 “宍北 2 区 2O
‘'増尾地区 I43 js強北 3 区 20
鴫大助旋区 36 5G裁丁と 4 区 78

図 1 大阪湾岸道路と埋立地

表 1 大阪湾岸道路の計画の経緯

南 町 区 域 (如) ゑ増 川増野隠匿準闘 鶏炉 l 門中野声門鴨だき れ秀野

地 名

考

泉大
事

1 沁. 総 覧 国

灘 霧栞娩奪 蔑
-離

' “ “ '' “ .
援 季罐

l 葉栗
n 区 区
等 菟炙
ミ 町 円

区 間 延 長 (厩) 17･1 6,9 ]○メー 】,9 1.8 3.2
- 4.3 6‐8 2‐7畔率1 M ｢

都 市 計 画 決 定 61.】,31 67,]2.8 . 51.2.6 4蝮3.30 5ね ,M J l 6325

路 糘 認 定
(ロ劼卓専用道路の指定)

45.6.1ぐ市道X45,6.1) I
SI.3.ls(府地X

. ‐
謎森ID

ー

54,3,;8(府遊)僕4,4.6) 55JO.2(市道)(55,L･Lo･“)

6‐12‐1双g県道)(66,13,18)
f･ I

、58,‘‘乾く府県nt){58,4 ,あす
･

61.･l･;;×府県道XG1.6.17) 虱仇7{市遺)鱒,8101.･ .･

教本計画の指示 6l,8,残｣ ‘ 良き,4.翌3 SI.3,16 45.6,l“4,4,6 56,2.6 67.】,6 58,4.23 岬】.捉り) 虱樹｣ ‘ ÷: ‐J ･ ･
＼星辿u 8(中島

･ ･ ･ ÷
ンプ)

:‐‐･÷

工事実施計画書の認可
61,n.2H 68,R.31 51.3,29 45 6.街5l,フ,l3 66,2,23-Z蕁多5 673‐9‐ 60,9ゆく用地) 662 23{樅地) 一入乾L･ ‘ ･- -･･く用地ゞ

豊7話.256
--‘‐ ‘
認熟議9槐

J℃
62JO.2 製.会計山里

々 -‘

(工事)-工副 い洋) (工事)--→土船 f
都市計園事業承認 ･ 62,l,6 . 69.2,25 . 63.3,I4 46,u.l5 55 2.%｣“‐34 巍).4,4 鷁2.庁議熟議野イー‘ "霊･ J ‘ -Lて 今'‐ ･

＼A1つ“′中島ランプ) l‘‘ ･ 2,越温
.･′

供用年月日 (延長) 罐幌忍ぼ 49夕.l51βhD 穐ゞ ギ ー
区間名称(予算上) 皹仲野2榊 輻仲部 】乾期 3靱 {熾) 鍋 蟻熱
採 択 年 度 61 67 ぜ l48 46 52 . 55 66 57 馬5 1 63

6 4 道行セ 92 8



市
計
画
決
定
さ
れ
、同
年
三
月
工
事
に
着
手
し
た
。
そ

御↑

の
後
、
関
西
国
際
空
港
の
計
画
が
具
体
化
さ
れ
る
と

0
1l
l
月

と
も
に
本
四
連
絡
道
路
の
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た

線

凹

線

こ
と
か
ら
、
湾
岸
道
路
の
全
体
計
画
は
、
神
戸
市
垂

750. 2X3!2劫ニ6′500 750

水
区
の
垂
水
J
C
か
ら
大
阪
府
泉
佐
野
市
の
空
港
連

車
彌

御

,

車

拗

絡
道
路
に
至
る
延
長
約
八
○
虹
と
な
っ
て
い
る
。

2

2

そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
で
の
計
画
の
経
緯
を
表
ー
に
示

部
…

プ

表 2 計画概要

名

間

長

格
数

度

径
配

配

線

親
線

速
緋
鞠
駒

路

延
学

設
最

最
最

区

計
楜
絲
翁

前 )

臟
纖

-

鬮
繃

路*繃

駝禰
線
職
鋺

皺
難
産

速
~鱗

鸚
廟

高
東

~

道
町

町

動
大

神
大

堺

顔
群
鮴

自

の

纖群
礬
線

衛

期
炉
炉
靴
蹴
蝉
暉

轢
蠣
纖
%
“

す
。
湾
岸
道
路
の
道
路
規
格
は
表
2
、
道
路
幅
員
構

ン

加

成
は
図
2
の
通
り
で
あ
る
。
連
絡
施
設
と
し
て
は
、

ラ

(名谷町~ 下畑町)

2′6閲 3′500 3X3,5凹ニー貌5凹 3′000 . 3X3′500=-0′500 . 3-500 .2‘5閲

……
n
^=“

町西浜大~

.lr
11｣

　
　

重
G 　　

　
　

){"、港聴ジャンクシaン漣稀線

(単位 :mm)

　幅　

向
部
坊

　
　
(南港東~ 松屋大和川通, 向洋町東~ 港晴)

亀750, 3X3,500RI0,500 一-2-250J 3X3-5凹=-0-500 J,750

‘
･

　
　

　

　
　
　

4

加

図

(松屋大和川通~ 松原地先)

　　　　　　

本
6



大阪泉北報

六
つ
の
J
C
部
と
二
八
の
出
入
口
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。三

整
備
効
果

大
阪
湾
岸
道
路
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
次

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

1

大
量
交
通
処
理
に
よ
る
内
陸
部
の
交
通
負
荷
の

軽
減

大
阪
湾
岸
道
路
の
供
用
に
よ
り
内
陸
部
の
一
般
道

路
の
交
通
負
荷
が
軽
減
さ
れ
る
。
阪
神
間
に
お
い
て

は
、
国
道
二
号
及
び
四
三
号
、
大
阪
南
部
地
域
に
お

い
て
は
、
大
阪
臨
海
線
、
堺
阪
南
線
及
び
第
二
阪
和

国
道
な
ど
の
交
通
負
荷
が
軽
減
さ
れ
る
。

2

大
型
車
交
通
･
長
距
離
交
通
処
理
に
よ
る
内
陸

部
の
機
能
鈍
化

　

　

区

区

用

梱

　

　

篇

踪

岸

岸

　

　

グン

橋

キ

菜

策

楯

樂

僑

大

一
純

輻

大

橋

大

戸

パ

川

川

山

橋

川

寺

神

島

島

鏡

保

大

和

浜

癩

中

中

神

天

港

大

所

①

②

③

④

⑥

⑥

⑦

⑧

大
阪
湾
岸
道
路
が
大
型
車
交
通
及
び
長
距
離
交
通

を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
陸
部
の
幹
線
道
路
の

機
能
の
鈍
化
を
促
進
す
る
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
湾
岸

道
路
の
大
型
車
混
入
率
は
三
五
%
程
度
と
予
測
さ
れ

て
お
り
、
大
量
の
大
型
車
交
通
を
処
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
内
陸
部
の
都
市
環
境
の
改
善
に
寄
与
す
る
。

ま
た
、
大
阪
湾
岸
道
路
利
用
交
通
の
約
七
0
%
が
二

○
如
j
五
〇
虹
と
い
っ
た
比
較
的
長
ト
リ
ッ
プ
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
大
阪
湾
岸
道

路
が
長
距
離
交
通

(通
過
交
通
)
を
分
担
す
る
こ
と

に
よ
り
、
内
陸
部
の
幹
線
道
路
は
現
況
よ
り
も
沿
道

利
用
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
、
よ
り
地
域
と
密
着
し

騎神戸トンネル

特集/大都市圏環状道路の整備

前島付近の大阪湾岸道路建設現場



た
利
用
の
機
能
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。

3

埋
立
地
関
連
交
通
の
処
理
に
よ
る
内
陸
部
の
交

通
の
円
滑
化

大
阪
湾
岸
道
路
の
利
用
交
通
の
四
0
j
六
0
%
は

埋
立
地
相
互
間
の
交
通
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
。
埋

立
地
関
連
交
通
を
臨
海
部
で
直
接
処
理
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ら
が
内
陸
部
に
入
り
込
む
こ
と
を
防
ぎ
、

内
陸
部
の
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
。

4

関
西
国
際
空
港
関
連
交
通
処
理
に
よ
る
空
港
ア

ク
セ
ス
機
能
の
確
保

関
西
国
際
空
港
関
連
交
通
の
う
ち
、
三
六
%
程
度

が
大
阪
湾
岸
道
路
を
利
用
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
大
阪
湾
岸
道
路
が
近
畿
各
地
域
と
関
西

国
際
空
港
を
連
絡
し
、
関
西
国
際
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
交
通
を
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
畿
全
体
の
発

展
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

5

高
速
処
理
に
よ
る
時
間
短
縮

大
阪
湾
岸
道
路
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大

阪
湾
岸
地
域
間
あ
る
い
は
都
心
と
大
阪
湾
岸
地
域
の

時
間
距
離
を
短
縮
し
、
都
市
圏
の
拡
大
及
び
新
た
な

地
域
開
発
の
進
展
が
期
待
で
き
る
。

四

事
業
の
進
捗
状
況

(完成予想図):架設完了
: 3径間連続斜長橋
: (200十485十200)= 885m　

　
　　　　　
　

　
　

　割

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　工区別進捗状況表 (4年 5月分) (鋼製橋脚は下部工に含む)

大
阪
湾
岸
道
路
は
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
明
石
海

峡
大
橋
ま
で
の
区
間
全
長
約
八
○
如
の
う
ち
、関
西
国

際
空
港
か
ら
神
戸
市
東
灘
区
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
ま
で

の
延
長
約
五
五
･八
如
、及
び
神
戸
市
垂
水
区
名
谷
町

か
ら
同
市
同
区
下
畑
町
ま
で
の
延
長
約
一
･八
如
(湾

岸
七
期
)
が
事
業
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
四

年
度
か
ら
新
た
に
神
戸
市
垂
水
区
下
畑
町
-
同
市
須

磨
区
須
磨
浦
通
約
四
･
五
如

(湾
岸
八
期
)
が
事
業

化
さ
れ
た
。

事
業
は
、
昭
和
四
五
年
七
月
に
南
港
連
絡
橋

(現

港
大
橋
)
に
お
い
て
初
め
て
着
手
さ
れ
、
四
九
年
七

月
、
こ
れ
を
含
む
大
阪
市
港
区
港
暗
j
同
市
住
之
江

表 3 大阪湾岸道路の進捗状況

路 線 名 工区又は区間名 群 工
)

部
%

下
(

工
)

部
%

上
(

湾岸( 5期)
L = 4

.
8km

中 島西 ~ 末 広 紳 “ 鵠

扇 町 ~ 鳴尾 浜 ㈱ " 69

湾岸(6期)
L = 6

,
8km

鳴尾 浜 ~ 西 宮浜 3
,
640 れ 51

沖屋芦~港宮西 60視 7 2 45

期

獅

“
庫

壽

+費

ノ
L

区工浜江深 680 “ 範

橋大一戸神東 の %

区工浜崎魚 20リ 91 釦

甲
-六~酪甲･ン六

ラ @ 73 64

路 線 名 工区又は区間名 皺⑩
工
)

部
%

下
(

工
)

部
%

上
(

湾岸(南伸)
L = 6

.9
km

出 島 ~ 石 津 効 “ %

浜 寺 ~ 高 砂 3
,
050 100 野

蹴蛾~石高 卿 100 踞

岸
期
蝋

を
員

見汐~松助

鋤 % 82

囃糊同
中
心 60礪 幻 稀

礒鞄~浜蔵地

鸚 “ 80

島前~野佐泉 卿 " 73



区
南
港
東
間
一
･
九
顔
が
最
初
に
供
用
さ
れ
た
。
現

在
大
阪
市
西
淀
川
区
中
島
か
ら
堺
市
出
島
西
町
ま

で
の
一
六
･
七
虹
が
供
用
し
て
お
り
、
残
る
区
間
に

つ
い
て
も
鋭
意
建
設
を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
↓。特

に
関
西
国
際
空
港
か
ら
神
戸
市
東
灘
区
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
ま
で
の
供
用
部
を
除
く
工
事
延
長
約
三
九

･
一
畑
は
、
関
西
国
際
空
港
関
連
の
重
要
な
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
、
開
港
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早
い
段

階
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
詳
細
な
進
捗

状
況
は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
神
戸
市
垂
水

区
名
谷
町
か
ら
同
区
同
市
下
畑
町
ま
で
の
湾
岸
七
期

は
、
明
石
海
峡
大
橋
の
完
成
に
合
わ
せ
整
備
す
べ
く
、

特集/ 大都市圏環状道路の

　　的表
〉

代

橋長

4

斜

表

く

橋 名 主径間長
,
( m )

完成年 所 在 国

多々羅大橋 8 9 0 建 設 中 日 本

ノルマンディー橋 8 5 6 建 設 中 フランス

名港中央大橋 5 9 0 建 設 中 日 本

鶴見航路橋 5 1 0 建 設 中 日 本
生ロ橋 4 9 0 靭 本R

H
東神戸橋大橋 4 8 5 了完設架 繊皺板
アレックスフレーザー橋 4 6 5 蹄 ダナカ

横浜ベイブリッジ 4 0 0 Q
J

R
U

QJ14 本R
]

大和川橋梁 3 5 5 鰡 鱗鰐大

天保山大橋 知 蹴 路道岸湾阪大

促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

くゲルパートラス橋〉

橋 名 主径間長
( m )

完成年 所在国

ケベック橋 QJ4丁だり 鰡 ダナ-フヵ
~

フォース橋 5 2 1 〔VQV〔さT･1 ス･..･･.･ギノハー

港大橋 5 1 0 鰍 麟鞍燬
一ルセンローゼ橋〉

橋 名 主径間長
( m )

完成年 所在国

V an-B rienen oord 橋 28 7 1 9 1 7 オランダ

新浜寺大橋 2 5 4 架設完了 大阪湾岸道路

フェマルズンド橋

忽 鯛 ツイ
ー

ド
ー西

内海大橋 2 2 0 蹴 本[口

生浦大橋 1 9 7 聯 本[□

中島川橋 1 6 0 了完設架 麟滕大

神崎川橋 賊 蝋 鱈贓

五

六
【阪
湾
岸
道
一路
の
構
造
概
要

道
路
構
造
は
湾
岸
八
期
を
除
き
、
全
て
高
架
構
造

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
湾
岸
道
路
の
通
過
す
る
地
域

は
海
上
部
や
河
口
部
、
工
場
地
帯
や
住
宅
隣
接
地
、

古
い
埋
立
地
や
埋
め
立
て
が
進
行
中
の
土
地
と
い
っ

た
よ
う
に
様
々
な
環
境
条
件
が
存
在
す
る
。
こ
の
た

め
、地
域
毎
に
設
計
条
件
が
異
な
り
、
世
界
的
に
類
を

見
な
い
多
様
な
高
架
構
造
物
群
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

の

基
礎
構
造
物

基
礎
は
、
場
所
打
杭
基
礎
を
主
流
と
し
て
い
る
が

(約
七
六
%
)、
海
上
基
礎
や
大
規
模
橋
梁
と
し
て
、

ケ
ー
ソ
ン
基
礎
、
鋼
管
矢
板
基
礎
及
び
多
柱
式
基
礎

を
数
多
く
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
接
施
工
の
影

響
を
極
力
少
な
く
す
る
た
め
に
連
続
地
中
壁
基
礎
を

採
用
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
鋼
管
杭
や
リ
バ
ー
ス

杭
な
ど
、
湾
岸
道
路
で
は
現
在
使
わ
れ
て
い
る
基
礎

は
全
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

②

上
部
構
造
物

湾
岸
道
路
は
大
阪
湾
の
数
多
く
の
航
路
を
横
断
す

る
た
め
、
世
界
的
な
長
大
橋
梁
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

代
表
例
を
表
4
に
示
す
。
ま
た
、
港
湾
施
設
等
、
既

設
構
造
物
の
制
約
条
件
か
ら
、天
保
山
J
C
、北
港
J

　b第ス
,.

妙
高

の
橋

禍
m

　
　

　
　

　
　

続

ゆ

　　
　
　

　
　
　: (235十5lo十235)= 980 m

: 4車線(2方向)×2層

嬬
式
長
数

港
型
橋
醐

6 8 道イテセ 92‐R



C
、
助
松
J
C
等
、
複
雑
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
設
計
条
件
に
適
合
す
る
よ

中
島
パ
ー
キ
ン
グ
は
、
我
が
国
初
の
海
上
パ
ー
キ
ン

グ
と
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。

③

様
々
な
工
夫

前
述
の
よ
う
に
、
湾
岸
道
路
の
建
設
に
あ
た
っ
て

う
に
、
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
工
夫
の
一

例
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

対
候
性
鋼
材
の
採
用

②

耐
震
力
分
散
を
図
る
試
み

(粘
性
ダ
ン
パ
ー

沓
･
反
力
分
散
ゴ
ム
沓
)

③

新
し
い
床
版
･
高
欄
の
開
発

(合
成
床
版
･

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
)

　
　 　 　

　　 　 　　　　　　　　　　　　　　
(完成予想図) :架設完了

ニールセン･ローゼアーチ橋 車線数 : 4車線 (2方向)
54m lアーンス : + 22 lm　

　

4
0
節

数
圦
ズ

線
巧
イ

車
勿
ラ

　

　　

　

　

　

　

　

　

な

巍

穀
′
n
ケ

-

-
衡
ス

′{･･
二
雛
バ

橋

.･
:
‐‐

　

　
　
　

　　
　

　

　

　
　
　

h

浜
型
橋
主

　
　

　
　

　

　　
　

　

　
　

予

冴

　
　　　

　
　
　

　

　

し
量
る

島
容

主

中
･

架設完了

④

鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
柱
の
開
発

9

⑤

曲
面
付
き
鋼
製
橋
脚
の
開
発

6

⑥

全
断
面
溶
接
橋
梁
の
採
用

難

⑦

鋼
管
矢
板
基
礎
の
頂
版
結
合

(ス
タ
ッ
ド
方

託

式
)
の
開
発

道

六

お
わ
り
に

大
阪
湾
岸
道
路
全
体
の
総
事
業
費

(湾
岸
八
期
及

び
西
伸
部
は
除
く
)
は
、
約
一
兆
二
、
五
〇
〇
億
円

で
あ
り
、
平
成
三
年
度
ま
で
に
約
九
、
5
0
億
円
が

執
行
さ
れ
て
い
る
。
事
業
が
最
盛
期
に
は
い
っ
て
い

る
現
在
で
は
年
間
一
、
五
〇
〇
億
円
以
上
の
投
資
が

な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
湾
岸
八
期
、
西
伸
部
の

事
業
を
加
え
た
大
阪
湾
岸
道
路
の
総
事
業
費
は
お
よ

そ
二
兆
円
と
な
り
、
我
が
国
有
数
の
大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い
る
。

大
阪
湾
岸
道
路
の
建
設
は

最
初
に
計
画
さ
れ
て
か

ら
二
〇
年
余
り
が
経
過
し
て
い
る
。
現
在
、
全
体
計

画
の
内
、
約
七
0
%
が
完
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

｢関
西
国
際
空
港
か
ら
明
石
海
峡
大
橋
ま
で
｣
全
線

開
通
ま
で
に
は
、
相
当
期
間
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
、
大
阪
湾
岸
道
路
の
建
設
を
通
じ
て
、
日

本
の
土
木
技
術
の
一
層
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
全
線
完
成
が
二
一
世
紀
に
向
け
た
阪
神
高
速
道

路
公
団
の
最
大
の
使
命
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。



一
は
じ
め
に

｢水
底
ト
ン
ネ
ル
等
に
お
け
る
危
険
物
積
載
車
両
の
通
行

規
制
L
と
言
っ
て
も
、
す
ぐ
に
重
い
浮
か
ば
な
い
方
も
少

な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
非
常
な
重

要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
、
あ

ら
た
め
て
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

趣

旨

我
が
国
に
お
い
て
は
、
危
険
物
の
道
路
輸
送
に
関
し
て

は
、火
薬
類
取
締
法
(警
察
庁
･
通
商
産
業
省
所
管
)、消
防

法
(消
防
庁
所
管
)、
高
圧
ガ
ス
取
締
法
(通
商
産
業
省
所

管
)、
毒
物
及
び
劇
物
取
取
締
法
(厚
生
省
所
管
)
等
の
法

令
に
よ
り
、
各
物
質
ご
と
に
、
そ
の
製
造
、
保
管
等
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
規
制
の
一
貫
と
し
て
道
路
輸
送
に
つ
い

て
も
積
載
方
法
、
運
搬
方
法
等
の
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る
。

水
底
ト
ン
ネ
ル
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構
造
の
特
殊
性

の
た
め
、
ひ
と
た
び
危
険
物
の
爆
発
、
流
出
等
が
生
じ
る

と
、
道
路
構
造
に
甚
大
な

(場
合
に
よ
っ
て
は
復
旧
不
可

能
な
)
損
害
が
生
じ
、
ま
た
、
救
出
の
困
難
性
等
か
ら
交

通
の
安
全
に
重
大
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
が
各
関
係
法
に
お
け
る
規
制

を
加
重
す
る
形
で
、
水
底
ト
ン
ネ
ル
等
の
構
造
の
保
全
と

交
通
の
危
険
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
危
険
物
積
載
車
両

の
通
行
を
禁
止
又
は
制
限
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
(道

路
法
第
四
六
条
第
三
項
)。

三

規
制
箇
所

規
制
対
象
と
な
る
の
は
、
①
水
底
ト
ン
ネ
ル
、
②
水
際

ト
ン
ネ
ル

(水
際
に
あ
り
、
路
面
の
高
さ
が
水
面
よ
り
低

い
も
の
)
及
び
③
長
大
ト
ン
ネ
ル

(長
さ
五
、
0
0
o
m

以
上
の
も
の
)
で
あ
り

(道
路
法
第
四
六
条
第
三
項
、
施

行
規
則
第
四
条
の
六
)、現
時
点
に
お
け
る
規
制
箇
所
は
一

二
箇
所
で
あ
る

(表
1
)。

四

規
制
内
容

水
底
ト
ン
ネ
ル
等
に
お
け
る

危
険
物
積
載
車
両
の
通
行
規
制
に
つ
い
て

表 1 危険物積載車両の通行規制を行っている水底トンネル等

区 分 トンネル名 所 在 地 管 理 者 備 考

底

際

大

"

"

"

"

"

氷

水

長

し

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

秋

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

LN

ン

ト
ー
ト
ー
ト
･
ト
ー
ト
･
ト
ー
ト
,
ト
‐
ト
‐
ト
ー
一戸

ト
‐

鼾
湘
纖
鴬
洲
癪
細
蹴
廳
痴
鰔
廠

贓

贓
贓

岡

県

野

野

福
都

川

県

都

長

長

県

県

口

京

〃

〃

奈

知

京

阜

馬

庫

〃

本

山

東

神

愛

東

岐

群

兵

熊

団

紐
団

、

公

紐
獺
到

公

路

′

′

′

靴
鷲
隣

隣
′

訟

道

謎

“

‘

‘

贓
謎
撒
“
崗
,

道

都

熱
部
跡

神

跡

一戸

自

首
【

m

m

m

m

m

鷄

溺
即

脇
拗

8

雙
銚

打

錠

さ

さ

さ

さ

さ

長

長

長

長

長

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
企
画
係
長

下
村

善
夫



規
制
対
象
品
目
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
一
般
の
陸

上
輸
送
規
制
を
行
っ
て
い
る
諸
法
令
を
引
用
し
て
爆
発
性
、

有
毒
性
、
引
火
性
又
は
腐
食
性
を
有
す
る
物
品
等
を
規
制

対
象
品
目
と
し
て
お
り
、
道
路
法
施
行
令
第
一
九
条
の
一

二
及
び
第
一
九
条
の
一
三
に
定
め
ら
れ
て
い
る

(表
2
ち

規
制
物
品
及
び
規
制
数
量
等
の
具
体
的
な
規
制
内
容
は
、

各
ト
ン
ネ
ル
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
者
が
定
め
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
官
報
に
公
示
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
(施
行
令
第
一
九
条
の
一
五
、
施
行
規

則
第
四
条
の
七
)。
な
お
、
現
在
、
各
道
路
管
理
者
が
行
っ

の 積載車両の通行を禁止することができる危険物 (道路法施行令19条の 5 )
① 火薬類 (火薬類取締法 2条) のうち一定のもの
② 火薬類以外の物品で、 一定以上の爆発性を有するもの
③ 毒物劇物 (毒物及び劇物取締法 2条) のうち一定のもの
④ 毒物以外の物品で、 一定以上の毒性を有するもの
⑤ 消防法(2条7項)上の危険物以外の物品で、一定以上の発火性を有するもの

(2) 積載車両の通行を、 1)車両の種類、 2)容器包装、 3)積載数量、 4)積載方
法、 5)通行時間を要件として制限することができる危険物 (道路法施行令

姥

の

(
ス
物

物

(

上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

火

火

毒

毒

消

載

り

の

火
高
毒
毒
消

一
マ

①
②
③
④
⑤

積

、
条

法
的

1

2

3

4

5

6

7

火薬類 (火薬類取締法 2条)
高圧ガス (高圧ガス取締法 2条)
毒物劇物 (毒物及び劇物取締法 2条)
毒物劇物以外の物品で、 一定以上の毒性を有するもの
消防法 (2条 7項) 上の危険物
一定以上の腐食性を有するもの
マッチ

上記(1)の②及び⑤に掲げたもの

①
②
⑧
④
⑤
⑥
⑦
⑥

て
い
る
公
示
の
内
容
は
全
て
同
一
で
あ
る
。

五

水
底
ト
ン
ネ
ル
等
に
お
け
る
危
険
物
積
載
車
両
の

通
行
規
制
の
変
遷

本
制
度
は
、
昭
和
三
三
年
の
関
門
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に

対
応
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
主
に

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
対
応
し
て
改
正
が
な
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
三
三
年

昭
和
三
三
年
三
月
の
関
門
ト
ン
ネ
ル
の

昭
和
三
五
年

昭
和
四
六
年

昭
和
五
〇
年

平
成

二
年

開
通
に
対
応
し
て
、
水
底
ト
ン
ネ
ル
に

お
け
る
危
険
物
積
載
車
両
の
通
行
規
制

を
創
設
。

他
法
令
に
お
い
て
規
制
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
品
目
に
つ
い
て
も
規
制
対
象
品

目
に
追
加
し
た
。

千
代
田
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
対
応
し
て
、

水
際
ト
ン
ネ
ル
を
規
制
対
象
箇
所
に
追

加
し
た
。

昭
和
五
〇
年
八
月
の
恵
那
山
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
に
対
応
し
て
、長
さ
五
、0
o
o

m
以
上
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
を
規
制
対
象

箇
所
に
追
加
し
た
。

消
防
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
制
対

象
危
険
物
の
範
囲
に
つ
い
て
見
直
し
を

行
い
、
消
防
法
に
基
づ
く
規
制
物
品
と

の
整
合
性
を
と
っ
た
。

以
上
述
べ
た
と
お
り
、
現
時
点
で
通
行
規
制
が
行
わ
れ

て
い
る
ト
ン
ネ
ル
は
一
二
本
で
あ
る
が
、
今
後
相
次
い
で

水
底
ト
ン
ネ
ル
等
の
新
規
供
用
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
(表
3
)、
規
制
の
在
り
方
の
議
論
が
生
じ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
一
方
、
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る
水
底
ト
ン

ネ
ル
等
に
お
い
て
、
違
法
通
行
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら

れ
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
危
険
物
積
載
車

両
が
関
係
す
る
大
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
危

険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
、
残
念
な
が
ら
道
路
管
理
者
に
お
い
て
も
、
本

規
制
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
感
も
ぬ
ぐ
え
な
く
、

こ
の
誌
面
を
か
り
て
認
識
を
新
た
に
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望

す
る
次
第
で
あ
る
。

表 3 水底トンネル等の新規供用予定

区 分 トンネル名 所在地 管 理 者 備考 鱗綻底

大

"

"

"

"

"

"

"

"

水

長

翳
れ鰍
事務
珍

県

県

県

県
･競
願
川
期
･贓
県
･贓

蜘
熱
熱
蜘
棘欄
糠
篠擦
鮴鍋
割
琺轢

蛔

獺

団

,

公

事
事

蝋
“

等
轉
“
繃

鎌
饅
趾

さ
即
さ
90

さ
銘

長
6
長
5
長
6

度
4

6

8

7

10

定

侮蔑

〃
･
〃

〃

成

成

成

成

平

平

平

平

平

未

六

水
底
ト
ン
ネ
ル
等
に
お
け
る
危
険
物
積
載
車
両
の

通
行
規
制
を
め
ぐ
る
情
勢



一
は
じ
め
に

危
険
物
道
路
輸
送
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
筆
者
の

考
え
を
記
し
読
者
の
方
々
の
ご
批
判
を
う
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
筆
者
は
昭
和
四
八
年
、
恵
那
山
ト
ン

ネ
ル
開
通
前
に
同
ト
ン
ネ
ル
内
危
険
物
通
行
に
つ
い
て
の

調
査
以
来
、
関
越
ト
ン
ネ
ル
、
肥
後
ト
ン
ネ
ル
、
本
州
四

国
連
絡
橋
児
島
-
坂
出
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て
こ
の
問
題
に

関
与
し
て
き
た
。現
在
は
関
係
省
庁
、関
係
業
界
等
の

｢危

険
物
道
路
輸
送
に
関
す
る
連
絡
会
｣
の
座
長
を
務
め
て
い

る
。
関
係
省
庁
と
し
て
建
設
省
、
警
察
庁
、
消
防
庁
、
科

学
技
術
庁
、
厚
生
省
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
、
関
係
業

界
に
は
日
本
化
学
工
業
協
会
、
日
本
火
薬
工
業
会
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
、
石
油
連
盟
そ

し
て
事
務
局
は
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
が

担
当
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
危
険
物
道
路
輸
送
は
各
省
庁
、
各
業
界
が

関
連
し
て
い
る
た
め
関
係
の
方
々
と
話
し
あ
い
な
が
ら
解

決
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

二

危
険
物
輸
送
に
つ
い
て
の
国
際
的
動
向

危
険
物
輸
送
に
関
す
る
国
際
的
動
向
を
説
明
す
る
こ
と

と
し
た
い
。
危
険
物
輸
送
に
つ
い
て
は
国
連
で
勧
告
が
出

さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
七
年
四
月
二
六
日
で
あ
る
。
｢国
連

勧
告
｣(幻
の8
日
日
g
Q
巴
5
口
ob
[言

弓
證
口
g
o
ユ
0
朴

□
"
口
m
①
5

こ
の
0
0
O
Q
の
d
口
許
の
Q

Z
巴
-0
口
の
)
は
表
紙

が
オ
レ
ン
ジ
色
で
あ
り
通
称

｢オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
｣
と
呼

称
し
て
い
る
。
｢国
連
勧
告
｣
は
危
険
物
全
般
の
陸
海
空
全

般
に
わ
た
る
勧
告
で
あ
る
。
こ
の
勧
告
で
は
危
険
物
を
次

の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。
｢
ク
ラ
ス
一
｣
は
火
薬
類
、
｢
ク

ラ
ス
二
｣
は
高
圧
ガ
ス
、
｢
ク
ラ
ス
三
｣
は
引
火
性
液
体
、

｢ク
ラ
ス
四
｣
は
可
燃
性
固
体
、
｢ク
ラ
ス
五
｣
は
酸
化
性

物
質
、
有
機
性
酸
化
物
、
｢ク
ラ
ス
六
｣
は
有
毒
性
物
質
、

｢ク
ラ
ス
七
｣
は
放
射
性
物
質
、
｢ク
ラ
ス
八
｣
は
腐
食
性

物
質
、
｢ク
ラ
ス
九
｣
は
そ
の
他
の
危
険
性
物
質
で
あ
る
。

ク
ラ
ス
毎
の
プ
ラ
カ
ー
ド
図
案
は
図
1
に
示
す
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
ま
た
危
険
物
を
表
示
す
る
の
に
四
桁
数
字
に

よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
ア
ン
モ
ニ
ア
は

一
〇

〇
五
、
塩
素
は
一
〇
一
七
、
ア
セ
ト
ン
は
一
〇
九
0
、
ベ

ン
ゼ
ン
は
三

一
四
、
水
素
は
一
九
六
六
と
い
う
よ
う
な

表
わ
し
方
で
あ
る
。
次
に
国
連
勧
告
で
は
包
装
方
法
に
よ

る
区
分
を
し
て
い
る
。
極
め
て
危
険
な
も
の
を
第

一
分
類
、

中
程
度
の
も
の
を
第
二
分
類
、
危
険
性
の
少
な
い
も
の
を

第
三
分
類
と
し
き
包
装
方
法
と
物
質
の
危
険
性
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
輸
送
方
法
を
合
理
的
に
す
る
対
策
を
と
っ
て

危
険
物
遭
略
輸
送
の
現
状
と
問
題
点

財
団
法
人
総
合
安
全
工
学
研
究
所
専
務
理
事

福
野山

都
野生
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図 2 ヨーロッパにおける危険物表示例

い
る
。
包
装
容
器
と
し
て
は
ド
ラ
ム
缶
、
た
る
、
缶
、
函
、

袋
、
組
合
包
装
、
圧
力
容
器
が
あ
る
。
包
装
材
料
と
し
て

は
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
木
材
、
ベ
ニ
ア
板
、
合
成
板
、

フ
ァ
イ
バ
ー
ボ
ー
ド
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
、
繊
維
材
、
紙

材
、
鉄
ア
ル
ミ
以
外
の
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
磁
器
、
石
材
な

ど
が
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
国
連
勧
告
発
効
の
五
カ
月
後
、
一
九

五
七
年
九
月
三
〇
日
付
で

｢
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
間
の
危
険

物
道
路
輸
送
に
関
す
る
合
意
書
罔
にHog
胃

>
閃
｢の
oB
①
旦

n
o
b
o
の
H
□
"□
熊

[
け
の

一□
[
①
ベ
ロ
斜
什
皸0
ロ
P
-
O
P
門
[
一如
戦
①

○
朴

□
m
b
m
①
5
こ
の

o
o
o
舟

町

幻
o
鑓
套

が
作
成
さ
れ
た
。
こ

れ
は

｢A
D
R
｣
と
略
称
さ
れ
て
い
る
。
A
D
R
は
国
連

勧
告
を
継
承
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
間
の
道
路
輸
送
に
関

す
る
合
意
書
で
あ
る
。
道
路
に
よ
る
交
通
が
主
要
な
輸
送

手
段
と
な
り
、
言
語
を
異
に
す
る
各
国
が
国
境
を
接
し
、

危
険
物
の
輸
送
が
量
も
種
類
も
増
大
す
る
状
況
下
で
は
こ

の
合
意
書
は
緊
急
な
も
の
で
あ
っ
た
。
A
D
R
で
は
国
連

分
類
法
に
よ
る
ク
ラ
ス
と
四
桁
表
示
に
よ
る
物
質
名
と
を

組
み
合
わ
せ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
採
用
し
て
い
る
。
図
2
に

示
す
も
の
は
A
D
R
方
式
に
よ
る
も
の
で
下
段
の
一
〇
八

八
は
ア
セ
タ
ー
ル
と
い
う
物
質
名
で
あ
り
上
段
の
三
三
は

ク
ラ
ス
三
に
属
す
る
引
火
性
液
体
の
う
ち
極
め
て
引
火
し

や
す
い
引
火
点
二
一
度
C
以
下
の
液
体
で
あ
る
こ
と
を
表

示
し
て
い
る
。
プ
ラ
カ
ー
ド
は
縦
三
○
伽
、
横
四
0
m
で

全
体
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
枠
と
数
字
は
黒
色
で
あ
る
。
ク
ラ

ス
分
け
分
類
表
示
は
三
〇
は
引
火
性
液
体
で
引
火
点
二
一

度
C
か
ら
一
〇
〇
度
C
の
間
の
も
の
、
極
め
て
引
火
し
や

す
い
引
火
点
二
一
度
C
以
下
を
三
三
と
し
、
な
お
有
毒
な

も
の
は
ク
ラ
ス
六
を
加
え
て
三
三
六
と
い
う
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
表
示
す
る
。
瞬
時
に
水
と
危
険
的
に
反
応
す
る

も
の
に
は
×
を
表
示
す
る
。
例
え
ば
引
火
点
二
一
度
C
以

下
で
瞬
時
に
水
と
反
応
す
る
引
火
性
液
体
は
三
三
×
で
あ

る
。
米
国
･
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
も
国
連
勧
告
に
従
う
表
示

を
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド

(
0
O
Q
の
o
{
切
①
△
の
べ
P
-
男
①
較
□
T

田
[
5
口
弓
愚
口
の目
H封
[5
口
ぶ
り
)
、四
桁
に
よ
る
物
質
名
表

示
を
し
て
い
る
。

｢道
路
に
よ
る
危
険
物
輸
送

弓
揺
ロ
のg
薄
日
吸
出
藷
難
[Q-

○
こ
の
0
0
O
Q
の
け
て
刃
○
斜
ヂ

カ
0
槌
Q
弓
H
P
D
の
℃
○
｢
[
力
①
の
ゅ
槌
べ
o
け

ち
の
の
0
□
0
□
｣
と
い
う
図
書
が
一
九
八
八
年
に
経
済

協
力
開
発
機
構

(O
E
C
D
)
よ
り
発
刊
さ
れ
、
世
界
中

の
危
険
物
道
路
輸
送
の
状
況
を
記
述
し
て
あ
る
。

日
本
は
一
九
五
六
年
一
二
月
一
八
日
に
国
連
に
加
盟
し

た
。
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
発
刊
が
一
九
五
七
年
四
月
で
あ
る

か
ら
そ
の
五
カ
月
前
に
相
当
す
る
。
日
本
は
海
上
輸
送
、

航
空
機
輸
送
に
つ
い
て
は
国
連
方
式
に
従
っ
て
い
る
が
、

危
険
物
道
路
輸
送
に
つ
い
て
は
国
連
方
式
に
従
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
日
本
は
島
国
で
あ
り
、
国
境
を
接

す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
諸
国
と
は
事
情
が
異
な
る

の
で
国
連
方
式
に
従
う
必
要
は
な
い
と
い
う
の
が
従
来
の

考
え
方
で
あ
っ
た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
は
読
者

の
方
々
の
ご
討
議
を
お
願
い
し
た
い
。

三

危
険
物
の
分
類
と
名
称
に
つ
い
て

危
険
物
は
現
在
約
五
千
種
類
以
上
に
も
及
ん
で
い
る
。

先
述
の
国
連
勧
告
で
は
ク
ラ
ス
一
か
ら
ク
ラ
ス
九
に
分
類

し
て
い
る
。
日
本
の
危
険
物
の
対
応
を
示
し
た
の
は
表
f

で
あ
る
。
ク
ラ
ス
一
と
ク
ラ
ス
二
は
通
産
省
、
ク
ラ
ス
三
、

ク
ラ
ス
四
、
ク
ラ
ス
五
は
自
治
省
消
防
庁
、
ク
ラ
ス
六
は

厚
生
省
、
ク
ラ
ス
七
は
科
学
技
術
庁
、
ク
ラ
ス
八
は
厚
生

省
が
主
所
轄
官
庁
で
あ
る
。

道
路
輸
送
と
い
う
立
場
か
ら
考
え
る
と
各
省
庁
間
に
関

与
す
る
事
項
が
多
く
複
雑
な
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

一
方
、
危
険
物
の
名
称
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
例
え

ば
メ
チ
ル
エ
チ
ル
ケ
ト
ン
パ
ー
オ
キ
サ
イ
ド
は
別
名
を
エ

チ
ル
メ
チ
ル
ケ
ト
ン
パ
ー
オ
キ
サ
イ
ド
又
は
過
酸
化
メ
チ

ル
エ
チ
ル
ケ
ト
ン
、
M
E
K
P
0
と
い
う
。
ア
セ
ト
ン
は

別
名
を
ジ
メ
チ
ル
ケ
ト
ン
又
は
プ
ロ
パ
ノ
ン
又
は
ケ
ト
プ



表 1 危険物の分類比較

国連分類 H 本国内該当分類

クラス 危険物種別 当該法規 主所轄官庁

1I
リム
QU
淀マ
ヤリ
ハD
7f
oXU
QJ

体
ス
液

類

ガ

性

薬

圧

火

火
高
引

鮴則

去

槻

法
締

防

締
取

害

取

ス

法
障
法

類
ガ
法
法
法
物
線
物

蕊
圧
防
防
防
劇
射
劇

火
高
消
消
消
毒
放
毒 衞

省
省
省
省
省
省
技
省

産

産

治

治

治

生

学
生

通
通
自
白
目
厚
科
厚

働搬饑

物

、

険

体
質
質
質
質
危

間
物

物

物

物

の

性
性
性
性
性
他

燃
化
曄
射
食
の

川
酸

肓

放
腐

そ

ロ
パ
ン
と
い
う
。
四
塩
化
炭
素
は
四
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
又
は

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
又
は
パ
ー
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
と
い
う
。

硝
酸
ソ
ー
ダ
の
別
名
は
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
又
は
チ
リ
硝
石

又
は
硝
曹
と
い
う
。
ベ
ン
ゼ
ン
と
ベ
ン
ゾ
ー
ル
は
同
じ
物

質
で
あ
る
が
ベ
ン
ジ
ン
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

不
便
さ
を
解
決
す
る
た
め
に
国
連
勧
告
で
は
四
桁
の
数
字

で
表
示
し
た
。
す
な
わ
ち
メ
チ
ル
エ
チ
ル
ケ
ト
ン
パ
ー
オ

キ
サ
イ
ド
は
二
五
五
0
、
ア
セ
ト
ン
は
一
三

四
、
四
塩

化
炭
素
は
一
九
八
二
、
硝
酸
ソ
ー
ダ
は
一
四
九
八
、
ベ
ン

ゼ
ン
は
三

一
四
、
ベ
ン
ジ
ン
は
三

一
五
と
い
う
よ
う

に
し
た
。
日
本
で
郵
便
番
号
が
導
入
さ
れ
た
の
は
昭
和
四

年

漣
脇
道騒分鯛咎日

貨物輸送量
(億トンキロ)

規

範

50

55

60

元

和
和
和
和
和
成

昭

昭

昭

昭

昭

平

綿
備
51

51

47

備

50

18

13

8

5

5

12

39

部
虹
館
腹

總
502

606

388

盟
089

表2 日本国内輸送機関別貨物輸送量の推移 日 三
年
七
月
一
日
で
あ
る
が
現
在
は
固
定
化
し
て
き
た
。

一
方
危
険
物
と
い
う
用
語
は
日
本
の
法
律
の
中
に
異
な

る
定
義
で
で
て
く
る
。
消
防
法
、
道
路
法
、
船
舶
安
全
法
、

港
則
法
、
海
上
交
通
安
全
法
、
航
空
法
、
労
働
安
全
法
、

郵
便
法
等
で
あ
る
。
日
本
で
は
表
示
と
し
て

｢火
｣
｢高
圧

ガ
ス
、
危
｣
｢毒
｣
等
の
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
衆

知
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
に
筆
者
は
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道

路
公
団
と
と
も
に

『道
路
輸
送
危
険
物
デ
ー
タ
シ
ー
ト
』

を
作
成
し
、
更
に
一
九
九
二
年
に

『道
路
輸
送
危
険
物
デ

ー
タ
シ
ー
ト

(そ
の
2
)

』
を
作
成
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
シ

ー
ト
は
国
連
分
類
に
よ
る
ク
ラ
ス
別
に
色
分
け
し
て
各
物

質
の
国
連
番
号
、
別
名
、
物
性
、
緊
急
時
処
置
、
緊
急
時

連
絡
方
法
、
連
絡
先
等
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
~

日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
の
各
部
署
に
配
布

表5 日本における危険物積載車通行制限 表4 日本国内トラック保有 み 八 量
対象トンネル 台数の推移 る

さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
。

四

日
本
の
危
険
物
道
路
輸
送
に
つ
い
て

日
本
の
貨
物
輸
送
形
態
は
戦
後
急
激
な
変
化
を
来
た
し

た
の
で
あ
る
。
国
内
輸
送
機
関
別
貨
物
輸
送
量
は
表
2
に

示
す
よ
う
に
大
変
化
を
し
た
。
昭
和
三
一
年
の
貨
物
輸
送

量
は
九
五
四
億
ト
ン
キ
ロ
で
あ
り
平
成
元
年
に
は
五
、
0

八
九
億
ト
ン
キ
ロ
と
五
･
三
三
倍
と
な
っ
た
。
分
担
率
で

み
る
と
自
動
車
は
昭
和
三
一
年
に
一
二
%
か
ら
平
成
元
年

表3 各国における貨物道路輸送中の
危険物輸送比率

名国 日本 ドイツ フランス

危険物比率%

鰡名国 ノルウエイ オランタ"

危険物比率 % 10 9

粉 トンネル名 延長 ( m ) 使用開始年月日

底

際
大

水

同

同

同

同

同

水

長

同

同

同

同

同

同

上

下

り

り

炉

門
田
酬
謎
棡
浦
畑
捌
朧
魁
鰤
炉
端
後

関

羽

八

東

桜

衣

千

恵

恵

関

関

新

第

肥

巍
…
御
麟
卸
鱒
剱
鯲
鵺
鱗
鮴
鈎
賄
鈎

3

1

1

1

1

8

8

n

10

6

7

6

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

鍋

珀

月
月
月
月
月
月
形
励
駝
別
砺
別
明
朝

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

年 トラック保有台数

鵠
鋤

45

50

55

60

元

2

和
和
和
和
和
和
成
成

昭

昭

昭

昭

昭

昭

平

平

応
籤
襁
綿
硼
那
那
餓

都
臨
獺
鱒
韶
脚
鰍
拗



表6 世界の長大トンネル

トンネル名 (国名) 延長 (m ) 完成年

刃
一

例

肪

圦
朴
例
觴

翻
刻

磁
オ
伜
鱒
)
静
内
仇

砒
聴
瓢
齦
琳
転
蛔
獅

$
曲
薊
硼
鰍
銚
捌
鹸

S

A

F

M

関
S

恵

G

322

972

縦
剱
055

280

隣
御

船

蜷

露

n

n

9

8

8

蹴
鱗
鞠
廓
職
熱
筋
鱗

に
は
五
二
%
と
な
っ
た
。
も
し
陸
上
交
通
の
み
で
み
る
な

ら
ば
鉄
道
輸
送
の
減
少
に
よ
り
、
昭
和
三
一
年
の
一
九
%

か
ら
平
成
元
年
の
九
一
%
へ
急
増
し
た
の
で
あ
る
。
貨
物

輸
送
中
の
危
険
物
輸
送
比
率
に
つ
い
て
は
表
3
に
示
す
値

が
あ
る
。
危
険
物
の
定
義
、
景
気
の
状
況
等
に
よ
り
輸
送

比
率
も
異
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
一
応
の
目
安
と
し

て
考
え
て
よ
い
。
表
4
は
日
本
国
内
の
ト
ラ
ッ
ク
保
有
台

数
の
推
移
を
示
す
値
で
あ
り
、
昭
和
三
五
年
と
平
成
二
年

を
比
較
す
る
と
二
八
倍
に
も
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
し
て
危
険
物
積
載
車
の
通
行
制

限
が
関
門
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
あ
た
り
、
設
定
さ
れ
た
。
現

在
で
は
表
5
に
示
す
よ
う
な
水
底
ト
ン
ネ
ル
、
水
際
ト
ン

ネ
ル
、
長
大
ト
ン
ネ
ル
で
は
危
険
物
積
載
車
に
対
し
て
厳

し
い
制
限
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
長
大
ト
ン
ネ
ル
は
延
長

五
千
m
以
上
の
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
で
は
長
大
橋
に
つ
い
て
危
険
物
道
路
輸
送

袋
もぎ
選

の

　
　
　

　
　

　

　

　

　　

　

　
　
　
　　　

一廟鬮

て
醸

し
十

　　
　
　　
　　

　写真 1 英国ダートフォードトンネルの

に
関
し
て
特
別
な
制
限
は
し
て
い
な
い
。
現
在
、
最
も
長

い
橋
は
本
州
四
国
連
絡
橋
の
児
島
ー
坂
出
ル
ー
ト
で
あ
る
。

五

諸
外
国
に
お
け
る
危
険
物
道
路
輸
送
制
限

に
つ
い
て

道
路
は
公
共
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
通
行
に
は
制
限
を

し
な
い
と
い
う
原
則
の
も
と
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

表
6
は
世
界
の
長
大
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
デ
ー
タ
を
列
挙

し
た
。

表
7
は
フ
レ
ジ
ウ
ス
、
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
、
英
国
の
ダ
ー

ト
フ
ォ
ー
ド
、

マ
ー
シ
イ
、
タ
イ
ン
ト
ン
ネ
ル
と
モ
ン
ブ

ラ
ン
の
危
険
物
道
路
輸
送
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
表
で
判
る
よ
う
に
各
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
制
限
の
状
況

が
異
な
る
。
ま
た
エ
ス
コ
ー
ト
車

(先
導
車
)
に
よ
り
通

行
を
許
可
し
た
も
の
も
あ
る
。
写
真
1
は
英
国
ダ
ー
ト
フ

ォ
ー
ド
ト
ン
ネ
ル
の
エ
ス
コ
ー
ト
車
で
あ
る
。

表
8
は
米
国
に
お
け
る
長
大
橋
と
自
動
車
の
通
行
状
況

を
示
し
た
も
の
で
ジ

ョ
ー
ジ

･
ワ
シ
ン
ト
ン
橋
、
ベ
ラ
ザ

ー

･
ナ
ロ
ウ
ズ
橋
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
･
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
の
下
段
の
危
険
物
通
行
は
極
め
て
厳
し
い
制
限
を
し
て

い
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
橋
は
危
険
物
通
行
に
つ
い
て

は
条
件
付
き
で
許
可
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
局
の
保
証

し
た
漏
洩
し
な
い
容
器
を
用
い
る
こ
と
。
エ
ス
コ
ー
ト
車

を
つ
け
て
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
で
午
前
中
は
六
時
半
か
ら
九
時

半
ま
で
、
午
後
は
四
時
か
ら
七
時
半
ま
で
の
間
、
一
般
通

表8 長大橋と自動車通行状況 (*海峡部距離)

盤 ジョージワシントンベラザノナロウズゴールデンゲイトサンフランシスコベイブリッジ

鸚轍 米国ニューヨーク 米国サンフランシスコ 本[日

全長 m 燃 鰡 肋 幼
* 9,400

線
線

車
車

段
段

上
下

RU
ハ。

RU
ハ○

6
れ

rhu
rb

4
鑓

段
段

上
下

用供 機 総 鞠 総 癈
限制

]

量

日

度
在
行
/

遠
如
適

合
糊 燐 燐 “

“

“

蠣



表フ 欧州トンネル内危険物道路輸送の現状

分 類 フレジウス ゴットハルト 英国トンネル モンブラン

20kg以下許可 禁止クラス 1a 禁止

爆薬 例 T N T

クラス 1b 薬き

禁止

薬きょう 護衛車な 200kg以下は可
ら可

不燃容器なら1ookg
以下は可

lookg以下は可

火工品 導爆線 lokg以下な 1okg以可は可
ら護衛車で可

雷管禁止 雷管禁止

例 薬きょう, 導爆線

クラス 1c

点火器, 花火
例 花火

護衛車なら可 lookg以下なら可 物により禁止, 物に 50kg以下なら可
より lookg以下なら
可

クラス 2

ガス, 圧宿液体, 護衛車なら各ボンベ タンク内冷凍液は可 護衛車で可 150リットル以下で可

酸素を除く不燃性ガス 150リットル以下で可 150リットル以下で

酸素 同上

有機ガス,例 塩素 禁止

アンモニア

600リットル以下で可 1車50kg以下で可 150リットル以下で可

100リットル以下で可禁止 塩素禁止

アンモニア50kg以下
で可

可燃性ガス
例 L P G

150リットル以下各容 450リットル
器なら護衛車で可

50kg以下なら通行可 450リットル以下で可
能

エアロゾル 制限なし 50kg以下なら可1,ooo kg以下又は可 制限なし, 容器は
燃性により2,oookg o .25kg, 1,0lkgで
以下 性質による

クラス 3

可燃性液体 護衛車付タンク車な 250リットル以下コン 護衛車タンク車か25 250kg以下は可
ら可 テナ kg容器に 1,ooo kg以

下なら可
引火点21Q℃以下
例 ベンゼン

引火点21oC 以下で有
毒性 例 アクリロ 護衛車で可
ニトリル

引火点21Q℃以下で腐
食性, 例 メチルヒ 護衛車で可
ドラジン

引火点2rC ~ 550C , 制限なし
例 ケロシン

引火点55oc ~ 10ぴC
制限なし

例 フルフラール

500kg以上5,00okg以
下なら可

50kg以下は可 10okg以下, 5 kg以下 禁止
容器なら可

同上 同上 禁止

250リットル以下容器 護衛車でタンク車な タンク車なら許可
は制限なし ら制限なし

制限なし 同上 制限なし

クラス 4 ,1

可燃性固体
例 溶融硫黄, 木粉

制限なし 硫黄250kg以下は可 護衛車で制限なし 硫黄50kg以下
木粉制限なし



自然発火物質 黄燐は護衛車で可 黄燐は禁止 黄燐 250kg以上の容 黄燐 3 kg以下で可

例 黄燐, 油処理紙 木粉は制限なし 木粉は制限なし 器護衛車で可
木粉は制限なし

クラス 4 .3

禁水性物質
例 ナトリウム

護衛車で可 20kg以下 50okg以下 20kg以下

過酸化水素禁止, ク
ロレートは1,00okg以
下護衛車不要

過酸化水素50kg以下
なら可, クロレート
50kg以下なら可

D P Bは500kg以下可

クラス 5 ,1

酸化性物質 例 60
% 以上過酸化水素,
除草剤クロレート

有機過酸物
例 ジメーシアリプチ
ルパーオキサイド(D P B )

例 ジオクタノイルパー
オキサイド(D P )

過酸化水素護衛車で
可, クロレートは制
限なし

D P B は5,00okg以上
護衛車で可

D P は 2 kg以上護衛
車で可

過酸化水素50kg以下
は可, クロレート50
kg以上要許可

D P Bとま200kg以下可 D P B は10okg以下可

D P は禁止 D P は10okg以下可 D Pこま禁止

クラス 6,1 毒性物質

強毒性物質にして引
火点2rC 以下
例 シアン力水素

強毒性物質
例 アセト者シアンヒドリン

毒性物質
例 アニリン

有害物質
例 Nメチルアニリン

コンテナ, 護衛車な
ら可

同上

護衛車で可 禁止

禁止

禁止

焚止

禁止

25kg以下包装 500kg
以下なら可

禁止

護衛車なら5 kg以下
で可

護衛車なら50kg以下
で可

制限なし 5 kg以下なら可 制限なし 20kg以下

クラス 6 .2

覆いをすれば可 包装すれば可 感染性物質は禁止 覆いをすれば可嫌悪物質
例 解剖屍体 内臓 腺

クラス 7

放射性物質
例 ウラニウム235

護衛車で可 護衛車で可 禁止 護衛車で可

クラス 8 腐食性物質

強腐食性物質
例 発煙硫酸

臭素

腐食性物質
例 硫酸

弱腐食性物質
例 憐酸

例 無水マレイン酸

護衛車で可 50kg以下

同上 1kg以下

禁止16kg以下コンテナ
lookg以下

同上

16kg以下コンテナ
1ookg以下タンク車
は護衛車で可

タンク車は護衛車で
可

護衛車で可

護衛車1okg以下は可

燐酸は50kg護衛車で
可

無水マレイン酸は護
衛車で可

護衛車で可 50kg以下

制限なし 燐酸50kg以下

無水マレイン酸200kg
以下



行
車
両
の
混
雑
し
な
い
時
に
限
る
。
空
容
器
は
水
を
充
た

す
こ
と
等
で
あ
る
。

六

危
険
物
道
路
輸
送
の
事
故
事
例

危
険
物
道
路
輸
送
の
事
故
事
例
に
つ
い
て
記
述
し
て
み

た
い
。

1

日
本
の
危
険
物
輸
送
中
の
事
故

日
本
の
高
速
道
路
に
お
い
て
自
動
車
の
通
行
台
数
の
増

加
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
貨
物
自
動
車
の

通
行
量
、
危
険
物
通
行
量
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。
図
3

1

範

5

0

5
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3

件

1

1

0

図

は
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
九
一
年
の
間
の
高
速
道
路
に
お

け
る
状
況
を
示
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

事
故
事
例
の
う
ち
極
め
て
著
名
な
も
の
を
示
す
と
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

の

昭
和
四
〇
年
一
〇
月
二
六
日
、
兵
庫
県
西
宮
市
第

二
阪
神
国
道
に
お
い
て
四

･
八
ト
ン
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に

L
P
ガ
ス
を
満
載
し
て
走
行
中
、
運
転
を
誤
り
、
転
倒
ス

リ
ッ
プ
し
て
支
柱
に
激
突
、
こ
の
際
の
ガ
ス
噴
出
に
よ
り

引
火
爆
発
、
付
近
の
民
家
四
三
戸
焼
失
、
死
者
五
人
、
負

傷
者
二
六
人
の
大
事
故
と
な
っ
た
。

②

昭
和
五
四
年
七
月
二

日
、
東
名
高
速
道
路
日
本

坂
ト
ン
ネ
ル

(延
長
二
、
0
四
五
m
)
に
お
い
て
四
台
の

大
型
ト
ラ
ッ
ク
、
二
台
の
乗
用
車
が
ト
ン
ネ
ル
の
西
側
で

出
ロ
ま
で
約
四
〇
0
m
の
地
点
で
追
突
事
故
が
発
生
し
た
。

こ
の
事
故
に
よ
り
こ
ぼ
れ
た
燃
料
に
引
火
し
て
エ
ー
テ
ル

の
ド
ラ
ム
缶
が
炎
上
し
た
。
=

分
し
て
消
火
器
に
よ
り

消
火
し
た
が
、
四
一
分
後
に
再
度
引
火
し
樹
脂
等
の
可
燃

物
が
火
災
を
起
こ
し
て
後
続
車
に
燃
え
移
り
死
者
七
人
、

焼
失
車
両
一
七
三
台
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ト
ン
ネ
ル

の
一
、
一
一
三

m
間
が
焼
損
を
う
け
、
ト
ン
ネ
ル
復
旧
ま

で
に
二
カ
月
か
か
っ
た
。

こ
の
事
故
に
関
し
て
、
平
成
三
年
三
月
一
三
日
、
東
京

地
方
裁
判
所
に
お
い
て

｢こ
の
よ
う
な
事
故
は
予
測
で
き

た
上
、
公
団
側
の
消
防
へ
の
初
期
消
火
体
制
、
後
続
車
へ

の
警
告
が
不
十
分
で
あ
り
、
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
は
通
常
備

え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
｣
と
合
計
一
億
九
、
四

〇
〇
万
円
を
支
払
う
よ
う
に
日
本
道
路
公
団
に
命
じ
る
判

決
が
で
た
。
ま
た
平
成
四
年
一
月
一
七
日
、
静
岡
地
方
裁

判
所
で
車
や
積
み
荷
を
焼
失
し
た
食
品
会
社
が
損
害
賠
償

を
求
め
た
裁
判
で

｢日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
は
延
焼
火
災
が
発

生
す
る
危
険
の
高
い
構
造
利
用
で
あ
っ
た
｣
と
道
路
公
団

の
予
見
安
全
管
理
の
落
ち
度
を
認
め
一
、
七
九
〇
万
円
の

支
払
い
を
命
じ
る
判
決
が
で
て
い
る
。

③

昭
和
六
〇
年
五
月
六
日
、
東
京
都
目
黒
区
環
状
七

号
線
に
お
い
て
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
横
転
し
て
燃
焼
爆
発

し
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
は
全
焼
、
民
家
二
○
○
評
を
全
焼
、

隣
接
す
る
店
五
棟
と
乗
用
車
を
焼
失
し
た
。
本
事
故
は
昭

和
六
〇
年

一
〇
月
二
日
開
通
の
関
越
ト
ン
ネ
ル
内
危
険
物

積
載
車
通
行
規
則
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

@

平
成
二
年
三
一月
二
一
日
、
名
神
高
速
道
路
に
お

い
て
、
ベ
ン
ジ
ン
、
ホ
ク
イ
ト
ガ
ソ
リ
ン
、
ラ
バ
ー
ゾ
ー

ル
の
ド
ラ
ム
缶
が
破
裂
し
て
炎
上
、
車
両
火
災
に
よ
り
弓

火
爆
発
し
た
。
渋
滞
中
の
た
め
追
越
車
線
に
停
止
し
て
い

た
大
型
貨
物
車
に
、
普
通
貨
物
車
が
追
突
し
た
。
そ
の
は

ず
み
で
普
通
貨
物
車
が
炎
上
し
て
大
型
貨
物
車
の
積
み
荷

の
ド
ラ
ム
缶
に
引
火
爆
発
し
死
者
一
人
、
負
傷
者
一
人
の

事
故
と
な
っ
た
。

2

諸
外
国
に
お
け
る
危
険
物
道
路
輸
送
中
の
事
故

諸
外
国
に
お
い
て
発
生
し
た
危
険
物
道
路
輸
送
中
の
事

故
は
極
め
て
多
い
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。

の

一
九
四
九
年
五
月
一
三
日
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク



州
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
を
結
ぶ
ハ
ド
ソ
ン
川
の
水
底

に
あ
る
ホ
ラ
ン
ド
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
二
硫
化
炭
素
積
載

ト
ラ
ッ
ク
が
ト
ン
ネ
ル
に
衝
突
し
て
火
災
爆
発
し
て
九
台

の
自
動
車
が
全
焼
し
た
。
二
硫
化
炭
素
の
積
載
量
は
二
二

ト
ン
と
推
定
さ
れ
、
負
傷
者
六
六
人
を
だ
し
た
。
こ
の
事

故
に
よ
り
ポ
ー
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
で
は
ト
ン
ネ
ル
及
び
長

大
橋
下
段
の
危
険
物
積
載
車
通
行
に
厳
し
い
制
限
を
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。

②

一
九
七
八
年
七
月
三

日
ス
ペ
イ
ン
の
ロ
ス
ア
ル

フ
ァ
ケ
ス
キ
ャ
ン
プ
場
で
二
三
ト
ン
の
液
化
プ
ロ
ピ
レ
ン

積
み
ロ
ー
リ
ー
か
ら
積
み
荷
の
漏
洩
が
あ
り
、
大
き
な
フ

ァ
イ
ア
ボ
ー
ル
が
発
生
し
た
。
そ
の
轄
射
熱
等
に
よ
り
二

一
五
人
の
死
者
が
で
た
も
の
で
あ
る
。

③
‐

-九
八
七
年
七
月
七
日
、
西
ド
イ
ツ
の
ヘ
ル
ボ
ル

ン
市
ウ
エ
ス
ト
ワ
ル
ド
ス
ト
ラ
ー
セ
で
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

が
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
か
ら
ヘ
ル
ボ
ル
ン
に
入
る
急
傾
斜
国
道

を
疾
走
し
て
カ
ー
ブ
で
転
覆
し
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
パ
ー
ラ

ー
に
突
入
し
て
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
は
破
壊
し
、
流
れ
た
ガ

ソ
リ
ン
に
引
火
し
て
爆
発
、
七
〇
0
m
に
わ
た
り
窓
ガ
ラ

ス
破
損
を
起
こ
し
、
流
出
し
た
燃
料
は
付
近
の
デ
イ
ル
川

に
流
出
し
て
汚
染
し
た
。
死
者
五
人
、
重
軽
傷
者
四
一
人

と
な
っ
た
。
原
因
は
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
ブ
レ
ー
キ
故
障

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
事
故
に
対
し
一
九
九
〇
年

一
月

一
七
日
運
送
業
者
に
拘
禁
二
年
半
、
運
転
手
に
七
年
半
の

判
決
が
で
た
。

七

ま
と
め

危
険
物
道
路
輸
送
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
た
。

本
問
題
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
筆
者
は
、
各
省
庁
の
関

与
す
る
こ
と
と
難
し
い
テ
ー
マ
が
沢
山
あ
る
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
い
る
。
一
方
危
険
物
輸
送
状
況
の
増
加
、
国
際

交
流
の
急
変
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
実
情
を
把
握

し
た
頃
に
次
々
と
担
当
者
が
転
勤
す
る
こ
と
も
問
題
点
の
.

一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
何
と
か
一
歩
で
も
前
進
さ

せ
た
い
と
念
じ
て
い
る
o
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献
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一
は
じ
め
に

経
済
の
発
展
と
生
活
水
準
向
上
の
た
め
の
基
盤
整
備
と

し
て
、
道
路
は
他
の
公
共
施
設
に
先
が
け
て
五
箇
年
計
画

と
い
う
計
画
的
な
整
備
手
法
を
導
入
し
、
以
後
10
次
に
わ

た
る
五
箇
年
計
画
を
積
み
重
ね
、
今
日
ま
で
に
、
五
〇
〇

○
蝿
を
越
え
る
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
網
を
作

り
あ
げ
て
き
た
。

道
路
審
議
会
は
、
昭
和
六
二
年
六
月
に

｢確
か
な
明
日

へ
の
道
づ
く
り
｣
を
建
議
し
、
こ
れ
を
も
と
に
、
第
的
次

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
は
、
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
取
り
組
み
が
も
り
込
ま
れ
、

多
く
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
五
年
が
経
過
し
た
今
日
、
世
界
は
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
す
る
経

済
･
社
会
は
、
多
く
の
課
題
を
複
雑
化
し
て
お
り
、
課
題

克
服
の
た
め
に
は
既
存
の
行
政
の
枠
組
み
を
越
え
た
総
合

的
な
取
り
組
み
や
進
展
著
し
い
技
術
革
新
の
活
用
が
必
要

に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
を
背
景
に
、
道
路
審
議
会
は
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
て
、
今
後
の
道
路
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

平
成
三
年
四
月
よ
り
基
本
政
策
部
会
を
再
開
し
、
一
四
回

に
及
ぶ
討
議
を
重
ね
て
き
た
。
六
月
二
二
日
、
道
路
審
議

会
は
、
｢『ゆ
と
り
社
会
』
の
た
め
の
道
づ
く
り
-
豊
か
な

生
活
･
活
力
あ
る
地
域
･
優
し
い
環
境
を
め
ざ
し
て
ー
｣

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
建
設
大
臣
に
対
し
建
議
し
た
。

二
道
路
審
議
会
建
議
の
要
約

建
議
の
流
れ
を
図
1
に
示
す
。
第
一
章
で
は
、
道
路

の
あ
る
べ
き
姿
を
さ
ぐ
る
た
め
に
は
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
課

題
を
つ
か
む
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
社
会
と
道
路
の

変
化
を
整
理
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
我
が
国
の
め
ざ

す
べ
き
方
向
を
活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら
れ
、
国
民
一
人

一
人
が
心
の
豊
か
さ
と
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る

｢ゆ
と
り
社
会
｣
の
実
現
と
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

課
題
を
整
備
し
て
い
る
o

第
三
章
で
は
、
｢ゆ
と
り
社
会
｣
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

今
後
の
道
路
政
策
を
提
言
し
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
よ

り
具
体
的
な
課
題
に
対
す
る
施
策
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、

道
路
整
備
を
計
画
的
、
効
率
的
に
実
現
す
る
た
め
の
制
度

･
枠
組
み
に
つ
い
て
合
わ
せ
て
提
言
し
て
い
る
。
道
路
整

備
の
主
要
施
策
を
表
1
に
と
り
ま
と
め
る
o

誌
面
の
都
合
上
、
以
下
に
建
議
の
ポ
イ
ン
ト
、
第
三
章

の
今
後
の
道
路
政
策
に
つ
い
て
の
要
約
を
紹
介
す
る
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
本
編
を
御
覧
頂
き
た
い
と
考
え
る
。

道
路
審
議
会
建
議

『
ゆ
と
り
社
会
』
の
た
め
の
道
づ
く
り

I
豊
か
な
生
活
･
活
力
あ
る
地
域
の
優
し
い
環
境
を
め
ざ
し
て
-

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

大
庭

孝
之



｢ゆとり社会｣ のための道づくり 一 豊かな生活 ･活力ある地域 ･優しい環境をめざして

8 1 社会と道路の変化

社会 ･経済の潮流は変化している

･ 生活の豊 かさを 求める動 き

･交流の拡大
･地球環境問題
･一極集中の激化
･高齢化の進展
･技術革新の進展

S 2 わが国のめざす方向

交通と道路の役割は変化している

･車輪交通に対応した道路整備約40年
･ しかし渋滞、 事故などの課題も多い
･ さらに新 たな潮流への対 応が課 題

量 的な遅れを取り戻すとと もに、
新たなニーズにも緊急に対応が必要

(基本的方向
弓

ある経済-こ支え
学

｢ゆとり社会一
戸

｣

(課 題 ) 質の高い生活基盤 均衡ある国土構造 安定した地球社会

(留意点 ) 重点的な基盤投資 ･技術革新 ･国民の協力と社会的環境づくり

(視点)
道路を ｢人とくらしを支える社会空間｣.と認識

一 課題の解決のために総合的な取り組みが必要
S 3 今後の道路政策

高規格 をは じめと する

体系的道路網整備

豊 かな 生活 の実現 幹線道路網整備十事故分析十次世代道路交通システム

2 ,

3 .

歩きたくなる道 十 景観 十 たまり機能

　
高規格幹線道路 (早期整備 十 機能強化)

地域高規格道路 十 地方振興施策 ･多核型都市

、エネルギー効率の向上 (車Y 道路、 利用形態 )

計画時の自然との調和 十 エコ ロー ド

道路交通円滑化 十 自動車対策 十 沿道制度

モー ダルミッ クス

交通 需要 マネ ジメ ン ト

注) は、 新 しい視点による施策

2 1 世紀にめざすべき社会を踏まえた道路整備の基本的方向を提言した。 政府は、 ｢長期構想｣ ･ ｢第は次
五箇年計画｣ の策定や、 今後の道路整備にあたって、 提言を具体化するよう要望する。

図1 道路審議会建議の流れ



1

建
議
の
ポ
イ
ン
ト

道
路
は
、
生
活
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
施
設
を
連
続
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
社
会
資
本
で
あ
り
、
多
様
な
機
能

で
社
会
の
様
々
な
活
動
を
支
え
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
の

果
た
す
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
台
の
路
上
駐
車
が
交
通
機

能
を
大
幅
に
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
う
る
よ
う
に
、
そ

の
使
わ
れ
方
に
よ
っ
て
著
し
く
影
響
を
受
け
る
。

道
路
の
効
用
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、
交
通
渋
滞
、
交

通
事
故
、
環
境
問
題
な
ど
困
難
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
既
存
の
行
政
の
枠
を
越
え
た
総
合
的
な
取
り
組
み
、

異
分
野
の
技
術
の
活
用
、
企
業
･
生
活
者
な
ど
使
う
側
と

行
政
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
に
は
、
道

路
と
様
々
な
社
会
活
動
と
の
関
わ
り
や
、
道
路
の
使
い
手

と
行
政
の
連
携
に
、
よ
り
深
く
着
目
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

本
建
議
で
は
、
道
路
は
社
会
性
の
強
い
空
間
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
道
路
を

｢社
会
空
間
｣
と
し
て
と
ら
え
、
社
会

の
側
か
ら
道
路
を
眺
め
、
道
路
政
策
の
あ
り
方
を
提
言
し

て
い
る
。

ま
た
、
道
路
整
備
に
お
け
る
具
体
的
施
策
に
お
い
て
も
、

随
所
に
複
合
的
な
施
策
を
提
案
し
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ

れ
ば
、
各
種
交
通
機
関
の
特
性
を
十
分
に
生
か
し
た
輸
送

体
系
を
確
保
す
る
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
、
道
路
を
有
効
に

使
う
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
道
路
と
自
動
車
が
一
体

化
し
て
安
全
性
を
高
め
る
次
世
代
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
、

道
路
は
、
あ
ら
ゆ
る
営
み
に
関
わ
る
根
幹
的
な
社
会
資

地
域
集
積
圏
を
つ
く
る
地
域
高
規
格
幹
線
道
路
、
自
動
車

本
で
あ
り
、
道
路
整
備
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
道
路
を

･
道
路
･
輸
送
方
法
の
全
般
に
わ
た
る
環
境
政
策
な
ど
で

｢人
と
く
ら
し
を
支
え
る

『社
会
空
間
』｣と
と
ら
え
る
こ

あ
る
。

と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
、
道
路
利
用
者
、
関
係
機
関
等

建
議
の
内
容
は
、
建
設
省
の
担
当
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、

と
の
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
取
り
組
み
の
視
点
を
持
つ
こ

他
省
庁
は
も
と
よ
り
国
民
の
役
割
に
も
及
ん
で
い
る
。
関
･

と
が
重
要
で
あ
る
。

･
道
路
･
輸
送
方
法
の
全
般
に
わ
た
る
環
境
政
策
な
ど
で

あ
る
。

建
議
の
内
容
は
、
建
設
省
の
担
当
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、

他
省
庁
は
も
と
よ
り
国
民
の
役
割
に
も
及
ん
で
い
る
。
関

係
者
の
協
力
の
下
に
、
二
一
世
紀
に
向
け
、
活
力
あ
る
経

済
に
支
え
ら
れ
、
国
民
一
人
一
人
が
心
の
豊
か
さ
と
生
き

が
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
、
｢ゆ
と
り
社
会
｣
が

実
現
す
る
こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

2

｢ゆ
と
り
社
会
｣
実
現
の
た
め
の
道
路
の
役
割
と
道
路

整
備
を
考
え
る
上
で
の
視
点

道
路
は
、
国
土
面
積
の
約
三
%
を
占
め
て
お
り
、
し
か

も
、
他
に
類
を
見
な
い
連
続
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
空

間
と
し
て
、
国
民
生
活
に
最
も
密
着
し
た
位
置
を
占
め
て

い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
特
性
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
と
く
ら
し
を
支
え
、
め
ざ
す
社
会
の
実
現
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
交
通
機
能
で
は
、
自
動
車
交
通
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
歩
行
者
･
自
転
車
の
通
行
、
鉄
道
等
へ
の
ア
ク
セ

ス
、
駐
停
車
等
い
ろ
い
ろ
な
状
況
に
応
じ
た
機
能
強
化
が

望
ま
れ
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情
報
、
水
な
ど
の
公

益
施
設
を
収
容
す
る
ほ
か
、
散
策
や
憩
い
、
景
観
や
文
化

の
た
め
の
多
様
な
空
間
機
能
に
つ
い
て
も
そ
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
。

3
道
路
整
備
の
基
本
的
方
向

活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら
れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣
の
実

現
の
た
め
に
、
今
後
の
道
路
政
策
の
目
標
を
、
｢豊
か
な
生

活
の
実
現
｣、
｢活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
｣、
｢人
･
自
然
に

1優
し
い
環
境
の
形
成
｣
の
三
つ
に
置
い
て
、
道
路
整
備
の

基
本
的
方
向
を
提
言
し
て
い
る

(図
2
参
照
)。

=

豊
か
な
生
活
の
実
現

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

経
済
活
動
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
確
保
、
交
通
事
故
や
災
害
に
対
す
る
安
全
な
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
確
保
と
と
も
に
、
ゆ
と
り
や
文
化
を
重
視
し
た
快
適

な
生
活
環
境
の
創
造
が
求
め
ら
れ
る
。

の

円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

生
活
の
豊
か
さ
を
支
え
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ

せ
つ
つ
、
環
境
に
も
対
応
し
た
社
会
を
形
成
す
る
た

め
に
は
、
総
合
的
な
交
通
政
策
と
し
て
モ
ー
ダ
ル
ミ

ッ
ク
ス
政
策
の
推
進
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
な
整
備
な

ど
の
交
通
容
量
の
拡
大
施
策
と
と
も
に
、
ユ
ー
ザ
ー



円滑なモビリティの確保

豊かな生活 安全なモビリティの確保

快適な生活環境の創造

交流ネットワークの充実

人 ･自然に優しい 自然環境との調和

環境

図2 道路整備の基本的方向(体系図)

体 系的な道路
ネットワーク整備

施設の整備 姉副 の確保 多車線化、十分な幅員の確保等

ボトルネックの 交差点改良、立体化等

解 消

道
路
交
通
円
滑
化
施
策
の
体
系

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

交
通
容
量窟 交通管制の高度化･ リバーシブル

の
既 存 道 路 の レーン、 駐車場整備、道路交通情

実
有 効 利 用 報提供の充実等

交通運用の 公共交通機関の 駅前広場、 パークアンドライド用

改 善 利 便性の 向上 駐車場等の整備、バス優先対策

新技術の実用化と 新物流システム、 料金自動徴収シ

普 及 ステム等

人流 ;カープール等相乗り促進
輸送効率の向上 物流 :ロジスティクスの高度化、

利用の仕方 物流拠点の整備等
の工夫

交 通 需 要 の フレックスタイム、 時差出勤、 休

時 間的平 準化 日の分散等

交通負荷の小さい 職住近接型都市構造の構築、交通

適切な利用
都 市 づ く り アセスメントの導入等

の誘導
コスト負担による ブライツング等

誘 導

図3 道路交通円滑化施策の体系

活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら
れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣



や
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、
道
路
の
有
効
利
用

を
促
す
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
を
組
合
わ
せ

て
、
総
合
的
に
実
施
し
、
円
滑
な
交
通
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

(図
3
)。

回

安
全
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

安
心
し
た
く
ら
し
を
支
え
る
道
路
は
、
災
害
に
対

す
る
安
全
性
、
交
通
事
故
に
対
す
る
安
全
性
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

な
か
で
も
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
年
間
一
万

一
千
人
を
突
破
し
、
第
二
次
交
通
戦
争
と
で
も
呼
ぶ

べ
き
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
、
緊
急
に
そ
の
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
、
高
規
格
幹

線
道
路
等
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
事
故
分
析
結
果
に
基

づ
く
事
故
多
発
地
点
の
解
消
を
行
う
と
と
も
に
、
道

路
の
安
全
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
事
故
回
避
シ
ス
テ

ム
の
開
発
･
導
入
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

内

快
適
な
生
活
環
境
の
創
造

道
路
の
主
役
は
、
人
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
で
、
人
へ
の
優

し
さ
や
、
ゆ
と
り
、
美
し
さ
と
い
っ
た
質
的
な
快
適

性
に
つ
い
て
も
、
道
路
が
備
え
る
べ
き
基
本
的
な
機

能
の
ひ
と
つ
と
し
て
そ
の
整
備
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
誰
も
が
歩
き
た
く
な

る
よ
う
な
歩
道
や
一
般
道
路
に
お
け
る
休
憩
施
設
と

し
て
の

｢道
の
駅
L、美
し
さ
や
歴
史
の
感
じ
ら
れ
る

道
等
個
性
的
な
道
づ
く
り
を
推
進
し
、
快
適
な
生
活

環
境
の
創
造
を
図
る

(図
4
)。
こ
れ
ら
の
事
業
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
社
会
の
道
路
利
用
者
の
参

画
を
求
め
る
な
ど
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
工
夫

も
必
要
で
あ
る
o

②

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
全
国
的
な
交

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
い
て
、
地
域
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魅
力
的
な

｢地
域
集
積
圏
｣

の
形
成
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

の

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

高
速
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
的
な
普
及
、
地
域
間

の
相
互
連
携
の
強
化
に
よ
り
、
多
極
分
散
型
国
土
の

形
成
を
図
る
た
め
、
全
国
の
市
町
村
か
ら
お
お
む
ね

一
時
間
以
内
に
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
到
達
す
る
こ

と
等
を
目
標
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た

全
国
的
な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
国
土
に
新
た
な
可
能
性
を
創
出
す
る
た

め
、
新
交
通
軸
の
形
成
に
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

具
体
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

回

｢地
域
集
積
圏
｣
の
形
成

地
方
圏
で
は
、
地
域
の
発
展
の
核
と
な
る
主
要
な

都
市
等
を
育
成
し
、
周
辺
地
域
と
こ
れ
ら
の
都
市
等

が
一
体
と
な
っ
て
連
携

6
0
日
け
日
鑓[5
己
す
る
広
域
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的
な

｢地
域
集
積
圏
｣
を
各
地
域
に
形
成
す
る
と
と

も
に
、
ま
た
、
大
都
市
圏
で
は
、
業
務
核
都
市
な
ど

を
中
心
と
し
た
地
域
集
積
圏
を
形
成
し
多
核
型
都
市

構
造
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、集
積
圏
相
互
の
交
流
6
0B
日
目
行
巴
8
口
)

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
空
港
等
広
域
的
交
通
拠

点
と
の
連
結
性

容
0
日B
の
目
5
己

を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
全
国
的

･
国
際
的
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
地

域
高
規
格
幹
線
道
路
を
軸
と
し
た
地
域
の
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る

(図
5
)。

③

人
･
自
然
に
優
し
い
環
境
の
形
成

道
路
政
策
に
お
い
て
は
、
社
会
･
経
済
活
動
の
活
力
を

維
持
し
つ
つ
、
地
球
、
自
然
、
沿
道
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、

優
し
い
環
境
の
形
成
に
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

Lあ
る
。

の

地
球
温
暖
化
の
防
止

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
の
世
界
的
取
り
組
み

の
中
で
、
日
本
に
お
い
て
も
、
6
O
N
(二
酸
化
炭
素
)

の
排
出
量
の
安
定
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
生
活
や
産
業
な
ど
各
分
野
に
お
け
る

取
り
組
み
と
連
携
し
な
が
ら
、
自
動
車
交
通
の
分
野

に
お
い
て
も
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
と
あ
わ
せ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
に
強
力
に
取
り
組
む
こ
と
に



よ
り
、
0
O
N
排
出
量
の
安
定
化
へ
の
貢
献
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

回

自
然
環
境
と
の
調
和

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
亨
受
し
な
が
ら
、

こ
れ
を
適
切
に
保
全
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
道
路
の
計
画
･
調
査
か
ら
設
計
、
施
工
ま
で

含
め
、
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
り
、
こ
れ
を
適
切

に
保
全
す
る
た
め
の
道
路
整
備
の
手
法
の
定
着
や
生

態
系
に
き
め
細
か
く
配
慮
し
た
道
路
(エ
ロ
コ
ー
ド
)

の
普
及
が
必
要
で
あ
る

(図
6
)。

内

沿
道
環
境
の
保
全

沿
道
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
騒
音
や
大
気
汚
染

の
大
き
な
要
因
で
あ
る
渋
滞
の
解
消
に
向
け
て
、
環

状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
の
整
備
、
交
差
点
改
良
等
を
推

進
す
る
ほ
か
、
自
動
車
構
造
の
改
善
に
よ
る
発
生
源

対
策
、
環
境
施
設
帯
や
遮
音
壁
の
設
置
、
幹
線
道
路

沿
道
に
適
し
た
沿
道
土
地
利
用
へ
の
転
換
な
ど
、
多

様
な
視
点
か
ら
の
総
合
的
な
道
路
環
境
政
策
へ
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

三

お
わ
り
に

道
路
は
人
間
生
活
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
施
設
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
す
る
唯
一
の
社
会
資
本
で
あ
り
、
生
活
を
支
え
る

根
幹
的
な
基
盤
施
設
で
あ
る
。

建
設
省
は
、
建
議
に
示
さ
れ
た
提
言
に
つ
い
て
、
今
夏

に
策
定
を
予
定
し
て
い
る

｢道
路
整
備
の
長
期
構
想
｣
な

代替産卵池

ら
び
に
来
年
度
か
ら
は
じ
ま
る
｢第
飢
次
道
路
整
備
五
箇

年
計
画
二
案
)の
策
定
は
も
と
よ
圦
今
後
の
道
路
整
備
に
反

のり面植栽 (既存植生の移植など)

　　　 　　　　 　

ラジダノノここ
助勢こっノ〆〆ノキ三を三さ
小動物がはいだせる側溝

注) 建設省資料による。

映
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
今
後
と
も
皆
様
の
御
指
導
や

御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

道の確保

G
U図 エコロードの例



表l 道路整備の主要施策

項 目 主 な 施 策

1 . 円滑なモビリティのために

( 1 ) 道路網の体系的整備
幹線道路網構想の見直し(旧41万km構想から45万km構想へ、
うち広域幹線道路は25万km、国道は7万km)

( 2 ) 高規格幹線道路網の整備
20lo年までに14,00okmを概成、機能強化 (縦貫道の6車線

化、次世代道路交通システムの導入)

( 3 ) モーダルミックス政策の推進
自動車交通の特性を踏まえた道路整備(体系的な道路ネッ
トワークの整備等)、他機関との連携強化(結節点の整備等)

(4 ) 総合的な渋滞対策の推進
高規格幹線道路網14,00okmの整備、首都圏 3環状 9 放射の

完成、交通需要マネジメント ･交通アセスメントの実施

( 5 ) 物流システムの高度化
高速道路に直結した広域物流拠点 (ロジスティクスセンタ

ー) の整備、新物流システムの研究 ･開発の促進と実用化

(6 ) 駐車対策
公共施設の地下空間を活用した駐車場の整備、交通アセス

メントの実施等による駐車場関連施設の整備

( 7 ) 公共交通機関の利便性の向上
利用促進のための道路整備(バスレーンのカラー舗装化等)

低廉型新交通システム等の整備、交通結節施設の整備

、 ( 8 ) 情報サービスの高度化
P O I N T E R プロジェクト (路線番号 ･標識 ･キロポス

ト ･地図の連動化) 、道路交通情報システムの充実 ･

(9 ) 国際化に対応した道路整備
国際人流･物流へ対応するための国際空港･港湾との連絡強

化、外国人への道路交通情報の提供、技術交流 ･技術協力

(10) 路上工事の適切な実施
共同施工や集中施工による工事量削減、占用工事の総量や

期間の抑制、共同溝 ･キャブシステム等の整備

2 , 安全なモビリティのために

( 1 ) 安全のための道路整備
一般道路に比べて安全性の高い目専道等の整備、科学的な

調査分析と対策、事故回避のための新しいシステムの導入

( 2 ) 高齢者等のための道路整備
幅の広い歩道の整備、滑らかな歩行面の確保等による快適

な歩行環境の整備、ゆとりある道路構造の確保

( 3 ) 地域の安心を支える信頼性の高い

道路網の整備

地域間交通の信頼性の向上、医療機関等へのアクセシビリ

ティ向上、地震駒こおけるモビリティ確保、避難路の整備

(4 ) 雪国の振興のための冬期道路交通

対策

幹線道路の冬期モビリティの確保、雪に強い地域づくりの

推進、歩行移動の確保、都市構造･道路構造による雪寒対策

( 5 ) 道路サービスの安定的な提供
トータル経費にも配慮した戦略的維持修繕、24時間の管理

体制による情報提供の充実、大規模修繕 ･更新の技術開発

3 , 快適な生活環境のために

( 1 ) 歩行者 ･自転車のための空間整備
歩行者･自転車空間ネットワークの整備、区画道路の歩行

者･自転車優先型への転換、自転車駐車場の整備

(2 ) 自由時間の増大に対応した道路整

備

休日ボトルネック解消等による休日交通に対応した道路整

備、自然の景観などを大切にした美しい道路

(3 ) 沿道と連携した ｢みち空間｣ の形

成
一般道路の休憩施設の配置、地域振興施設との連携による

高度化･多機能化(｢道の駅｣)、文化と歴史の道づくり成 高度化･多機能化(｢道の駅｣)、文化と歴史の道づくり

8 8 達寛イテセ 92 .8



項 . 目 主 な 施 策

(4 ) 地下空間の積極的な利用
共同溝の収容対象物件の拡大、キャブシステム等の先行的

整備、公共施設の地下空間有効活用による道路施設の設置

4 , 活力ある地域づくりのために

( 1 ) 地域高規格幹線道路の整備
地域高規格幹線道路の整備 (放射 ･環状道路、広域交流、
空港直結など) 、自動車専用道路クラスの道路構造

( 2 ) 新交通軸の形成による活力ある国
土構造の創出

長大橋 ･長大トンネルに関する技術の管理 ･継承 ･新たな
技術開発、具体化の検討

( 3 ) 強い地方圏を形成するための広域

的な地域の連携

･地域高規格幹線道路を軸とした道路網整備による地域の連
携強化、核となる都市の機能集積を促進する交通体系整備

(4 ) 地方部の定住と活性化の推進
過疎 ･山村地域、奥地等において交流人口 ･-滞在人口の増
加による活性化を図るための周遊 ･回廊道路等の整備

(5 ) 大都市におけるゆとりあるくらし
の実現

.

核都市を中心とする自立都市圏の形成を促進する交通体系
整備、既成市街地の都市機能リストラクチャリング

(6 ) 住宅宅地の供給とそれを支える道
路整備

.

住宅宅地の供給促進、公共交通機関と連携した道路整備、
開発者の協力による関連道路の整備手法の検討

5 .人 ･自然に優しい環境の形成のために

( 1 ) 地球 ･沿道環境と調和した自動車

構造
道路運用ストックの工夫による低公害自動車等の普及の支
援、代替エネルギー車のエネルギー供給システムの検討

(2 ) 自然環境と調和した道路計画
データの蓄積と道路の計画段階における自然環境保全、自

然環境と調和した道路利用の誘導

( 3 ) エコロードの普及
動物の生息域分断の防止のための道路構造、植物の生育環
境の保全、自然の回復力を織り込んだ工程計画

(4 ) 多様な道路緑化の推進
新設道路及び既設道路の緑化の推進による緑量の増大、多
様な条件下における道路緑化技術の研究 ･開発

( 5 ) 道路構造による環境の改善
新設、既設道路における環境施設帯の拡充、環境施設帯と
公園事業との一体的整備、新たな環境対策技術の開発

(6 ) 沿道土地利用の誘導
｢沿道法｣ による沿道整備のための支援措置の拡充、沿道

居住者の移転後の跡地利用に関する制度の見直し

6 , 道路整備の推進のために

(1 ) 2l世紀へ向けた道路構造
21世紀に向けた道路構造の基準の策定、ボトルネックでの

交通量に基づく車線数等の決定、主要な国道の4車線化

(2 ) 道路整備財源及び融資制度 ^ 特定財源の堅持 ･充実、自動車重量税の道路財源としての
確保、 ｣ 般財源の投入の拡大、道路開発資金制度の活用

(3 ) 有料道路制度
有料道路を活用した道路整備の推進、適正な料金水準の確
保、利用者の視点に立った施策の一層の充実

(4 ) 道路整備推進方策の拡充
総合的代替地対策の推進、事業予定地の先行取得の促進、
土地収用制度の活用、道路と沿道との一体的整備の推進

( 5 ) 道路新技術の開発 ･導入の促進
道路新技術の開発 (事故回避システム等の運転支援技術、
デュアルモードによる新物流システム、急速施工技術等)

ま首矛〒セ 92 R R O



7 6

"
月
･
日

世

界

の
動

き

o
経
済
協
力
群
多
添
桿

(O
E
C
D
)
が
一
九
九
三
年
ま
で
の
先

進
諸
国
の
経
済
を
予
測
し
た
｢
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
･
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
｣

を
発
表
。
九
二
年
の
国
民
総
生
産

(G
N
P
)
の
実
質
成
長
率
は

日
本
一
･
八
%
、
米
国
二
･
一
%
、
ド
イ
ツ
一
･
八
%
で
先
進
諸

国
全
体
で
一
･
八
%
の
成
長
。
九
三
年
は
米
国
三
･
六
%
、
日
本

三
･
一
%
で
、
全
体
で
は
三
%
に
達
す
る
。

o
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
は
、
公
定
歩
合
を
○
･

五
%
引
き
下
げ
、
年
三
･
○
%
に
す
る
こ
と
を
決
め
、
即
日
実
施

し
た
。
景
気
回
復
の
促
進
が
狙
い
。
米
国
の
公
定
歩
合
が
三
･
0

%
ま
で
下
が
っ
た
の
は
、
一
九
六
三
年
七
月
以
来
。

o
米
自
動
車
業
界
が
ま
と
め
た
一
九
九
二
年
上
半
期
0
-
六
月
)

の
米
国
内
の
乗
用
車
販
売
台
数
は
、
四
二
〇
万
六
、
0
0
0
台
余

り
で
、
前
年
同
期
比
一
･
○
%
増
。
シ
ェ
ア
で
は
ゼ
ネ
ラ
ル
･
モ

ー
タ
ー
ズ

(G
M
)
が
三
六
･
四
%
(前
年
同
期
三
六
･
一
%
)で

フ
ォ
ー
ド
が
二
0
･
九
%
(同
二
○
･
一
%
)と
回
復
。
し
か
し
、

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
前
年
同
期
の
八
･
七
%
か
ら
七
･
八
%
に
下
が

っ
た
。

o
韓
国
自
動
車
工
業
協
会
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
上
半
期
の
ト

ラ
ッ
ク
、
バ
ス
な
ど
を
含
め
た
自
動
車
総
輸
出
台
数
は
、
一
八
万

九
、
二
四
七
台
で
、
昨
年
同
期
比
で
一
一
･
九
%
増
。
し
か
し
、

伸
び
率
は
前
回
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
頭
打
ち
の
傾
向
。

0
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
は
公
定
歩
合
を
0
･
七
五
%
引
き
上
げ
、
年

八
･
七
五
%
に
す
る
こ
と
を
決
め
、
一
七
日
か
ら
実
施
。
東
西
ド

イ
ツ
の
統
一
に
伴
う
イ
ン
フ
レ
圧
力
の
抑
制
が
狙
い
。

事

項

.

･

纖
月
･
日

国

内

の

動

き

o
首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
経
済
審
議
会
が
本
年
度
か
ら
一
九
九

六
年
ま
で
の
経
済
運
営
の
基
本
的
方
向
と
具
体
的
施
策
を
示
し
た

新
経
済
計
画

｢生
活
大
国
五
ヵ
年
計
画
-
地
球
社
会
と
の
共
存
を

め
ざ
し
て
｣
を
首
相
に
答
申
し
た
。
効
率
優
先
の
企
業
中
心
社
会

か
ら
生
活
者
･
消
費
者
の
視
点
を
重
視
す
る
社
会
へ
の
転
換
が
目

標
。

o
厚
生
省
が
発
表
し
た
一
九
九
一
年
簡
易
生
命
表
に
よ
る
と
、
日

本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
七
六
･
一
一
歳
、
女
性
八
二
･
一
一
歳

で
、
そ
れ
ぞ
れ
世
界
最
高
を
維
持
。
男
女
の
差
は
六
歳
で
、
こ
の

差
は
こ
れ
ま
で
の
最
高
。

o
日
本
初
の
"》
一新
幹
線
｢山
形
新
幹
線
｣
仝
ニ
五
九
･
九
キ
ロ
)が

開
業
。
東
京
ー
山
形
間
を
二
時
間
二
七
分
で
結
ぶ
。

o
第
一
六
回
参
院
通
常
選
挙
が
公
示
。
候
補
者
数
は
比
例
代
表
が

三
八
政
党
三
三
〇
人
。
選
挙
区
が
三
二

人
の
計
六
四
一
人
。

0
公
正
取
引
委
員
会
は
愛
知
県
が
発
注
す
る
設
計
や
測
量
事
業
の

指
名
入
札
に
際
し
て
談
合
で
受
注
予
定
者
を
決
め
て
い
た
と
し
て
、

同
県
内
や
大
阪
、
東
京
な
ど
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
七
三

社
、
測
量
業
者
一
四
〇
社
に
対
し
独
占
禁
止
法
三
条
違
反
で
排
除

勧
告
し
た
。

o
出
光
興
産
、
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
、
三
菱
石
油
な
ど
八
社
は
、
ガ

ソ
リ
ン
、
軽
油
、
灯
油
な
ど
の
卸
値
を
引
き
上
げ
る
と
発
表
。
値

上
げ
幅
は
一
@
当
た
り
六
0
-
七
〇
銭
。

o
民
間
の
信
用
調
査
機
関
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
発
表
に
よ
る

と
、
一
九
九
二
年
上
半
期

(
一
-
六
月
)
の
全
国
企
業
倒
産
人
負

債
額
一
、
0
0
0
万
円
以
上
)
件
数
は
、
前
年
同
期
比
三
九
･
三

%
増
の
六
、
五
七
九
件
。
負
債
総
額
は
三
兆
二
、
八
九
三
億
円
で
、

前
期
に
比
べ
て
二
七
･
四
%
減
。

事

項

露纖
･ 月

･
日

道
路
行
政
の
動

き

0
策
三
次
行
革
審

｢行
政
改
革
に
関
す
る
策
三
次
答
申
L
閣
議
決
-

定
さ
れ
る
。

o
第
四
四
回
国
土
建
設
週
間

(ー
一
六
日
ま
で
)

0
平
成
四
年
度
建
設
白
書

｢国
土
建
設
の
現
況
｣
公
表

0
第
二
回
道
の
駅
懇
談
会
開
催

0
ハ
イ
ウ
ェ
イ
･
ナ
ウ
靴
実
施

(ー
一
九
日
ま
で
)

0
関
東
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局

0
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
開
幕

の
三

月
二
九
日
ま
で
に
全
国
で
一
〇
試
合
を
行
う

事

項
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ロ

白
い
画
紙
に
正
三
角
形
の
定
規
を
置
き
、
そ
の
定

規
か
ら
は
み
出
た
余
白
を
み
ど
り
の
絵
具
で
塗
り
込

め
る
。
す
る
と
手
前
が
中
広
く
上
方
が
極
端
に
細
く

な
る
、
白
の
正
三
角
形
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
こ
に
黄

土
色
絵
具
を
塗
る
と
、
草
原
を
貫
く
一
本
の
道
の
絵

が
で
き
上
る
。

東
山
魁
夷
画
伯
の
出
世
作
の
一
つ
に
、
草
原
の
中

の
｢道
｣
を
主
題
に
し
た
作
品
が
あ
る
。
画
業
回
顧

の
展
覧
会
に
し
ば
し
ば
出
品
さ
れ
る
の
で
、
ご
存
知

の
方
も
多
い
と
思
う
。
た
だ
道
だ
け
を
画
い
た
構
図

は
右
の
定
規
図
と
似
て
い
る
が
、
巨
匠
の
手
に
か
か

る
と
、
草
原
の
一
本
道
は
遥
か
彼
方
を
見
つ
め
る
希

望
の
象
徴
の
よ
う
に
昇
華
さ
れ
る
。
芸
術
と
は
不
思

議
な
も
の
だ
。
し
か
し
、
こ
の
絵
に
生
活
の
臭
い
が

す
る
人
や
車
が
画
か
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
随
分
と

印
象
の
違
っ
た
作
品
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

一
九
八
二
年
に
間
日
本
道
路
協
会
主
催
の
｢
ロ
1

ド

･
フ
ォ
ト

･
ジ
ャ
ン
ボ
リ
｣
が
あ
っ
た
。
こ
の
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作
品
は
全
部
で
五
、
0
六
七

点
。
内
閣
総
理
大
臣
賞
ジ
ュ
ニ
ヤ
の
部
に
選
ば
れ
た

作
品
は
、
横
長
の
画
面
の
真
ん
中
に
舗
装
さ
れ
た
道

路
が
真
直
ぐ
に
の
び
、
そ
の
両
側
は
田
圃
。
そ
の
左

右
の
緑
の
広
が
り
の
中
に
防
風
林
に
囲
ま
れ
た
集
落

が
見
え
、
八
の
生
活
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
な
構
図
と

な
っ
て
い
る
。
ま
ん
中
を
占
め
る
道
路
の
行
き
つ
く

果
て
空
と
の
境
目
に
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
八
の
後
姿

が
ポ
ツ
ン
と
見
え
る
。
こ
れ
は
余
程
、
目
を
凝
さ
な

い
と
わ
か
ら
な
い
。
題
名
は

｢将
来
へ
の
道
｣
と
あ

る
。
片
や
一
般
の
部
の
総
理
大
臣
賞
作
品
は
、
四
車

線
の
道
路
を
び
っ
し
り
と
埋
め
た
自
動
車
の
列
。
山

の
端
か
ら
出
た
大
き
な
月
が
、
車
の
屋
根
の
一
つ
一

つ
を
照
ら
し
、
熟
れ
た

“と
う
も
ろ
こ
し
"
の
実
の

よ
う
に
列
ら
な
っ
て
光
っ
て
見
え
る
。
題
名
は

｢関

西
の
道
路
状
況
ゞ
排
気
ガ
ス
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
イ
ラ

イ
ラ
が
直
接
伝
っ
て
来
そ
う
な
三
枚
の
粗
写
真
で
あ

る
。
ジ
ュ
ニ
ヤ
の
部
で
夢
を

一
般
の
部
で
現
実
を
、

と
選
考
者
は
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
よ
う
だ
。
他
の
入

選
作
品
の
中
に
も
、
な
ぜ
か
車
が
一
台
も
な
い
道
路

の
写
真
が
可
成
り
あ
る
。
道
路
の
団
体
が
主
催
し
た
‐

と
言
う
の
で
、
応
募
者
が
気
を
き
か
し
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
人
々
が
道
に
託
す
夢
は
、
道
路
と

い
う
空
間
の
拡
が
り
そ
の
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

数
か
月
前
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
限
り
な
い

前
進
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
自
動
車
が
云
ロも
走
っ

て
い
な
い
写
真
を
掲
載
し
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
現

実
逃
避
だ
と
の
批
判
を
受
け
た
。
あ
わ
て
て
自
動
車

が
走
っ
て
い
る
も
の
と
取
替
え
た
。
道
路
の
写
真
と

言
う
の
は
、
車
を
数
台
入
れ
た
だ
け
で
随
分
と
現
実

的
な
も
の
に
な
る
と
感
心
し
た
が
、
同
時
に
道
に
託

す
る
ロ
マ
ン
も
消
え
て
し
ま
っ
た
。

過
去
の
道
の
日
の
記
念
行
事
に

｢日
本
の
道
一
〇

〇
選
｣
が
あ
っ
た
。
選
考
対
象
に
な
っ
た
の
は
H
歴

史
を
語
る
道
路
口
人
々
に
親
ま
れ
て
い
る
道
路
圏
美

し
い
景
観
を
持
つ
道
路
⑭
機
能
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た

道
路
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
当
選
し
た
道
路
に
は

そ
の
道
の
由
来
を
刻
ん
だ
石
碑
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。

道
路
は
昔
も
今
も
交
通
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
る

こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
道
に
い
だ
く
も
の
は
現
実

か
、
ロ
マ
ン
か
。

こ
こ
ま
で
書
い
て
来
て
、
道
と
道
路
と
の
使
い
分

け
が
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。

一
々
訂
正
し
な
か
っ
た
の
は
語
感
の
問
題
と

割
り
切
っ
て
、
そ
う
厳
格
に
使
い
分
け
る
必
要
も
な

い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
当
り
前
の
こ
と
だ
が
道
路
法

で
は
第
二
条

(用
語
の
定
義
)
で
道
と
道
路
と
を
は

っ
き
り
と
使
い
分
け
て
い
る
。
八
月
は
道
路
を
ま
も

る
月
間
で
あ
り
八
月
一
〇
日
前
後
に
は
道
の
日
行
事

が
全
国
に
展
開
さ
れ
た
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
道
路

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
関
係
者
の
努
力
は

き
っ
と
報
わ
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

(崎
)
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